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第 1章 農業振輿基本方針

最
近
の
農
業
、
農
政
を
め
ぐ
る
内
外
の
情
勢
は
、
米
国
を
中
心

と
す
る
農
産
物

一
〇
品
目
の
輸
入
自
由
化
を
求
め
る
関
税
貿
易

一

般
協
定

（
ガ
ッ
ト
）
の
対
日
裁
定
案
を
受
け
入
れ
、
残
る
で

ん
粉

と
乳
製
品
の
自
由
化
は
日
米
二
国
間
協
識
に
希
望
を
つ
な
い
で
い

る
が
、
こ
れ
ら
は
、
自
由
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
る
の
は
時
間
の
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
国
内
的
に
は
、

水
田
農
業
確
立
対
策

（
ボ
ス

ト
第
三
期
対
策
）
に
よ
る
大
幅
な
減
反
政
策
と
、
で
ん
粉
、
原
料

用
甘
藷
の
割
当
生
産
、
ま
た
農
村
に
お
い
て
は
労
働

力

の
高
齢

化
・

婦
女
子
化
の
傾
向
な
ど

一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
町
農
業
振
興
の
方
向
は
、
十
三
塚
原、

竹
子
原
県
営
畑
地
帯
総
合
士
地
改
良
事
業
の
土
地
基
盤
の
整
備
に

伴
い
、

情
報
化
社
会
に
お
け
る
適
格
な
情
報
の
把
握
と
需
要
の
動

向
に
応
じ
た
偶
業
生
産
の
再
編
を
進
め、

地
域
の
特
性
を
生
か
し

H
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（二）

安
定
し
た
農
業
生
産
の
確
保
と
地
域
農
業
の
健
全
な
発
展
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
施
策
と
し
て
、
農
村
振
興
運
動
と
連
動
さ
せ
て
話
し
合
い

活
動
を
進
め
、
農
地
の
流
動
化、

さ
ら
に
は
施
設
の
近
代
化
、
輪

作
体
系
な
ど
を
確
立
し
て
積
極
的
な
土
地
の
高
度
利
用
を
図
り
、

生
産
性
の
向
上
と
コ
ス
ト
低
減
に
努
め
る
。
ま
た
有
利
な
土
地
条

件
を
生
か
し
た
競
争
力
の
強
い
特
色
あ
る
産
地
づ
く
り
を
進
め
、

生
産
性
の
高
い
農
業
経
営
の
実
現
と
、
豊
か
で
湿
も
り
に
満
ち
た

活
力
あ
る
農
業
の
町
、
つ
く
り
を
関
係
機
関

一
体
と
な
り
推
進
す

る
。

主
要
課
題
と
施
策
の
方
向

活
力
あ
る
村
づ
く
り

農
村
振
輿
運
動
の
一
層
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
と
し
、
拠
点
集

落
を
中
心
と
す
る
自
主
的
な
話
し
合
い
活
動
の
輪
を
広
げ
、
農
村

に
住
む
す
べ
て
の
人
々
が
自
立
自
興
の
気
構
え
を
も

っ
て
、
明
る

く
豊
か
な
農
村
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
農
業
生
産
の
振

興
、
農
業
構
造
の
改
善
、
及
び
地
域
の
環
境
整
備
を
通
じ
、
特
に

拠
点
地
区
を
対
象
に
村
づ
く
り
体
制
の
強
化
を
図
る
。

農
業
基
盤
の
整
備
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い
土
地
基
盤
の
整
備

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
農
業
振
興
の
展
開
を
図
る
た
め
に

は
、
そ
の
基
盤
と
な
る
生
産
条
件
整
備
を
図
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
な
こ
と
で
あ
る
。
本
町
の
場
合
、
畑
地
帯
は
県
営
畑
総
事
業
、

団
体
営
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
農
地
の
高
度
利
用
と
農
業
機
械

の
効
率
的
活
用
に
よ
り
農
業
経
営
の
安
定
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

水
田
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
水
田
農
業
確
立
対
策
の
趣
旨
に

基
づ
い
た
地
域
輪
作
体
系
を
確
立
す
る
た
め
、
早
急
な
条
件
整
備

が
求
め
ら
れ
る
。

②
農
業
近
代
化
施
設
の
整
備

消
費
動
向
に
応
じ
た
特
色
あ
る
産
地
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
品
目
の
安
定
生
産
と
栽
培
の
省
力
化
並

び
に
商
品
化
率
を
高
め
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
導
入
を
図
る

必
要
が
あ
る
。

特
に
、
桜
島
降
灰
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
を
受
け
て
い
る
生

産
者
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
過
去
、

茶
生
葉
洗
浄
施
設
整

備
、
野
菜
降
灰
防
止
栽
培
促
進
対
策
、
降
灰
地
域
飼
料
作
物
確
保

対
策
な
ど
を
実
施
し
、
そ
の
効
果
は
農
作
物
の
被
害
軽
減
と
経
営

の
安
定
が
図
ら
れ
た
。
特
に
、
十
三
塚
畑
か
ん
の
水
利
用
効
果
を

高
め
る
た
め
、
今
後
は
施
設
野
菜
へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
野
菜
降

灰
ハ
ウ
ス
の
設
置
を
積
極
的
に
働
き
か
け
、
高
度
な
施
設
園
芸
へ

の
営
農
確
立
に
努
め
た
い
。

⑳
農
用
地
の
有
効
利
用

農
用
地
の
資
産
的
保
有
傾
向
が
強
く
、
所
有
権
移
転
に
よ
る
経

営
規
模
の
拡
大
に
は
限
界
が
あ
り
、
ま
た
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う

本
町
農
業
生
産
の
向
上
を
は
か
る
た
め
に
は
、
中
核
農
家
へ
の
貸

借
に
よ
る
利
用
権
設
定
を
積
極
的
に
進
め
担
い
手
農
家
の
育
成
に

努
め
た
い
。
そ
の
施
策
と
し
て
、
農
用
地
利
用
増
進
事
業
を
進

め
、
農
用
地
の
確
保
と
高
度
利
用
を
促
進
す
る
。

④
水
田
農
業
確
立
対
策

過
剰
基
調
に
あ
る
米
の
作
付
を
制
限
し
他
作
物
へ
の
転
作
を
進

め
て
き
た
水
田
利
用
再
編
対
策
に
代
わ
り
、
昭
和
六
十
二
年
度
か

ら
水
田
農
業
確
立
対
策
と
改
め
た
。
こ
れ
は
減
反
面
積
の
増
大
と

転
作
奨
励
盆
の
削
減
を
骨
子
と
し
て
、
水
田
を
活
用
し
て
生
産
さ

れ
る
作
物
の
生
産
性
向
上
、
地
域
輪
作
農
法
の
確
立
及
び
需
要
動

向
に
応
じ
た
米
の
計
画
生
産
を
行
う
こ
と
を
柱
と

し
、
生
産
者
、

生
産
者
団
体
の
主
体
的
責
任
を
持
っ
た
自
ら
の
取
り
組
み
を
基
礎

に
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

転
作
配
分
面
積
六
一

ゥり

（
う
ち
他
用
途
利
用
米

一
万
五

0
0

g)
と
、
米
需
給
均
衡
化
緊
急
対
策
に
係
る
他
用
途
利
用
米
七
四
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本
町
の
農
業
生
産
は
、
米
、
野
菜
、
茶
、
た
は
こ
、
果
樹
、
花

き
、
養
蚕
な
ど
を
軸
に
、
新
規
作
目
の
溝
入
や
経
営
技
術
の
向
上

を
図
り
な
が
ら
複
合
経
営
を
推
進
す
る
。
今
後
の
需
要
動
向
の
中

で
、
生
産
性
向
上
を
追
及
し
な
が
ら
生
産
量
の
確
保
、
品
質
の
向

上
に
努
め
る
。
さ
ら
に
振
興
作
目
に
お
い
て
は
、
個
人
差
を
な
く

す
た
め
に
技
術
指
導
を
徹
底
し
技
術
の
平
準
化
に
努
め
る
。

水
稲

飯
米
農
家
を
含
め
、
生
産
コ
ス
ト

の
引
き
下
げ
及
び
集
団
指
導

に
よ
る
栽
培
技
術
の
向
上
を
図
り
、
適
期
防
除
を
進
め
な
が
ら
、

た
く
ま
し
い
稲
作
り
に
努
め
る
。

野
菜

野
菜
生
産
の
現
状
は
、
土
地
利
用
型
に
よ
る
キ
ャ
ベ
ツ
、
大
根

な
ど
の
重
量
野
菜
が
主
で
あ
る
が
、
今
後
は
、
畑
か
ん
事
業
の
完

成
を
機
に
指
定
産
地
品
目

の
推
進
と
共
販
体
制
の
確
立
強
化
を
は

2
 

ー

（三）

四

0
gと
需
要
開
発
米
九
九
九
〇
咋
年
の
消
費
拡
大
策
の
推
進
に
最

大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る
も
の
と
し
、
水
田
農
業
確
立
対
策
の
た

め
の
稲
作
、
転
作
を
通
ず
る
生
産
性
の
向
上
、
土
地
利
用
の
合
理

化
、
転
作
モ
デ
ル
団
地
設
定
を
推
進
す
る
。

農
業
生
産
体
制
の
整
備

か
り
な
が
ら
、
畑
か
ん
営
農
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
施
設
野
菜
の

積
極
的
な
拡
大
と
水
利
用
効
果
の
あ
る
振
興
作
目
（
カ
ボ
チ
ャ
、

青
果
用
甘
藷
、

キ
ュ
ウ
リ
、
レ
タ
ス
、
ア
ス
パ
ラ
な
ど
）
の
推
進

を
図
る
。

そ
の
施
策
と
し
て
、
台
地
ご
と
の
十
三
塚
原
畑
か
ん
営
農
推
進

協
議
会
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
特
に
野
菜
振
興
会
の
部
会

ご
と
の
話
し
合
い
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
、
販

売
、
流
通
な
ど
と
の
対
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

青
果
用
廿
藷

畑
作
農
業
を
支
え
る
甘
藷
を
原
料
と
す
る

「
で
ん
ぷ
ん
」
が
輸

入
自
由
化
を
求
め
る
関
税
貿
易
一
般
協
定
（
ガ
ッ
ト
）
理
事
会
で

は
、
撤
廃
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
と
り
あ
え
ず
窮
地
を
脱
し
た

格
好
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
も
自
由
化
の
嵐
の
中
で
不
安
は

な
か
な
か
消
え
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
自
由
化
を
迎
え
う
つ
自
立
態
勢
を
早
く
整

え
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
で
ん
ぷ
ん
に
代
わ
る
町

の
振
興
作
目
と

し
て
、

青
果
用
甘
藷
二
〇
屁
を
目
標
に
推
進
し
、
輪
作
体
系
と
あ

わ
せ
、
規
模
拡
大
、
優
良
品
種
の
普
及
、
バ
イ
オ
技
術
の
導
入
な

ど
に
よ
り
、
生
産
性
の
向
上
コ
ス
ト
引
き
下
げ
の
自
助
努
力
で
産

地
銘
柄
確
立
に
努
め
る
。

3
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恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
生
か
し
た
生
産
性
の
高
い
一
番
茶
の
安

定
生
産
を
は
か
る
た
め
、
防
霜
施
設
の
整
備
普
及
、
土
づ
く
り
を

推
進
し
、
適
期
摘
採
に
よ
る
品
質
の
向
上
と
収
益
性
の
向
上
を
図

り
生
産
安
定
に
努
め
る
。
ま
た
大
型
機
械
に
よ
る
共
同
化
を
進

め
、
作
業
の
省
力
化
、
コ
ス
ト
低
減
を
図
り
な
が
ら
、
平
成
二
年

二
五
五
註
を
目
標
と
し
、
年
一
〇
ゥ
”
の
面
積
拡
大
に
努
め
る
。

名
実
と
も
に
郡
内

一
の
面
積
と
生
産
額
を
誇
る
安
定
し
た
作
目

と
し
て
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。
近
年
、
消
費
停
滞
に
よ
る
在
庫

増
、
外
国
産
の
輸
入
攻
勢
に
伴
い
今
後
面
積
拡
大
が
期
待
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
、
適
正
収
量
の
も
と
で
の
品
質
向
上
と
共
同
育

苗
、
共
同
乾
燥
施
設
の
高
度
利
用
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
で
「
み
ぞ

べ
た
ば
こ
」
と
し
て
の
産
地
化
を
図
る
。

果
樹

ミ
カ
ソ
は
、
全
国
的
な
生
産
過
剰
の
な
か
生
産
者
の
意
欲
が
減

退
し
て
い
る
が
、
今
後
は
「
う
ん
し

ゅ
う
み
か
ん
」
転
換
事
業
の

導
入
に
よ
り
、
奨
励
品
種
へ
の
転
換
を
図
る
。
ブ
ド
ウ
は
、
品
質

並
び
に
生
産
性
の
向
上
に
努
め
、
観
光
ブ
ド
ゥ
と
し
て
の
位
置
づ

け
と
、
ブ
ド
ウ
ジ
ュ
ー
ス
、
プ
ド
ウ
ワ
イ
ン
の
試
作
に
も
稽
極
的

6
 

5

た
ば
こ

4

茶

に
取
り
組
み
、
消
費
拡
大
に
努
め
た
い
。
ま
た
ナ
シ
、
リ
ン
ゴ
に

つ
い
て
も
品
質
的
に
も
優
れ
評
価
も
高
い
の
で
、
ブ
ド
ゥ
と
連
携

し
た
規
模
拡
大
と
観
光
農
業
と
し
て
の
産
地
化
を
図
る
。

7

花
き

大

・
小
輪
ギ

ク
を
主
体
と

し
た
露
地
切
花
と
枝
も
の
、
苗
木
な

ど
の
切
花
が
中
心
で
あ
り
、
今
後
と
も
花
き
類
の
需
要
は
国
民
生

活
の
向
上
、
生
活
様
式
の
多
様
化
に
よ
り
増
加
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
今
後
は
、
気
象
条
件
を
生
か
し
た
栽
培
技
術
の
向
上
と
、

新
品
種
の
母
株
導
入
に
よ
り
、
市
場
性
、
普
及
性
な
ど
情
報
を
適

格
に
把
握
し
、
生
産
性
の
向
上
を
図
る
。

8

簑
蚕

最
近
の
養
蚕
は
、
絹
消
費
の
低
迷
や
生
糸
の
在
庫
量
増
な
ど
か

ら
基
準
価
格
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
、

養
蚕
経
営
は
厳
し
い
環
境

に
あ
る
。
今
後
は
、
立
派
な
繭
を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
あ
る
が
、
コ
ス
ト
低
減
に
努
め
、
安
定
し
た
養
蚕
農
家
を
育

成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
飼
育
施
設
の
整
備
や
病
害
虫
防
除

の
徹
底
を
図
り
、
生
産
性
を
高
め
な
が
ら
他
作
物
と
の
複
合
化
を

進
め
、
経
営
の
効
率
化
を
は
か
る
。
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⑮

農

業

機
械
銀
行
の
効
率
的
利
用

本
町
農
業
の
発
展
を
図
る
た
め
に

は
、
地
域
農
業
振
興
の
中

核
者
と
し
て
優
れ
た
農
業
担
い
手
や
農
業
後
継
者
を
育
成
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
青
壮
年
を
中
心
に
、
今
後
は
情

報
を
的
確
に
つ
か
み
経
営
で
き
る
農
業
経
営
者
づ
く

り
に
努
め

る。
そ
の
施
策
と
し
て
、
地
域
内
の
学
校
と
の
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
子
供
た
ち
に
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
農
業
に
対
す
る
理
解
、

認
識
を
深
め
る
こ
と
と
、
U
タ
ー
ソ
者
を
含
む
農
業
後
継
者
や
農

業
者
の
研
修
会
の
開
催
な
ど
自
主
的
な
集
団
活
動
を
進
め
、
今
後

生
産
性
の
高
い
農
業
経
営
を
確
立
す
る
た
め
の
体
制
を
強

化

す

る。
近
年
、
大
型
化
す
る
機
械
利
用
の
な
か
で
、
過
剰
投
資
に
よ
る

経
営
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
経
営
規
模
に
応
じ
た
機
械
の
導
入

と
、
今
後
は
機
械
銀
行
を
稼
極
的
に
活
用
し
、
農
作
業
の
受
委
託

を
行
い
機
械
の
効
率
利
用
を
図
る
。

四
農
業
生
産
の
担
い
手
育
成

最
近
の
畜
産
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
は
、
円
高
に
よ
る
配
合
飼
料
な

ど
生
産
資
材
価
格
の
低
下
や
金
利
引
き
下
げ
な
ど
を
も
た
ら
す
一

方
、
輸
入
牛
肉
枠
の
拡
大
、
自
由
化

へ
の
要
請
な
ど
が
強
ま
り
、

生
産
物
価
格
の
低
迷
を
誘
い
販
売
競
争
は
ま
す
ま
す
激
化
の
傾
向

に
あ
る
。
そ
こ
で
今
後
の
目
標
と
し
て
、
肉
質
、
乳
質
の
改
善
、

合
理
的
な
粗
飼
料
生
産
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
節
減
を
図
り
、
さ
ら

に
他
作
物
と
の
複
合
化
を
進
め
な
が
ら
安
定
し
た
経
営
を
確
立
す

る
必
要
が
あ
る
。

肉
用
牛
の
振
興
対
策
と
し
て
は
、
国
県
が
実
施
し
て
い
る
農
協

有
牛
導
入
事
業
、
特
別
導
入
事
業
と
あ
わ
せ
、
各
種
補
助
事
業
を

積
極
的
に
活
用
し
、
子
畜
生
産
の
増
頭
を
図
り
、
仔
牛
の
資
質
向

上
と
斉
一

化
を
図
る
た
め
適
正
交
配
の
推
進
に
努
め
る
。
な
お
肥

育
に
つ
い
て
も
農
協
が
行
う
奨
励
事
業
を
推
進
し
、
地
域
内

一
貫

経
営
体
制
を
確
立
す
る
。

酪
農
対
策
と
し
て
は
、
需
要
に
見
合
っ
た
計
画
生
産
を
推
進

し
、
酪
農
経
営
の
体
質
強
化
と
肉
資
源
拡
大
に
資
す
る
た
め
、
低

能
力
牛
、
不
受
胎
牛
、
乳
用
雄
仔
牛
の
肥
育
な
ど
を
取
り
組
ん
た

乳
肉
複
合
経
営
を
推
進
す
る
。
ま
た
国
県
が
現
在
計
画
中
で
あ
る

因
畜
産
振
興
計
画
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本
町
に
お
い
て
も
、

い
ち
早
く
町
の
体
制
を
確
立
し
、
説
明
会

乳
用
牛
に
肉
専
用
雄
牛
を
交
配
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
ど
の
新
技

術
を
躯
使
し
た
新
生
産
方
式
の
導
入
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

養
豚
対
策
と
し
て
は
、
需
要
に
即
し
た
計
画
生
産
を
進
め
な
が

ら
経
営
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
一
貫
生
産
体
制
を
確
立
す
る
と

と
も
に
、
飼
蓑
管
理
技
術
の
改
善
を
図
り
、
肉
質
の
向
上
の
た
め

産
肉
能
力
検
定
に
合
格
し
た
種
豚
の
導
入
に
努
め
る
。

農
村
振
興
運
動

ぬ
く
も
り
に
満
ち
た
村
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

昭
和
五
十
二
年
、
鎌
田
要
人
知
事
は
就
任
と
同
時
に

「畔
道
の

声
を
積
み
上
げ
、
豊
か
で
ぬ
く
も
り
に
滴
ち
た
農
村
社
会
づ
く

り
」
を
目
標
に
「
自
立
、
自
興
」
の
県
民
運
動
を
提
唱
し
た
。
そ

し
て
昭
和
五
十
二
年
か
ら
五
十
八
年
を
第
一
期
対
策
と
し
て
、
話

し
合
い
活
動
を
通
じ
、
優
秀
な
集
落
を
拠
点
と
し
て
課
題
を
設
定

し
、
実
践
し
て
い
く
活
動
を
進
め
、
五
十
九
年
か
ら
第
二
期
対
策

と
し
て
、
拠
点
集
落
を
軸
と
し
て
活
動
の
輪
を
広
げ
、
地
域
、
地

区
全
体
で
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
活
動
が
展
開
さ
れ

こ。t
 

集
落
や
農
業
の
実
態
、
人
口
な
ど
現
状
を
分
析
し
、
皆
で
取
り

②
 

を
重
ね
た
結
果
、
「
新
し
い
村
づ
く
り
は
、
ま
ず
話
し
合
い
運
動

か
ら
」
と
、
各
集
落
ご
と
に
話
し
合
い
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
い

ろ
い
ろ
な
課
題
が
出
さ
れ
た
。

①
農
業
に
つ
い
て
11
農
地
の
貸
し
借
り
、
遊
休
地
の
活
用
、

基
盤
幣
備
、
機
械
施
設
の
共
同
利
用
、
反
収
の
引
き
上
げ
、
地

力
増
強
、
農
作
業
の
受
委
託
、
共
販
、
貯
蓄
の
推
進
、
後
継
者

育
成
な
ど
。

く
ら
し
と
生
活
に
つ
い
て
11
農
作
業
と
健
康
、
生
活
改

善
（
衣

・
食

・
住
）
、
花
嫁
対
策
な
ど
。

③
環
境
整
備
と
共
同
作
業
に
つ
い
て
11
集
落
内
の
道
路
、

排
水
施
設
整
備
、
運
動
広
場
の
設
置
、
ま
つ
り
や
郷
土
芸
能
の

保
存
、
復
活
な
ど

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
具
体
的
に
話
し
合
っ
た
結
果
、

①
自
分
達
の
集
落
で
、
自
ら
知
恵
を
出
し
合
い
、
協
力
し
、

解
決
で
き
る
も
の
は
何
か
。

②
役
場
や
農
協
、
県
な
ど
の
力
を
借
り
ね
ば
解
決
で
き
な
い

も
の
は
何
か
。

な
ど
に
整
理
し
、

「村
づ
く
り
方
策
」
が
策
定
さ
れ
た
。
村
づ

く
り
方
策
に
は
、
集
落
の
夢
を
託
し
た
ス
ロ
ー
カ
ン
を
掲
げ
、

165 



第1章 農業振興基本方針

会
施
設
(
+
三
塚
）

1
1
木
造
平
屋
一

0
0平
方
屈

組
み
や
す
い
も
の
か
ら
実
践
す
る
体
制
が
取
ら
れ
た
。
特
に
、

丹
生
附
拠
点
集
落
は
、
そ
の
活
動
実
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
五

十
五
年
度
鹿
児
島
県
農
村
振
興
大
会
で
、
県
知
事
表
彰
の
栄
に

輝
い
た
。

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

▽
丹
生
附
水
田
ほ
場
整
備
（
昭
和
五
十
五
年
）

11
事
業
量
五

・

-
1
7り
、
事
業
費
一

四
0
0万
円
。
▽
木
場
水
田
ほ
場
整
備
（
昭

和
五
十
八
年
）

1
1
事
業
量
五
・
六
八
17り
、
事
業
費
五

0
一
八
万

八
0
0
0
円
。
▽
集
会
施
設
の
改
修
（
昭
和
五
十
六
年
）

1
1
事

業
量
木
造
七
0
•
四
平
方
屈
、
事
業
費
四
五
0
万
円
。
▽
そ
の

他
1
1
共
同
墓
地
、
運
動
広
場
、
上
水
道
の
水
源
改
修
、
テ
レ
ビ

共
同
ア
ン
テ
ナ
設
置
、
無
人
販
売
所
設
置

ま
た
、
石
峯
地
区
も
、
昭
和
六
十
一
年
度
県
知
事
賞
を
受
賞

し
た
。
主
な
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

▽
共
同
堆
肥
舎
（
昭
和
五
十
九
年
度
）
11
事
業
費
一
四
二
六
万
円

（
木
造
平
屋
）
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
一
台
▽
集
落
排
水
路
▽
集
会

施
設
（
昭
和
六
十
年
度
）

1
1

（
木
造
平
屋
一
七
七
平
方
訳
）
、

事
業
費
一
〇
九
一
一
万
六

0
0
0円
▽
乗
用
茶
摘
採
機

・
乗
用
防

除
機
各
一
台
（
昭
和
六
十
年
度
）
事
業
費
五
三

0
万
円
。
▽
集
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埜

本

課

題

第
二
章

農
業
の
動
態

本
県
の
産
業
は
、
農
業
と
林
業
を
基
盤
と
し
て
発
展
し
て
き
た

が
、
最
近
の
農
業
情
勢
は
き
わ
め
て
き
び
し
い
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
特
に
農
産
物
の
輸
入
枠
拡
大
問
題
、
農
業
就
業
者
の
老
齢
化

に
よ
る
後
継
者
問
題
、
農
業
生
産
物
の
過
剰
化
に
よ
る
価
格
低
下

問
題
等
困
難
な
問
題
が
多
い
。
本
町
に
お
い
て
も
例
外
で
な
く
、

就
農
者
の
高
齢
化
、
混
住
化
社
会
に
お
け
る
連
帯
感
の
希
薄
化
な

ど
、
地
域
農
業
に
あ
た
え
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
き
て
い
る
。
特

に
米
の
減
反
政
策
は
生
産
意
欲
に
大
き
な
影
磐
を
与
え
た
が
、

幸

い
本
町
の
農
業
は
畑
作
中
心
の
農
業
が
主
体
で
あ
り
、
水
稲
生
産

の
ほ
と
ん
ど
が
自
家
用
米
と
な
っ
て
お
り
、
阪
売
用
は
一
八
貯
程

度
に
す
き
な
い
の
で
、
水
稲
作
中
心
の
他
町
村
ほ
ど
の
影
響
は
あ

ら
わ
れ
て
い
な
い
。

本
町
の
農
業
の
重
点
作
目
と
し
て
は
、
茶
、
野
菜
、
肉
用
牛、

た
ば
こ
、
果
樹
、
水
稲
で
あ
る
が
、
鹿
児
島
空
港
お
よ
び
九
州
縦

貫
自
動
車
道
か
設
置
さ
れ
る
と
き
、
空
港
用
地
と
し
て
約
―
二
九

は
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
用
地
と
し
て
約
九
〇
ゥ
”
の
土
地
を
提
供

し
た
た
め
、
農
業
経
営
に
も
多
大
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
た
め
昭
和
四
十
九
年
か
ら
県
営
十
一
＿
一
塚
原
畑
地
帯
総
合

土
地
改
良
事
業
を
実
施
中
で
あ
る
。
竹
子
原
に
つ
い
て
も
均
衡
あ

る
農
業
振
興
の
う
え
か
ら
、
県
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
を

昭
和
五
十
六
年
か
ら
実
施
し
、
十
三
塚
原
と
ほ
ぽ
同
時
に
完
成
さ

せ
る
べ
く
推
進
中
で
あ
る
。
こ
れ
が
計
画
ど
お
り
実

施
さ

れ
る

と
、
本
町
の
畑
地
の
基
盤
整
備
は
ほ
と
ん
ど
整
備
を
終
わ
り
、
高

い
生
産
性
の
畑
作
農
業
経
営
が
実
現
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

従
来
、
純
農
村
と
し
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
第
一
次
産
業
に
従
事

し
て
い
た
が
、
育
成
作
目
の
生
産
過
剰
と
価
格
の
不
安
定
、
他
産

業
と
の
所
得
格
差
な
ど
の
社
会
的
情
勢
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
鹿

児
島
空
港
の
建
設
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
お
よ
び
溝
辺
空
港
イ
ソ

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
の
設
置
時
に
お
け
る
建
設
就
労
機
会
の
増

大
、
空
港
開
設
後
の
サ
ー
ビ
ス
業
就
労
機
会
の
増
大
な
ど
と
生
活

様
式
の
変
化
な
ど
に
よ
り
産
業
構
造
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
た
。
以
上

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
十
五
年
の
農
家
戸
数

は、

ニ
ニ
七
四
戸
で
、
総
世
帯
数

一
八
九
三
戸
の
七

ニ
・
六
貯
で

あ

っ
た
が
、
昭
和
五
十
年
は

―
二

八
六
戸
（
六

ニ

・
七
町）
、
昭
和
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五
十
五
年
は
ご
一
0
五
戸
（
四
五

•

五
町
）
、
昭
和
六
十
年
に
は
一

一
七
―
―
―
戸
（
四
―
•

五
貯
）
と
な
り
、
世
帯
数
の
増
加
に
反
比
例

し
て
減
少
し
て
い
る
。

本
町
の
産
業
構
造
の
変
化
を
総
体
的
に
み
る
と
第
53
表
の
よ
う

に
昭
和
四
十
五
年
に
は
第
一
次
産
業
七
一

・
八
貯
、
第
二
次
産
業

―
―
•

三
貯
、
第
三
次
産
業

一
六
・

九
宕
で
あ
り

、

前
述
の
と
お

り
第
一
次
産
業
が
そ
の
主
体
を
な
し
て
い
た
が
、
空
港
建
設
な
ど

の
開
始
、
さ
ら
に
以
後
の
昭
和
五
十
年
に
は
、
第
一
次
産
業
が
四

八
・
七
貯
と
大
き
く
後
退
し
、
第
三
次
産
業
が
三
七

・
一
貯
と
増

加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
五
年
、
昭
和
六
十
年
と
こ
の
傾

向
は
顕
著
に
な
り
、
昭
和
六
十
年
に
は
、
第

一
次
産
業
は
三
一

・

九
貯
と
全
体
の
約
一
二
分
の
一
に
減
少
し
、
第
二
次
産
業
は
一
九

・

八
町
と
や
や
増
加
し
、
第
三
次
産
業
に
お
い
て
は
四
八

・
―――宕

と
、
昭
和
四
十
五
年
当
時
に
比
べ
三
一

•

四
貯
も
大
き
く
進
展

し
、
産
業
別
構
造
の
大
半
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
兼
業
農
家
の
増
大
と
空
港
開
港
に
よ
る
運
輸
、
通

信
、
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
就
労
の
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
第
一
次
産
業
に
お
い
て
は
減
少
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
的
農
家
形
態
の
農
業
に
移
行
し
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

工
業
、
商
業
に
つ
い
て
も
、
空
港
開
港
以
来
交
通
網
の
整
備
に

合
わ
せ
、
活
動
が
活
発
化
し
て
き
て
い
る
。

就
業
構
造
の
動
向

第
54
表
の
よ
う
に
本
町
の
就
業
人
口
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
は

総
数
一一一六―――――一
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
第
一
次
産
業
就
業
者
数

ぱ
二
六

0
八
人
で
、
七
一

・
八
貯
と
大
半
を
占
め
て
お
り
、
そ
の

う
ち
農
業
就
業
者
は
二
五

七
三
人
（
全
体
就
業
者
数
の
七
0

•

八

貯
）
と
第
一
次
産
業
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。
第
二
次
産
業

の
就
業
者
数
は
四
―
一
人
(
-
―
•

四
町
）、

第
三
次
産
業
の
就
業

者
数
は
六
一
四
人
(
-
六

・
九
貯
）
と

い
ず
れ
も
第
一
次
産
業
に

比
べ
て
き
わ
め
て
低
い
就
業
率
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
昭
和
四
十
五
年
の
就
業
人
口
は
、
第
一
次
産
業
が

第
一
位
と
な
っ
て
お
り
、
次
い
で
第
三
次
産
業
、
第
二
次
産
業
の

順
と
な

っ
て
い
た
。

し
か
し
、
昭
和
四
十
七
年
空
港
の
開
港
、
昭

和
五
十
一

年
九
州
縦
貫
自
動
車
道
溝
辺
空
港
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ソ
ジ

の
供
用
開
始
な
ど
に
よ
り
、
本
町
の
産
業
構
造
は
大
き
く
変

化

し
、
就
業
人
口
も
次
第
に
増
加
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
の
三
六
―
―
―

三
人
が
、
昭
和
五
十
年―――
九
五
六
人
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
四
〇
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出
稼
ぎ
が
減
少
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

部第 産 業 編

四
一
人
と
な
り
、
昭
和
六
十
年
に
は
四
二
九

一
人
と
、
昭
和
四
十

五
年
に
比
べ
六
五
八
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
産
業
別
就
業
人
口

の
構
成

（第
53
表
）
も
第
一

次
産
業

の
就
業
人

口
が
次
第
に
減
少
し
、
昭
和
六
十
年
に
は
昭
和
四
十
五

年
の
約
半
分
の
ニ
―
―
七

0
人
と
な
り
、
構
成
比
も
昭
和
四
十
五
年

の
七

一
・
八
貯
か
ら
三一

・
九
貯
へ
と
大
き
く
減
退
し
た
。

こ
れ
に
反
し
第
三
次
産
業
の
就
業
人
口

は
昭
和
四
十
五
年
の
六

一
四
人
か
ら
、
昭
和
六
十
年
に
は
二

0
七
0
人
と
飛
躍
的
に
増
大

し
、
構
成
比
も
昭
和
四
十
五
年
の

一
六

・
九
宕
か
ら
、
四
八

・
―――

岩
と
大
き
く
伸
び
て
い

る
。
第
二
次
産
業
も
、
第
三
次
産
業
の
進

展
に
関
連
し
、
就
業
人
口
も
昭
和
四
十
五
年
の
四

―一

人
か
ら
、

昭
和
六
十
年
に
は

八
五

一
人
と
な
り
、
構
成
比
も
一

―
.
―――町か

ら

一
九
・

八
宕
と
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
本
町
の
産
業
別
就
業
人
口

は
第
三
次
産
業
か
第

一

位
と
な
り
、
次
い
で
第

一
次
産
業
、
第
二
次
産
業
の
順
と
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
農
外
就
業
の
場
が
増
大
し
た
こ
と
か
ら
、
安

定
収
入
の
得
ら
れ
る
他
産
業
へ
移
行
し
た
こ
と
、
婦
女
子
の
就
業

機
会
の
増
大
及
び
町
内
で
就
業
の
場
が
得
ら
れ
る
た
め
町
外
へ
の

第53表 産業 別人口の動向

昭和45針昭 和 50 年昭和 55 年 i昭和 60 年 1
分

実数 1実数！増減i実数 1増減 1実数 ！増減 ；
就業人口 3.633人 3,956人 314人 4,041人 94人 4,291人 250人
数
比 率 ]00% 100% 8 6% 100% 2. 4% 100% 6. 2% 

就業人口 2,608人 1.927人1△ 690人 1,621人1△ 297人 1.370人△ 251人
第 1次産業
比率 71.8% 48. 7%1△ 26. 5% 40. 1%△ 15. 5% 31. 9%△ 15.5% 

就業人口 411人 561人 150人 691人 13( 

I I 

第2次産業 I I 
比率I11. 3% 14. 2% 36. 5% 11. 1% 23. 

第 3次産業 I 
I 

I 
就業人口 614人 1,468人 854人],729人 261人 d

比 率 16.9% 37. 1% 139.1% 42. 8% 17. 8% 
I I 

区

総

）人 851人

2% 19.8% 

~. 070人

48.3路
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第 3部 産 業 編

第13図 産業別就業人口の推移

第 1次産業

昭・45
3,633人

農
家
人
口
は
、
昭
和
四
十
五
年
五
六
四
九
人
で
あ
っ
た
が
、
昭

和
五
十
年
四
八
九
五
人
、
昭
和
五
十
五
年
四
五
二
八
人
、
昭
和
六

十
年
四

ニ
ニ
四
人
と
減
少
し
、
昭
和
四
十
五
年
に
比
ベ

一
四
二
五

人
も
減
少
し
て
い
る
。
男
女
別
で
は
昭
和
四
十
五
年
男
二
七
八
八

人
（
四
九
•
四
貯
）
、
女
二
八
六
一
人
（
五0
•
六
町
）
で
あ
っ
た

が
、
昭
和
六
十
年
に
は
男
―

-
0六
三
人
（
四
八
・
八
町
）
、
女
―
二

六
一
人
（
五
一

・
ニ
宕
）
と
、
ほ
ぽ
同
比
率
で
減
少
し
て
い
る
。

年
齢
階
層
別
で
み
る
と
、
幼
年
層
と
青
年
層
の
減
少
が
目
立
っ

て
い
る
。

0
歳
か
ら
一
四
歳
の
階
層
で
は
昭
和
四
十
五
年
の
一
五

五
五
人
か
ら
、
昭
和
六
十
年
に
は
六
七
三
人
と
な
り
、
五
六
・
七

貯
の
大
幅
減
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
一
五
歳
か
ら
一
九
歳
ま
で
は
、
昭
和
四
十
五
年
の
四
九
―
―

人
が
昭
和
六
十
年
に
は
二
五
七
人
と
な
り
、
二

0
歳
か
ら
三
九
歳

の
青
年
層
も
、
昭
和
四
十
五
年
の
―
二
九
四
人
が
昭
和
六
十
年
に

は
八
六
五
人
と
減
少
し
た
。
こ
の
結
果
、
四

0
歳
以
上
と
四

0
歳

未
満
の
構
成
比
は
、
昭
和
四
十
五
年
で
は
四

O・
九
貯
対
五
九
・

一
町
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
六
十
年
に
は
五
七
•
五
宕
対
四
二
•
五

農

家

人

口
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年度別

昭 男

女
45 
計

昭 男

女
50 
計

昭 男

女
55 
計

昭 男

女
60 
計

第 2章 農業の動態

貯となり逆転する結果となった。このことは六0歳以上

の老年層の人口が昭和四十五年の八四四人から昭和六十

年には一0二四人と増加したのに、壮年層人口は、昭和

四十五年の一四六四人が昭和六十年で一四0五人とあま

り増減せず推移していることでわかるように、農家の高

齢化が進んでいる。

第55表 就業状態 別世 帯員数

116帯歳以上の世 自家嬰業だけ

員総数 に従事した人

人 ％ >%1. 896 100 8 44. 9 

2,018 100 1 3 67. 2 

3,914 100 2, 2 56. 4 

1. 822 100 

714位I' 54 i 叶7 1. 915 100 1,070 5. 

3,737 100 1, 784 7. 

l,79~6' I 100' 
"l 8 ' 1. 86 100I , 1. 006 . 9 

3. 65 100 1,762 .2 

1. 707 100 742 43.5 

], 777 100 933 52.5 

3,484 1001 1,675 48.1 

自家農従業 とその他の仕事
に 事 した人 その他の仕 仕事に従

自家農家が ＼その他の仕
事だけに従 事しなか

主な 人 事が主な人
事した人 っ た人

人II % 人I"I 人 ％ 人 ％ 
37419. 8 412 21. 7 63 3.3 195 10.3 

193 I 9. 6 152 7. 5 75 3. 7 242 12.0 

56714. 5 56414. 4 138 3. 5 4371 l. 2 

235 12.9 

146 7.6 

381 10.2 

105 5.9 

69 3. 7 

174 4.8 

108 6.3 

49 2.8 

157 4.5 

614 
33.8 7,I I ' 69 3.8 190 10. 4 360 18. 871 I 4. 5 252 13.2 

974 26. 156 I 4. 2 442 11. 8 

614 34.3 
101:11 5.6 

21512.0 

333 17.8 13 7. 5 31817.1 

947 25.9 24 6. 5 533I 14. 6 

622＇ ' 36.4 71 4. 2 164 9.6 

365I 2208 . 5 143 8.0 287 16.2 

987 I . 3 214 6. 1 451 13.0 

（資料：農林業センサス）
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塁業従事者数及び基幹的盟業従事者
数の推移

人
4,000 

3 ,000 

2 .000 

I .000 

四

就

業

構

造

昭． 
45 
昭． 
50 

農
業
就
業
状
態
を
み
る
と
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
一
六
歳
以
上

の
世
帯
員
数
三
九
一
四
人
の
う
ち
、
農
業
就
業
者
は
一
＿
―
-
―
-
三
九
人

で
八
五
•

三
貯
を
占
め
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
年
は
三
七
―
―
―
七
人

の
う
ち
三
一
三
九
人
（
八
四
町
）
、
昭
和
五
十
五
年
は
一
＝
六
五
六
人

の
う
ち
二
八
八
三
人
（
七
八

・
九
町
）
、
昭
和
六
十
年
は
三
四
八
四

人
の
う
ち
二
八
一
九
人
（
八

0
・
九
貯
）
と
な
り
、
昭
和
四
十
五

年
対
比
で
五
二

0
人

(
-
五

・
六
貯
）
の
減
少
と
な
っ
た
。

[
者

人8

4

9

 

事
者

8
 

畔
事

I
 

A
l

贔飼農

8
 
8
 

た＂

基

讀,E 

]
 

ハ、＂

]
 

繋

――

毘

昭． 
55 
昭
60 

五

農
家
構
成
の
動
向

本
町
の
農
家
一
戸
数
は
、
第
15
図
の
よ
う
に
昭
和
四
十
五
年
に
は

ニ――
七
四
戸
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
は

―
二

八
六
戸
、
昭

和
五
十
五
年
に
は

一―

1
0
五
戸
、
昭
和
六
十
年

―一

七
三
戸
と
経

年
的
に
減
少
し
、
昭
和
六
十
年
で
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
比
ベ
ニ

0
二
戸
(
-
四
・
六
町
）
も
減
少
し
た
。
こ
れ
に
反
し
て
総
世
帯

数
は
、
昭
和
四
十
五
年
の
一
八
九
一
二
戸
か
ら
、
昭
和
五
十
年
二

0

五
四
戸
、
昭
和
五
十
五
年
二
六
四
九
戸
、
昭
和
六
十
年
二
八
二
九

戸
と
増
加
し
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
農
家
構
成
比
は
、
昭
和
四
十
五
年
で
は
七

ニ

・
六

町
と
高
い
が
、
昭
和
五
十
年
は

六
ニ

・
六
貯
、
昭
和
五
十
五
年
四

五
•
五
貯
と
、
つ
い
に
五
0
貯
台
を
割
り
込
み
、
昭
和
六
十
年
に

は
四

―
•
五
町
ま
で
減
少
し
た

。

一
方
、
専
、
兼
業
別
農
家
の
推
移
で
は
、
農
家
戸
数
が
減
少
し

て
い
る
中
で
も
、
特
に
第
一
種
兼
業
農
家
の
減
少
が
著
し
い
。
専

業
農
家
は
、
昭
和
四
十
五
年
の
五
一

九
戸
か
ら
、
昭
和
五
十
年
に

は
三
九
七
戸
と
な
っ
た
が
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
四
一
八
戸
と
増

加
し
た
。
し
か
し
昭
和
六
十
年
に
は
三
八
四
戸
で
、
昭
和
五
十
五
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第2章 農業の動態

の 推 移

戸数

45年厄．

年
よ
り
三
四
戸
減
少
し
て
い
る
。
第
一
種
兼
業
農
家
に
つ
い
て

は
、
昭
和
四
十
五
年
五
三
八
戸
、
昭
和
五
十
年
三
九
二
戸
、
昭
和

五
十
五
年
二
四
四
戸
、
昭
和
六
十
年
二
三
二
戸
と
大
幅
に
減
少
し

た
。
第
二
種
兼
業
農
家
は
、
昭
和
四
十
五
年
＝
二
七
戸
、
昭
和
五

十
年
四
九
八
戸
、
昭
和
五
十
五
年
五
四

三
戸
と
漸
増
し
、
昭
和
六
十
年
に
は
五

五
七
戸
と
な
り
、
昭
和
四
十
五
年
に
比

1,205戸

I. 173戸

ベ
ニ
四

0
戸
の
大
幅
増
加
と
な
っ
て
い

る。
次
に
経
営
規
模
別
農
家
数
を
み
る

と

一
は
未
満
の
農
家
が
六
四

・
ニ
射

と
大
半
を
占
め
て
い
る
。
特
に

O
・――― 

厖
未
満
の
農
家
が
二
三

・
七

貯

も

あ

り
、
ま
た

0
•

五
ウ
名
以
上
一•
O
ゥ
り
未

満
の
農
家
が
二
六

•

六
町
と
本
町
農
家

経
営
の
主
体
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
に

反
し
て

□

砂
以
上
の
農
家
も
三
五

・
八

町
と
全
体
の
一
一
一
割
を
占
め
、

一
は
以
上

二
拉
未
満
の
農
家
が
二
三

・
七
貯
と
そ

の
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

全
体
を
通
じ
て
町
農
業
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
農
家
は
0

•

五

岳
木
満
の
農
家
で
あ
り
、
全
体
の
五

O
・―
―
―
貯
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
二
は
以
上
の
農
家
が
、
昭
和
四
十
五
年
の
九
戸
か
ら
、
昭
和

六
十
年
に
は
一
四
二
戸
と
大
幅
に
増
加
し
た
。
こ
の
う
ち
五
は
以

上
の
農
家
が
六
戸
も
で
ぎ
た
こ
と
は
、
特
記
す
べ
き
こ
と
で
あ

り
、
規
模
拡
大
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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芦I規模別

0.3ha未満

昭 I0.3-0.5ha 

0.3ha未満

第16図 経営規模別農家戸数の推移

100 200 300 

180戸(13.1%)

156戸(11.4%)

252戸(19.6%)

245戸(20.3%)

昭 0.3-0.Sha 163戸(13.5%)

400 500 

481戸

総戸数 1,374戸
(100%) 

419戸(32.6%)

総戸数 1,286戸
(100%) 

和 0.5-1.0ha 366戸(30.4%)

55 1.0-2.0ha : 岱：詞：菱：翠：翠：翠：翠：：::: 翠：岱：翠：望：翠：羽：翠：翠： 323戸(26.8%)
2.0-3.0ha 84戸(7.0%)

年 3.0-5.0ha

0.3ha未満

昭 I0.3-0.Sha 
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163戸(13.9%)

278戸(23.7%)

総戸数 1,205戸
(100%) 

312戸(26.6%)

278戸(23.7%) 

総戸数 1,173戸
(100%) 

（農林業七ソサス）
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本
町
の
総
面
積
は

六
四
四
五
ゥ
り
で
あ
り
、
昭
和
六
十
年
時
点
で

そ
の
六
七
貯
、
四
三一

九
ゥり
が
山
林
原
野
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

農
用
地
は

一
四
五
四
は
で
ニ
ニ

・
六
貯
、
宅
地
は

一
九
七
は
で
三

貯
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
は
四
七
五
は
、
七
•
四
町
で
あ
る

。

農
用
地

一
四
五
四
ゥ”の
内
訳
は
、
田
一＝二

四
ゥ
り
（
農
用
地
面
積

に
対
し

ニ
ニ

・
―――町
）
、
畑
八
四
八
は
（
五
八

・
―――貯
）
、
樹
園
地
ニ

五
四
ゥ
り
（
一
七
•
五
貯
）、
採草
放
牧
地
二
八
は
（
―
・

九
貯
）
と

な
っ
て
い
る
。

山
林
原
野
四
三
一
九
1
7り
の
う
ち

、

ニ
―
•
七
貯
に
あ
た
る

九
一―
―

七
お
が
国
有
林
で
あ
り
、

一
―
六
•

六
は
が
県
有
林
で
県
民
の
森

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
町
有
林
は

一
五
七
ゥ
り
で
あ
り
、
全
林

野
面
積
の
三

・
六
貯
に
す
ぎ
な
い
。
残
り
三
一
〇
八
ウ
ク
か
私
有
林

と
な
っ
て
い
る
。

法
的
規
制
の
対
象
区
域
と
し
て
は
、
農
業
振
興
地
域
五

一
三
六

ゥ”で
、
全
体
の
七
九
・
七
貯
、
保
安
林
区
域
一
-
=
―
―
ご
砂
が
あ
る
。

そ
の
他
都
市
計
画
区
域
と
し
て
ニ
ニ
ニ
八
は
の
指
定
が
あ
る
が
、

用
途
区
分
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

I-

ノ‘

土
地
利
用
の
現
状

さ
ら
に
本
町
の
土
地
利
用
に
お
い
て
特
異
な
も
の
に
、
鹿
児
島

空
港
用
地
と
九
州
縦
貫
自
動
車
道
用
地
が
あ
る
。
鹿
児
島
空
港
用

地
は
一
―
―
九
ゥ
り
で
あ
り
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
用
地
は
九
〇
ゥ
り
と

な
っ
て
い
る
。

本
町
は
、
空
港
お
よ
び
九
州
縦
貫
道
用
地
と
し
て
賓
重
な
土
地

を
提
供
し
た
。
こ
の
た
め
農
業
経
営
に
も
多
大
の
影
響
を
与
え
る

こ
と

に
な
っ

た
た
め
、
県
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
を
実
施

し
、
畑
地
か
ん
が
い
、
区
画
整
理
、
基
幹
農
道
、
農
地
保
全
な
ど

に
つ
い
て
総
合
的
に
整
備
を
進
め
て
お
り
、
区
画
整
理
済
率
は
五

〇
宕
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
反
し
水
田
は

一
部
小
規
模
事
業
で

整
備
が
な
さ
れ
た
の
み
で
あ
り
、
未
整
備
の
も
の
が
大
部
分
で
あ

る
。
本
町
は
高
屋
山
陵
及
び
上
床
山
を
結
ぶ
丘
陵
か
ら
南
部
と
北

部
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
南
部
地
域
は

シ
ラ
ス
台
地
上

の

平
坦
畑
地
帯
で
、
台
地
間
の
谷
間
に
細
長
く
、
棚
田
状
に
水
田
が

介
在
し
て
お
り
、
露
地
野
菜
、
茶
、
た
は
こ
な
ど
を
主
と
す
る
畑

作
経
営
が
行
わ
れ
、
経
営
面
積
も
北
部
に
比
べ
て
大
き
く
、
専
業

農
家
が
多
い
。
一

方
北
部
地
域
は
、
山
林
を
主
と
す
る
山
間
丘
陵

地
帯
で
、
網
掛
川
流
域
に
沿
っ
て
集
落
が
発
達
し
、
川
沿
い
に
水

田
、
平
坦
な
丘
悛
地
帯
は
畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
水
稲
を
中
心

と
し
て
畜
産
、
野
菜
、
茶
、

果
樹
な
ど
の
複
合
経
営
地
帯
と
な

っ
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な
作
目
を
選
定
し
、
生
産
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

入
に
よ
り
、
航
空
機
を
利
用
し
て
大
消
費
地
に
直
送
で
き
る
よ
う

て
い
る
。
経
営
面
積
は
南
部
に
比
べ
小
さ
い
。
特
に
北
部
地
域
で

は
傾
斜
地
が
多
い
た
め
、
宮
川
内
に
は
果
樹
が
栽
培
さ
れ
て
お

り
、
近
年
観
光
農
業
で
有
名
に
な
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
、
兼
業
化
に
伴
う
男
子
雇
用
型
の
企
業
誘
致
を
進
め

て
お
り
、
こ
の
用
地
と
し
て
久
留
味
川
に
工
業
団
地
の
造
成
を
進

め
て
お
り
、
優
良
企
業
の
進
出
が
期
待
さ
れ
る
。

山
林
は
ほ
と
ん
ど
北
部
地
域
の
長
尾
山
を
頂
点
と
し
て
分
布

し
、
造
林
地
も
多
い
が
、
若
齢
林
が
大
半
を
占
め
、
除
間
伐
な
ど

の
保
育
不
充
分
の
林
分
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

本
町
に
は
、
前
述
し
た
と
お
り
、
鹿
児
島
空
港
や
九
州
縦
貫
自

動
車
道
が
あ
る
た
め
、
農
業
団
地
の
分
断
や
通
作
不
便
、
場
所
に

よ
っ
て
は
農
地
の
孤
立
と
い
う
農
業
経
営
上
多
大
の
支
障
を
受
け

て
い
る
。
こ
の
た
め
各
種
の
事
業
に
よ
り
基
盤
整
備
を
実
施
し
、

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
農
業
上
の
支
障
を
受
け
た
反
面
、
生
産
物
の
出
荷

な
ど
に
つ
い
て
は
、

他
産
地
と
比
較
に
な
ら
ぬ
優
位
性
を
得
た
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今
後
の
農
業
と
し
て
は
、
こ
の

優
位
性
を
活
用
す
る
農
業
経
営
、
た
と
え
ば
施
設
園
芸
な
ど
の
導

第17図 ± 地 利 用 の 推 移

店用地

田 I 畑 I樹園地―1,采草放牧地 1宅 地
-・ s.m,. 、--- ---- ------- ---------,0.1%)' 歪芦年・ごニ------------ ----

昭 451 はrm:~如応:If:り給a
、9、;，:,I悶

昭 50l薗悶醤）叫(i誓
, l., 闊霊

昭 551薗悶霊）は「f但富
¥ \~\ 閤：営）

昭・60狐Ii翡鋤 t~1rtd誓

l .433.0ha 
(68.8%) 

4 .372.0ha 
(67.8%) 

1.357 .Oha 
(67.6%) 

4.319.0ha 
(67.0%) 

叫• 原ulそ の 他
・・-.、'

、ヽ上
， 

切は三：
‘’ ‘’  了可 6,4451,a,,_,%1 (100%) 

王吐！益寄
: : 
''  
~6,445ha 
{7.4%) (100%) 

（町統計咲料）
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第 2章農業の動態

第18図 各種区分

農振法区分

業

振

屁

農業振興地域区分

農用地区域区分
採1,,:放牧地

(61年3月町股業戯村脆備計画書）
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第 3部 産 業 編

。

て
い
る

七

農
業
生
産
の
動
向

第
19
図
の
よ
う
に
、
昭
和
四
十
五
年
は
農
用
地

一
四
五
七

・
七

ゥ
り
を
基
盤
と
し
た
農
業
生
産
活
動
に
よ
り
、
農
業
粗
生
産
額

一
〇

億
＝
三

0
0万
円
を
あ
げ
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
は
農
用
地
ニ
―
―

八
八
ウ
り
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
十
五
年
の
二
倍
以
上
に
あ
た
る
粗
生

産
額
三
二
億
七
一

0
0万
円
を
あ
げ
た
。
こ
の
要
因
と
な
っ
た
の

は
、
各
作
物
と
も
生
産
額
を
伸
ば
し
て
い
る
も
の
の
、
野
菜
、
畜

産
で

二
倍
、
工
芸
作
物
で
三
倍
と
大
き
く
伸
び
た
こ
と
に
起
因
し

昭
和
五
十
五
年
に
は
、
農
用
地

ニ――
八
八
IJ”

に
よ
っ
て
さ
ら
に

生
産
額
を
伸
ば
し
、

三
九
億
九

0
0万
円
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の

生
産
額
は
、
昭
和
五
十
年
の

一
・
五
倍
以
上
に
あ
た
り
、
昭
和
四

十
五
年
対
比
で
は

三

・
八
倍
と
飛
躍
的
な
進
展
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
要
因
は
、
野
菜
、
果
樹
、
工
芸
作
物
、
畜
産
の
伸
び
に
よ
る

も
の
で
、
特
に
工
芸
作
物
と
畜
産
の
伸
び
率
が
大
き
い
。

第
20
図
の
よ
う
に
、
本
町
の
昭
和
四
十
五
年
の
総
生
産
額
は

二

0
億
七
八

0
0万
円
で
、
こ
の
う
ち
第

一
次
産
業
が
六
億
九
二
〇

0
万
円
（
三
三

・
――
―
町
）
、
第
二
次
産
業
八
億
七

0
0
0
万
円
（
四

一
・
九
貯
）
、
第
三
次
産
業
五
億

一
六
0
0万
円

（二

四

・
八
宕）

第19図 農業生産の動向（粗生産額の推移）

八
産
業
別
生
産
額
と
所
得
の
動
向

百fii'l
4,000 

2,000 

昭 ・55 昭 ・60

（町経済課資料）
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で
あ
っ
た
が
、
昭
和
六
十
年
の
総
生
産
額
は
、
昭
和
四
十
五
年
の

約
七
倍
に
当
た
る

一
四
五
億
四
四

0
0万
円
と
大
き
く
増

加
し

た
。

こ

の
う
ち
第
一
次
産
業
は
一
九
億
九
0
0
万
円
（
ニ
―
-•
一

貯
）
、
第
二
次
産
業
は
二
八
億
七
八

0
0万
円

(-
九
・
八
町）
、
第

三
次
産
業
は
九
七
億
五
七

0
0万
円
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
が
、

な
か
で
も
第
三
次
産
業
は
大
き
な
伸
び
を
見
せ
て
い
る
。
第
一
次

産
業
は
生
産
額
で
は
約
三
倍
に
伸
び
た
も
の
の
、
構
成
比
は
昭
和

四
十
五
年
の
三
三
・

―
――
宕か
ら
、
昭
和
六
十
年
に
は
ニ
―
-
•

一
貯

と
低
下
し
て
い
る
。

第20図
百万円
lS,000 

産業別生産額の推移

11,000 

13,000 

12,000 

11,000 

10.000 

9,000 

8,000 

7,000 

6,000 

5,000 

凡例

~ 
llぷrn!i円

、mmrrrn

""'国j!

1ぷ3

蕊
昭・55 昭・60

（市町村民所得推計書）

ー
・

‘̀ 

＂ ・・・
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第56表 所得水準の推移

（単位：千円）

区分
1人当たり所得 1 所得水準

町県 1 国 1県=100!国=100

昭和50年 920¥ 827 1. 139 
I 80.8 111. 3 I 

55年 1.210 1, 2371 16561 100. 51 73.1 

58年 1,443 1. 429 I I 1, 848 101. 0 78.1 

農
業
の
生
産
額
も
、
昭
和
四
十
五
年
の
六
億
一
――
八
0
0万
円
か

ら
、
昭
和
六
十
年
に
は

一
七
億
円
と
伸
び
た
が
、
構
成
比
は
―
――

0
・
七
貯
か
ら
一

―
・
七
貯
に
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
、

第
三
次
産
業
の
伸
び
は
大
き
く
、
生
産
額
は
昭
和
四
十
五
年
の
約

一
九
倍
と
な
り
、
構
成
比
も
昭
和
四
十
五
年
の
二
四

・
八
貯
か

ら
、
昭
和
六
十
年
に
は
六
七

・
一
貯
と
半
分
以
上
を
占
め
る
ま
で

に
伸
び
て
い
る
。

一
人
当
た
り
の
町
民
所
得
は
、
昭
和
五
十
年
九
二
万
円
で
あ

っ

た
が
、
昭
和
五
十
五
年

に
は
―
ニ
―
万
円
と
増

加
し
、
さ
ら
に
昭
和
五

十
八
年
に
は

一
四
四
万

――
1
0
0
 0
円
と
大
き
く

伸
び
て
い
る
。

一
方
県

民

一
人
当
た
り
の
所
得

も
、
昭
和
五
十
年
の
八

二
万
七

0
00
円
が
次

第
に
増
加
し
、
昭
和
五

十
五
年
―
二

三
万
七
〇

0
0円
と
な
り
、
昭
和
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第21図 米作付面積・ 生産量・粗生産額
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額
に
し
て
四

0
万
五

0
0
0円
の
差
が
あ
る
（
第
56
表）。

祖生産額

（町経済課資料）

五
十
八
年
に
は

一
四
一
一
万
九

0
0
0円
と
伸
び
て
い
る
。
所
得
水

準
で
は
、
本
町
は
県
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
国
と
比
較

し
た
場
合
に
は
ま
だ
ま
だ
差
が
あ
り
、
七
八
・
一
町
と
低
く
、
金

本
町
の
畜
産
の
沿
革
に
つ
い
て
は

「
初
版
」

降
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
農
業
の
母
体
を
な
す
畜
産
は
鹿
児

島
県
が
全
国

一
の
畜
産
県
で
あ
る
と
同
時
に
、
本
町
で
も
畑
地
帯

と
い
う
特
性
を
生
か
し
て
極
め
て
熱
心
に
推
進
さ
れ
て
ぎ
た
。
し

か
し
時
代
の
変
遜
、
特
に
酪
農
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
七
年
新
鹿

児
島
空
港
建
設
と
前
後
し
て
生
産
地
帯
が
移
動
の
や
む
な
き
に
至

り
、
全
体
と
し
て
は
資
質
は
改
良
さ
れ
、
経
営
改
善
も
積
極
的
に

は
か
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
生
産
、
肥
育
に
つ
い
て
は
一
進
一
退
の

状
況
に
あ
る
。
そ
の
推
移
に
つ
い
て
は
第
57
表
の
と
お
り
で
あ

る。

日

畜

産

（
一
九
四
ペ
ー
ジ
以
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第 2章 農業の動態

第57表 生 産 と 市 場 の 状 況

区 ~泌 I俎用牛 1 乳
牛 豚

分 贔喜生産額 l平均価格頭数 1乳 景 生産額見産額悶I生産額平均価格
千円 円 kg 千円 I i 千円 円

46 1,033 111, 889 103, 314 200 560000 54,880 3, 329 34, 355 10, 994 

47 985 139, 126 141, 244 285 798000 78,204 4,263 54,427 14,024 

48 951 278,374 292, 717 335 938000 91,924 4,736 60,867 14,342 

49 927 222,939 240,495 353 994700 97,829 4,335 
67,0901I 17,151 

50 983 182,635 185,793 202 909000'100, 555 5,860 181. 660 31. 000 

51 1. 107 244,521 220,886 300 1120000 134,482 6,790 188,083 27,700 

52 1. 002 240,558 240,077 351 1348000 166,957 9,800 263, 620 26, 900 

53 951 219,522 230,832 340 1621800 186,915 9,717 223,491 23,000 

54 945 295,350 312,539 442 1932000 237,888 12,944 214,200 16,548 

55 990 351,828 355,381 405 1822500 226,321 10,545 231,990 22,000 

56 1. 069 352,652 329,889 404 1818000 226,160 6,000 165,473 27,579 

57 1,171 328,855 280,832 402 1809000 237,401 8,500 241,536 28,416 

58 1,255 292,758 233,273 316 1580000 209,800 7.820 206,505 26,413 

59 1,276 303,149 237,577 320 1600000 211,600 8,245 197,880 24,000 

60 1. 260 357,107 283,418 335 1675000 214,800 10,302 206,040 20,000 

61 1,171 405,000 345,858 320 1640000 239,000 9,009 202,150 22,440 

62 1. 230 467, 400 380, 000 320 1650000 236,700 9,500 209,000 22,000 
I 

昭 昭 昭 昭 昭 昭 年
62 59 58 56 55 54 度

優^秀最彗用肉,父, 最^優翌琴肉用牛堕 最^俊翌汀松用牛竺1ー第部^即ホルスク

＾父へ肉＾＾肉 種

最悛秀賞、J 系 優秀最賞ツ 用牛育 典林大 最優秀賞、用牛父
群種臣系

部畠 高 賞ヽ 群

尉、-
等

進
会 別

丸花中山 中 田 山 馬菊重堀田堀重菊 氏
玉 ノ ノ

山堂利下 山 村 下 場浦森内佃内森浦

重光春休 春 久明 泰 行明
丘/' 

記香夫衛 盈 元 季 美治 忍暢己暢雄治 名

〔県
畜
産
共
進
会
入
賞
者
〕
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事

業

費

事

業

醤

畜
衡
舎

九

．
―
二
平
方
屈

検
査
場

ニ
ニ
四
平
方
屈

係
留
場

＝
―
-
五
平
方
屈

事

業

主

体

溝

辺

町

施

工

場

所

溝

辺
町
管
ノ

ロ
――――――九一

1
四
四

事

業

名

〔
家
畜
集
合
検
査
場
の
設
立
〕

昭
和
五
十
二
年
度
県
単
村
づ
く
り
事
業
並
び
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
事
業

積

込

場

二

六

・
ニ
五
平
方
屈

ほ
か
検
壺
場
「
一

ー
ス
、
駐
車
場

・
排
水
施
設

一
四

0
万
円
（
県
七

0
万
円
、
町
七

0
万
円
）

第22図 肉Jll牛飼猜頭数・粗生産額
頭|百万円
2,300 600 

2,200 

2,100 

2,000 

1,900 

1,800 

1,700 

500 

400 

300 

200 

1, 6007粗

1,5001産
生100

飼養数額

534百万円

／ 

/,•------ ---........、 2,104頭

/// 'ii,, 百万円
1,835頭

・ロく・,;;;百万円
,,.,,. . 
疇五 1, 645 ffi ---------• 

1,550頭

昭 ・45 昭 ・50 昭 ・55 昭 ・60
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第2章農業の動態

第23図 乳牛飼葬頭数 ・粗生産額

60頭0~ 百万円

226百Jj円

565頭
I I ・------- 215百万円
／ —• 

200 ・, ／ 

／ 

／ 

／ 

／ 

500-j ＼ ／ 

／ 

／ 

150~ ＼ ／ 

／ ． 

400-l 

11~444頭

390頭¥・-:--I  —応頭
100 

I 

‘’ / / 1． 01百万円
粗 ’‘ 

/ 

悶3001畠
/ 
、/

． ‘’ 

74百万円
数額

昭 ・45 昭 ・50 昭 ・55 昭 ・60

第24図 豚飼投頭数 ・粗生産額

頭j百万円
1,300 600 

1,200 

I 500 
1,100 

1,000i 400 

900 

I 300 
800 

700 200 

600 
粗生1 0 0 

飼養 500 産
数 額

／

円

万

／
 ／
 

／

百

/

8

 

/

2

 

/
2
 
．
 

／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 

、.

.
 

頭2
 
5
 
5
 
55百万円
I 

昭 ・45

1,228頭． 一
J
 
］
 
百6
 ヽ
6
.
 

5

/
 
／
 

一

／
 

］
 

／
 

ゴ
J

/
 /

1

/
 

／

百

゜
2
 

／
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／
 ／
 

,
 

／
 ／
 ／
 

809頭

-~- 606頭
昭 ・50 昭 ・55 昭 ・60
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第25図 鶏飼狸羽数・粗生産額

千叫百万円

400 400 

300 300 

200 200 

439百万円 443百万円
---------・ 

2::::,~:i 
/ •. 413,500羽

~ 
． 
142,000羽

昭・50

2
 ①
 

実 晩中 早
生生生生

1区

種種種種 1分
' -
ややゆ'
四まぶた1
八 と一きか
・ み〇た二みI品
七二ど三七どi
りりl種
,-― i 
おかあ

と

く二な さ
み八やつ

面

ど ・みーゆ
三り 六ど三

積

り 1

' '―五1-,,---,
単
I 

か 位
.. 
Iヘ
グ

九
ルク
ヽ

二
！ 

- I 
三 四 四 面

四八 I 
〇積．． 

＝ 七 1五
• 四
六 ol計 I

計 溝
辺
町
の
茶
業
は
古
い
伝
統
の
中
で
準
高
冷
地
の
立
地
条
件
を

生
か
し
て
栽
培
技
術
の
向
上
と
加
工
技
術
の
近
代
化
に
よ
り
優
良

茶
産
地
と
し
て
の
地
位
を
高
め
、
急
速
な
進
展
を
示
し
て
い
る
。

特
に
空
港
開
設
以
来
、
内
外
と
も
に
そ
の
評
価
を
広
め
つ
つ
あ

る。

凍
霜
害

・
晩
霜
対
策
（
作
柄
安
定
）

送
風
施
設
（
防
霜
フ
ア
ン
）

1

技

術

の
普
及
と
系
列
体
系

優
良
茶
品
種
増
改
植
の
推
移

昭・55 昭・60

（二）

茶

業

四
八
りり
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第2章 製業の動態

3
 

第58表 経営規模と生産状況

②
 

③

散
水
凍
結
施
設
（
ス
。フ
リ
ソ
ク
ラ

ー
）

（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は
現
在
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
で
施
設
中
）

合
計
品
質
向
上
改
善
対
策

①
茶
被
覆
法
に
よ
る
品
質
向
上
で
付
加
価
値
を
高
め
る
。'

②

茶

加
工
技
術
研
究
セ

ン
タ

ー
の
設
置

一

昭
和
六
十
一
年
度
町
単
事
業
七
二
八
万
五

0
0
0円
（
町

ト
ン
ネ
ル
並
び
に
茶
棚
施
設

―
―
―-
.
-＝-？” 

0
.―――
ig
 

六四っり

年度 1茶面稽園 1塾戸培数 I 茶工場I生産叫 生産額 価荒茶格

ha 戸 t 千円1

昭47 I 
172 710 13 238 132,328 556 

48 186 700 14 341 229,493 673 

49 193 660 15 349 251,280 720 

50 198 610 18 430 411,080 956 

51 201 580 22 431 422,198 979 

52 203 550 25 512 572,914 1,118 

53 195 520 25 494 6ll,018 1,236 

54 

>
490 26 548 813,107 1,483 

55 450 30 502 782,078 1,557 

56 450 30 46S 802,478 1,725 

57 450 30 446 673會2711,509 

58 223 433 30 450 686,686 1,525 

59 224 436 30 469 790,349 1. 685 

60 225 425 31 502 721,210 1,436 

61 , .. 228 400 :n 496 845,256 1, 704 
62 231 380 31 528 795,629 1. 506 

溝
辺
町
は
シ
ラ
ス
台
地
上
の
平
坦
な
畑
地
帯
と
冷
涼
な
気
象
と

8
 
7
 

四
六
二
万
円
）

降
灰
対
策

摘
採
生
葉
洗
浄
脱
水
機
導
入
で
商
品
価
値
を
高
め
る
。

大
型
茶
園
管
理
機
の
遮
入

①

可

搬

式

摘

採

機

―

―
台

②

呪

用

型

摘
採
機

一
台
（
計
画
一二台）

③

乗

用
型
防
除
器

ニ
―
―
台

系
列
体
系

①

系
列
単
位
に
よ
る
栽
培

・
摘
採

・
剪
（
整
）
枝
技
術
研
修

並
び
に
話
し
合
い
活
動

②
五
ヵ
年
一

期
と
し
て
栽
培
者
と
加
工
工
場
と

の
契
約

③

委

託

加
工
・
委
託
販
売
方
式
の
採
用

栽
培

・
摘
採
ご
よ
み
の
作
成

品
質
本
位
で
安
全
性
の
高
い
食
品
加
工
品
の
推
進

近
年
茶
生
産
及
び
茶
工
場
の
状
況

初
版
後
の
本
町
「
み
ぞ
べ
茶
」
の
経
営
規
模
と
生
産
状
況

は
、
第
58
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

6
 

5
 
4
 

伺

野

菜
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か
ら
な
る
優
良
畑
作
地
帯
で
、
野
菜
生
産
に
適
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
条
件
か
ら
、
古
く
か
ら
野
菜
生
産
が
行
わ
れ
、
冬
キ
ャ
ベ
ッ

に
次
い
で
、
夏
秋
キ
ャ
ベ
ツ
、
秋
冬
大
根
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
国
の

産
地
指
定
を
受
け
た

。

第
2
6図
•
第
5
9表
の
よ
う
に
、
昭
和
四
十

五
年
に
は
、
露
地
野
菜
ニ
―
――
七
ゥ
り
を
作
付
け
し
て
、
生
産
量
六
五

四
〇
沙
、
粗
生
産
額
二
億

一
六
0
0万
円
を
あ
げ
た
。
昭
和
五
十

年
に
は
、
産
地
指
定
な
ど
に
よ
り
露
地
野
菜
の
作
付
面
積
は
大
幅

に
伸
び
、
作
付
面
積
四
一
八
ゥ
り
、
生
産
量
も

一
万
二
九
七
五
外
と

な
り
、
粗
生
産
額
四
億
六
六

0
万
円
を
あ
げ
た
。
昭
和
五
十
五
年

に
は
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
路
や
航
空
機
利
用
に
よ
る
大
消
費
地

へ
の
輸
送
網
の
確
立
な
ど
も
手
伝
い
、
生
産
意
欲
が
旺
盛
と
な

り
、
施
設
野
菜

O
・六
ゥ
り
、
露
地
野
菜
四
六

三

・
八
ゥり
、
計
四
六

生
産
額
五
億
七
七

0
0
万
円
を
得
た
。

四
•

四
ゥ
り
を
作
付
け
し
、
生
産
額
一
万
五
七

一
五
ト
ン
を
あ
げ
、
粗

第59表 生産状況

年度 1旦仇生産額
ha 千円

46 310 290,450 

47 460 545,900 

48 437 324,610 

49 453 531. 510 

50 418 406,650 

51 500 728,586 

52 512 634,402 

53 410 764,235 

54 406 717, 909 

55 464 577. 432 

56 378 751,344 

57 458 718,073 

58 285 614,904 

59 284 613,479 

60 292 628,300 

61 250 521,533 

62 270 616,616 

し
か
し
野
菜
の
需
要
は
伸
び
て
い
る
が
、
供
給
面
で
は
生

産
力
の
増
強
に
あ
わ
せ
、
水
田
利
用
再
編
対
策
の
影
響
も
あ

っ
て
過
剰
気
味
と
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
価
格
低
迷
な
ど
も

加
わ
っ
て
野
菜
の
作
付
面
積
は
減
少
し
、
昭
和
六
十
二
年
度

に
は
施
設
野
菜
ニ
・
ニ
ゥ
り
、
露
地
野
菜
二
七

0
は
弱
、
計
―

―

七

0
は
と
な
り
、
生
産
量
も
、

一
万
六
二
九
焚
と
減
少
し

た
。
し
か
し
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
、
抑
制
カ
ボ
チ
ャ
、
レ
ク
ス
、
良
品

質
野
菜
が
出
荷
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
粗
生
産
額
は
、
六
億

一

六
0
0
万
円
と
伸
び
た
。

と
こ
ろ
が
、
産
地
品
目
に
つ
い
て
は
、
野
菜
生
産
振
興
会
の
組

織
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
機
能
を
充
分
に
果
た
し
て

い
な
い
の
が
現
状
。
共
販
体
制
が
整
わ
ず
、

産
地
要
件
を
欠
く
こ

と`
に
な
り
、

会
計
検
有
院
の
指
摘
に

よ
り
、
産
地
改
善
計
画
期
間

中
（
昭
和
六
十
二
年
ー
乎
成
元
年
）
そ
の
指
定
基
準
に
達
し
な
け

れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
野
菜
指
定
産
地
を
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
意
識
改
革
と
体
制
づ
く
り
が
焦
眉
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
ま
た
、
将
来
の
フ
ラ
イ
ト
農
業
に

よ
る
、
高
収
益
野

菜
生
産
を
期
し
て
、
現
在
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ニ
ラ
な
ど
の
ネ
ギ

類
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、
青
果
用
タ
ケ
ノ

コ
な
ど
の
試
験
出
荷
を

実

施

し
、
定
着
化
を
推
進
中
で
あ
る
。
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第 2章 農業の動態

国
内
食
糧
供
給
基
地
を
め
ざ
す
鹿
児
島
県
で
は
、
昭
和
六
十
五

年
を
目
途
と
し
て
、
根
菜
類
、
葉
菜
類
、
果
実
類
、
豆
類
等
二
万

八
0
0
0
:
.
~
を
栽
培
し
京
浜
、
京
阪
神
、
中
京
、
北
九
州
な
ど
主

要
消
費
地
に
対
し

、

陸
上
•

海
上
・

航
空
機
に
よ
る
輸
送
基
地
を

整
備
し
て
い
る
。
特
に
鹿
児
島
、
志
布
志
、
北
薩
、
溝
辺
の
基
地

に
野
菜
広
域
流
通
加
工
施
設
と
併
せ
流
通
機
構
を
整
備
さ
れ
る
計

第26図 野菜作付面積 • 生産最 ． 粗生産額

掘l11.ooot 

16,000 

15,000 

4001 
14,000 

13,000 

12,000 

II ,000 

300~ 
10,000 

9,000 

8,000 

2001 7,000 

註

602百万円 1行）ii'! 
600 

500 

400 

300 

粗． 産額
216百万円

画
で
あ
り
、
計
画
区
域
内
に
国
の
指
定
産
地
を
設
け
、
保

冷
コ
ン
テ
ナ
な
ど
無
人
輸
送
体
制
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

確
実
な
生
産
、
流
通
体
制
を
築
く
た
め
に
水
や
施
設
を
充

分
に
活
用
し、

計
画
的
に
、
継
続
的
に
、
共
同
の
力
で
優

良
な
産
地
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
て
い

る
。溝

辺
町
の
葉
た
ば
こ
は
明
治
の
後
期
か
ら
耕
作
さ
れ
て

い
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
古
い
伝
統
を
受
け
継
い

で
い
る
が
、
昭
和
五
十
二
年
度
生
産
額
三
億
円
突
破
を

。ヒ
ー
ク
に
、
外
国
産
た
ば
こ
の
自
由
化
に
伴
い、

輸
入
品

ジ
ェ
ア
が
急
増
し
生
産
者
に
は
廃
作
奨
励
金
と
減
反
政
策

が
と
ら
れ
る
な
ど、

減
少
の
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
名
実
と
も
に

郡
内

一
の
面
稽
と
生
産
額
を
有
す
る
安
定
し
た
作
目
と
し
て
、
今

後
面
積
拡
大
が
期
待
出
来
な
い
状
況
の
も
と
で
、
適
正
収
量
に
よ

る
品
質
向
上
と
共
同
育
苗
、
共
同
乾
燥
施
設
の
高
度
利
用
に
よ
る

コ
ス
ト
低
減
で
産
地
の
確
立
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

近
年
の
葉
た
ば

こ
生
産
状
況
は
第
60
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭 ・45 昭 • 50 昭 ・55 昭・60

四

葉

た

ば

こ
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溝
辺
町

の
果
樹
の
歴
史
は
初
版
二
0
五
ペ
ー
シ
に
記
述
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
明
治
の
後
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
は
自
給
自

第60表 たばこ収納実績

国

果

樹

年： 耕 作 1 収納阪売実績 I 闊~i I 10 a 当 り
人員l面租 I巌 目 ！代 金 1代金 1重盪 i代金
人 111 kg 円円 ：185： •• 116.499 a 45 I 158 783. 500 144. 8351 I 91. 277. 0101 I 630 

46 141 839, 000 181. 420 127, 944, 860 705 159,155 

47 121 815,330 144,605,51111,502,3651 I 771 136,757 

48 97 647,060 169. 933. 5 146,446,955 862 226,327 

49 82 590,209 168,456 208,033,310 1,235 28S 352,426 

50 88 653,990 177,212.5 248,288,410 I. 401 271 379,652 

51 90 743,290 175,034.5 254,922,335 1,456 235 342,965 

52 87 756,430 210,986 333,985,390 1. 577 279 439,942 

53 84 735,610 210,899 351. 730, 830 1. 668 287 478,149 

54 82 720,530 175,253 301. 249, 760 1. 719 243 418,095 

55 79 701. 350 173,466 313,764,085 1. 809 247 447,372 

56 77 671,610 182,679.5 333,167,455 1. 824 272 496,073 

57 67 595,000 164,439 284,086,995 L 728 276 477. 457 

58 66 652,880 165,190.5 295,794,310 1. 791 253 453,061 

59 64 657,010 166,049.5 292,633,975 1. 762 253 445,403 

60 54 569,060 148,066 279,366,455 1,887 260 490,926 

61 55 585,290 150.270 283, 861, 295 1,889 257 484,993 

62 53 555,100 134,442.5 246,328,755 1. 832 242 443,756 

の
初
期
竹
子
方
面
に
本
格
的
な
栽
培
研
究
と
果
樹
園

経
営
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
以
来
カ
ン
キ
ッ
類
を
主

体
と
し
た
経
営
と
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
栽
培
の
研
究
も
逐

次
行
わ
れ
、

準
高
冷
地
帯
に
お
け
る
果
樹
栽
培
が
普

及
定
着
す
る
と
こ
ろ
ま
で
そ
の
成
果
が
実
り
、
今
日

の
基
礎
づ
く
り
が
で
き
た
こ
と
は
、
農
業
の
歴
史
の

上
で
特
記
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
本
町

の
果
樹
は
、
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
、
ミ
カ

ン
が
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
ミ
カ
ン
は
全
国
的

に
生
産
過
剰
の
状
況
に
あ
り
、
現
在
樹
種
転
換
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
プ
ド
ウ
は
、
近
年
生
産
農

家
の
意
欲
が
向
上
し
て
、
栽
培
面
積
も
増
加
し
て
き

て
お
り
、
高
品
質
ブ
ド
ウ
の
生
産
直
売
方
式
、
ブ
ド

ブ
ド
ウ
の
産
地
と
し

ウ
狩
り
の
実
施
な
ど
を
行
い
、

て
評
価
を
高
め
て

い
る
。

四
八

第
27
図
の
よ
う
に
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
、

17”

の
栽
培
面
積
に
よ
り
二
八
〇
沙
の
生
産
量
を
あ
げ
、
粗
生
産
額

一
六
0
0万
円
を
得
た
。
昭
和
五
十
年
に
は
、

栽
培
面
稲
は
四
九

ほ
、
生
産
量
も
五
四
四
沙
と
増
加
し
、
こ
れ
に
比
例
し
て
粗
生
産

足
の
た
め
試
作
の
域
を
出
て
い
な
か

っ
た
が
、
昭
和
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第 2章 農業の動態

額
は
五
六

0
0万
円
と
飛
躍
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
互
十
五
年
に

は
、
ミ
カ
ン
の
過
剰
対
策
に
よ
る
改
植
な
ど
に
よ
っ
て
、
果
樹
全

体
の
栽
培
面
積
は
一
二
八
ゥ
り
に
減
少
、
こ
れ
に
と
も
な
い
生
産
量

は
、
ミ
カ
ン
の
減
産
分
を
ブ
ド
ウ
の
生
産
量
の
増
加
で
補
う
形
と

な
り
、
五
―
―
―
外
と
わ
ず
か
の
減
少
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
粗

生
産
額
は
、
ブ
ド
ウ
の
生
産
増
と
、
高
価
格
に
支
え
ら
れ
て
増
加

し
、
一
億
四
二

0
0万
円
と
一
億
円
を
突
破
し
た
。

第27図 果樹作付面積 • 生産最 ・粗生産額
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特
に
ブ
ド
ウ
は
当
初
準
高
冷
地
に
お
け
る
落
葉
果

樹
は
県
の
奨
励
種
目
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
先
覚

者
の
熱
心
な
研
究
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
主
要
産

地
と
し
て
定
着
し
、
観
光
農
業
地
帯
と
し
て
広
く
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。
今
後
観
光
農
業
の
安
定
を
図
る
た

め
、
高
級
品
種
へ
の
転
換
、
産
地
規
模
の
拡
大
、
団
地

化
、
生
産
組
織
の
充
実
に
努
め
、
さ
ら
に
の
産
地
化
を

期
待
し
た
い
。
さ
ら
に
は
、
現
在
五
は
の
ナ
シ
と
試
作
の
暖
地
リ

ン
ゴ
か
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、
品
質
的
に
す
ぐ
れ
、

評
価
も
高
い

の
で
、
観
光
農
業
に
取
り
組
み
な
か
ら
、
規
模
拡
大
を
は
か
り
、

立
地
条
件
を
生
か
し
た
優
良
地
帯
と
し
て
の
成
長
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

30
作
付
面
和

生
産
駄

150 

100 

50 
作付面積

---―ー一生産鼠

―-—— 粗生産額
粗
生
産
額

昭 ・45 昭 ・50 昭 ・55 昭 ・60

昭
和
六
十
年
に
は
、
ブ
ド
ウ
の
増
反
、
さ
ら
に
は
ナ

シ
、
暖
地
リ
ン
ゴ
な
ど
、
観
光
農
業
の
定
着
化
に
と
も

な
う
目
玉
商
品
と
し
て
の
増
植
も
加
わ
り
、
栽
培
面
積

は
、
昭
和
五
十
年
の
水
準
に
ま
で
回
復
し
て
、
四
九
は

と
な
っ
た
。
生
産
量
も
こ
れ
に
と
も
な
い
、
八
五
六
焚

と
大
ぎ
く
伸
び
、
祖
生
産
額
も
一
一
億
一

0
0万
円
と
な

り
、
本
町
農
業
生
産
の
一
巽
を
担
う
ま
で
に
な
っ
て
い
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第 3部 産 業 編

査対悧況状産

溝
辺
町
に
お
け
る
花
ぎ
栽
培
は
、
昭
和
四
十
五
年
ご

ろ
か
ら
近
隣
の
都
市
向
け
の
夏
秋
小
菊
が
栽
培
さ
れ
、
生

切
り
花
と
し
て
出
荷
さ
れ
て
い
た
。
主
市
場
は
鹿
児
島

浅6
 

市
が
大
半
で
あ
っ
た
。
第
2
8図
•
第
6
1表
の
よ
う
に
、

第

昭
和
四
十
五
年
の
栽
培
面
積
は

ニ
・
一
ゥ
り
で
、
切
り
花

五
二
万
本
を
出
荷
し
、
粗
生
産
額
は
―
―

1
0
0万
円
で
、

額

ほ
と
ん
ど
農
家
の
副
業
的
生
産
で
あ
っ
た
。
社
会
的

に

産生

経
済
が
安
定
し
て
、
家
庭
の
中
に
う
る
お
い
が
求
め
ら
粗

れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
活

の
中
で
の
花
の
需
要
が
急
速
星産

に
増
大
し
て
き
た
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
本
町
に

生

お
け
る
花
き
栽
培
も
、
栽
培
面
積
が
増
加
し
、
昭
和
五
積面

十
年
に
は
三

・
三
ほ
と
増
え
、
出
荷
量
も
七
八
万
七
〇

付作

0
0本
と
な
り
、
粗
生
産
額
も
二
七

0
0万
円
と
増
え
きE
 
ナー

た
。
そ
の
後
本
町
に
鹿
児
島
空
港
か
開
港
し
た
の
に
と

図

も
な
い
、
東
京
、
大
阪
の
中
央
市
場
へ
の
飛
行
機
に
よ

28第

る
出
荷
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
花
き
栽
培
は
急

速
な
伸
び
を
示
し
た
。
そ
し
て
夏
秋
小
菊
の
み
で
な

く
、
立
地
条
件
を
生
か
し
た
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
抑
制
栽

因

ャ

r]
T4
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昭 ・55

150 

100 

50 

粗生産額

花き花木
年度

闘l生産額
ha 千円

46 4.0 5,600 

47 6 4 68,532 

48 3.8 98.250 

49 7.8 13,309 

50 3.3 27,405 

51 5.2 43,410 

52 5.2 37,045 

53 4.9 36,706 

54 6.0 31,670 

55 7.8 54,076 

56 9.0 70,740 

57 4.0 42,760 

58 8.4 81,024 

59 19.0 162.050 

60 20.3 185,300 

61 I 18.9 141. 915 
62 18.6 129,626 

昭 ・60
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第2章 農業の動態

溝
辺
の
養
蚕
業
は
明
治
十
八
年
ご
ろ
か
ら
普
及
さ
れ
た
と
記
述

さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
国
の
主
要
産
業
と
し
て
全
国
的
に
広
く

奨
励
さ
れ
て
い
た
。
溝
辺
町
で
も
昭
和
八
年
に
は
経
営
農
家
一二八

七
戸
、
桑
園
面
積
五
五
・
七
は
、
繭
出
荷
量
一
一
万
五

二
七

g
の
生

産
を
あ
げ
て
い
る
。
特
に
昭
和
三
十
八
年
第

一
次
農
業
構
造
改
善

事
業
の
実
施
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は

「
乳
牛
、

養
蛋
」
を
基
幹

作
目
と
し
て
地
域
指
定
を
う
け
、

主
要
作

H
と
し
て
厘
点
推
進
を

但

養

蚕

培
に
よ
る
出
荷
も
始
め
ら
れ
、
花
ぎ
栽
培
は
専
業
化
の
道
を
歩
く

よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
こ
の
結
果
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
、
作
付

面
積
は
七
・
八
は
と
倍
増
し
、
出
荷
量
も

一
七
八
万
六

0
0
0本

と
飛
躍
的
に
伸
び
、
粗
生
産
額
も
五
四

0
0万
円
と
な
っ
た
。
昭

和
六
十
年
に
は
、
作
付
面
積
も

二
0
•

三
ゥ
りと
大
き
く
増
え
、
生

産
量
も
一―
10
五
万
五

0
0
0本
と
な
っ
た
。
粗
生
産
額
は
、
花
き

栽
培
技
術
の
向
上
と
品
質
の
向
上
と
に
よ
る
優
良
花
き
の
出
荷
な

ど
に
よ
り
、

一
億
八
五

0
0万
円
と
昭
和
四
十
五
年
の
六
一
倍
に

あ
た
る
粗
生
産
額
を
あ
け
る
ま
で
に
な
っ
た
。

今
後
さ
ら
に
栽
培
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、
生
産
品
種
の
選
定
な
ど
に
つ
き
市
場
の
需
要
を
的
確
に
把

握
し
て
行
く
手
段
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

第62表 桑園面積、産繭額の推移

年度讐叫~)I 産繭巴~) I 単価生産額 1 歴代会長

48 84 31. 3I 1 23, 464 1,728 40,545,792I 村田哲二

49 76 27. 1 I 21. 758 1,365 29,699,670 ” 
50 64 24. 0I 1 18, 715 1,569 29,363,835 ” 
51 56 21. 3 15, 900 L 713 27,236,700 I ” I 
52 40 19. 71 16, 744 1,887 31. 595, 928, I ” 
53 36 15.4 15,517 2,231 34, 618, II 

54 32 14.5 16,422 2,116 34, 748, // 

55 29 14. 6 13,197 2,086 27,528, // 

56 27 15. 5 14,101 2,012 28,371, // 

57 23 15. 7 13,754 2,122 

58 24 15. 9 14,753 2,007 29,609, // 

59 22 15. 0 I 14, 271 1,809 25,816, // 

60 20 12. 4 12,106 I 1. 774 21,476, 11 

61 18 11. 4 11. 870 1. 716 20, 368, 920: I 笹峯光雄

62 17 9. 5 10,151 1. 396 14, 170, 796 I // 

図
り
産
地
化
を
図
っ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
着
物
ば
な
れ
、

絹
需
給
の
不
均
衡
、
二
次
製
品
の
輸
入
増
大
な
ど
時
代
の
変
化
に

伴
い
、
極
め
て
き
び
し
い
経
済
状
況
に
対
処
し
つ
つ
今
日
を
む
か

え
て
い
る
。
初
版
ニ―

四
ペ
ー
ジ
に
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る

が
、
昭
和
四
十
八
年
以
降
に
つ
い
て
そ
の
推
移
を
記
す
こ
と
に
し

た
い
。
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近
年
の
養
蛋
は
蚕
糸
砂
糖
類
価
格
安
定
事
業
団
の
過
剰
な
在
庫

糸
を
軽
減
す
る
た
め
、
昭
和
五
十
六
年
以
来
生
産
調
整
が
行
わ
れ

昭
和
六
十
二
年
度
は
繭
糸
安
定
価
格
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
る
な

ど
厳
し
さ
が
続
い
た
。
こ
の
生
産
調
整
の
結
果
、
繭
生
産
量
は
激

減
し
、
製
糸
工
場
の
撤
退
な
ど
の
た
め
、
国
内
生
産
の
生
糸
が
少

な
く
な
っ
た
。
一
方
対
外
的
に
は
、
世
界
生
糸
生
産
主
要
国
の
経

済
体
制
の
変
化
に
よ
り
輸
出
入
に
変
化
を
生
じ
て
含
た
。
し
か
し

最
近
日
本
の
内
外
で
は
シ
ル
ク
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、
生
糸

・
繭
の

新
し
い
用
途
開
発
や
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
シ
ル
ク
な
ど
新
素
材
の
開

発
が
進
み
、
新
し
い
絹
の
需
要
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

〔
今
後
の
振
興
方
針
〕

①
桑
園
生
産
性
の
向
上

優
良
品
種
に
よ
る
密
植
桑
園
へ
の
改
植
、
桑
園
の
集
積
化
。

②
蚕
作
の
安
定
と
優
良
繭
の
生
産

重
複
蚕
期
の
作
柄
向
上
の
た
め
「
3
齢
人
工
飼
育
」
技
術
の

実
用
化
を
図
る
。
降
灰
被
害
を
防
止
す
る
た
め
桑
葉
洗
浄
装
置

の
導
入
。

③
養
蚕
農
家
の
体
質
強
化

技
術
・
経
営
の
研
修
。
収
益
性
の
高
い
養
蚕
経
営
。

④
絹
需
要
拡
大
推
進

第29図 世界の生糸総生産高 第64表 事
業団生糸
在庫数量

1在庫
年度数筵
I <千俵）

59.5 

61. 5 

63.5 

63.6 

178 

149 

90 

75 

第63表 生糸生産と蓑蚕農家
の動き

生糸養農 蛋生糸
年度生産量 家数 輸入量

（千俵） （千戸） （千俵）

50 318 248 26 

55 257 166 32 

60 147 100 35 

61 140 87 25 

62 114 74 I 29 

（注） 1俵=60kg

か
ご
し
ま
「
シ
ル
ク
フ
ェ
ア
」
の
開
催
。
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第
6
5
表
農
業
の
現
況

料5撼

年
次
I

(1)
農
家
人
口
と
農
業
就
業
人
口

総
人
ロ
一
農
家
人
口
（
人
）

（人）
1
 

男
女
ー
I
i
―1・-

2
,
1
5
5
 
2
,2
56 

2
,
0
1
5
 
2
,
1
1
5
 

5
5
 

6
0
 

7
,
3
5
3
 

7
,
8
54 

4
,
4
11 

4
,1
30 

1農
家
人
口
率
1農
家
1
戸
当
た
り
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66
表
農
業
生
産
計
画
と
実
紹
（
耕
種
部
門
総
括
）

遷嵌拙垢c撚

~
生
産

物
I
作
付
面
積
,.
,

10
ア
ー
ル
当
た
り

生
産
晶
(
t
)

生
産

額
（
千
円）

収
巌
(
kg
)

6
2
年
I
62
年
1
6
3
年
62
年
I
6
2
年
63
年
6
2
年
計
画
¥
6
2
年
実
緻
1
63
年
計
画
6
2
年
計
画
I
62
年
実
鎖
63
年
計
画

計
画
実
績
計
画
計
画
実
績
計
画

水
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第 2章盟業の動態

計画と実績

阪
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第 3部産業編

第67表 果樹生産

温

：種1類区分ロニ
ハウスミカン

早生温州 4 
普通温州 8 
州小計

□ 
!! _ __J 46. 41 2. 91 

2 
6 
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ビ

合

湿 Iハウスミカ｀ノ
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夏
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落
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績

ビ ヮ

合

モモ
リソゴ
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第2章農業の動態

計画と実績

62 年 畜 産 生 産 実 績

6飼2年蓑頭当初＼ 62養年頭末 1年増 内 1仔産畜生仔畜残単 価生産額 ＼姜
数飼数 頭数 頭数頭数 （円） （千円） 飼戸数

360 338 △ 22 316 86 120,000 37,920 15 
1,700 1,700 

゜
1,200 50 380,000 456,000 500 

550 450 △ 100 8,044 16,000 128,704 46 
30,000 30.000 
112,000 112,000 
5 5 

622,624 

飼蓑頭数 枝肉生産量(t) 単 価（円） 1 生産額（千円） 摘 要

腐
40 12 1,350 16,200 
60 15 1. 200 18,000 

腐 2902 0 
34 1,900 64,600 
46 1,600 73,600 

畠 7,240 435 370 160,950 
180 12.6 270 3,402 

2,000 4 80 320 

570,000 2. ooo¥ 2301 460,000 

797,072I 1 

飼養頭羽数 I生産措(I) I単 価（円） 生産額（千円）

30,02090 5 
1,550 93 144,150 
30 200 6,000 

150,150 

仔畜（千円） 枝肉（千円） 牛乳（千円） 鶏卵（千円） I 合計（千円） 構成比％

37,920 34,200 144,150 216, 210[ 13.8 
456,0り0 138,200 594,200 37.8 
128,704 164,352 293,056 18,7 

320 6,000 6,320 0.4 
460,000 460,000 29.3 

622,624 797,072 144,150 6,000 L 569,846 100.0 
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第 3部産業編

第68表畜 産生産
， 

項 ！ 62 年 畜 産 生 産 計 画

区
分 16飼2年養頭当初116飼2餐年頭末1I年内仔 畜仔畜残I単 価 1 生産額 飼餐

目 数 数増頭数生産頭数頭数 （円） （千円） 戸数

仔 乳用牛 354 

3 6 0 ゚゚゚9 ヽ

6 

3()0 ゚l I 

40 0I I , 130,000 39,900 15 

肉用豚 牛 1,648 1,70 52 1. 20 5 350,000 420,000 520 

畜生 卵肉用用 鶏鶏

539 55 11 9,50 22,000 209.000 51 
30,000 30,00 
112,000 112,005 0 

！ 産 その他馬 5 
計 I 668,900 

区 分 l飼捉頭数 1枝肉生産量ct)I単価（円） I生産額（千円） I摘要

乳用牛 I1廊肉
I 

40 I 12 1,350 16,200 
枝 50 13 1,200 15,600 

肉用 牛畠
25I , 10 I 

I 
1,800 18, 0001 

肉 250, 90 1,000 90,000 
' 

腐
I I 

294, 000， 1 
豚

7,200, 420 700 
生 200 12 450 5,400 I 

i 

卵用鶏 2. oool I 41 so¥ 320 I 
産 I 

肉用鶏 I I I 230 460, ooo! 570,000 I 2,000, I 

計 899, 5201 I 

卵乳 区 分 飼蓑頭羽数 1 生産誠ct)I単価（円） 生産額（千円）

生牛鶏 乳 320I 1,650 
100 I 

165,000 

産 卵 30,000 30 200 6,000 
計 171. 000 

畜産部門総括

畜 1区分 仔

産乳用牛 39,900 31, 800 155,000 236. 700 13. 6-

物肉豚用牛 420,000 108,000 s2s.0on 30.3 
209,000 299,400 508,400 29.3 

生 卵用鶏鶏 320 6,000 6,320 i 0.4 
産 肉の用他 460,000 460,000 26.4 

額 そ計 馬 I 
668,900 899,520 165,000 6,000 J, 739,420 100.0 

， 
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第2章 農業の動態

第69表 家計における米の 1人 1年

当たりの購入数星推移

（単位:kg) 

11全都市大都市1中都市小都(A市)小都(市B) 町村 農家分！ 

昭和38年 87.6 81. 2 90.9 90.8 92.1 93. 4 158. 8 

40~42 76.8 72.0 79.6 79.0 80.4 81. 4, 147. 9 
I 

43~45 66.1 62.3 68.4 66.2 71. 1 72.9 137.6 I 

46~48 58. 6 55.4 59.6 59.5 63.0 61. o・129. s 

50-523 1 50.4 49.3 50.4 51. 0 52.6 52. 7 120 0 
53~ 46. 4 45.4 46.2 46.5 50.3 46. 3 111. 7 

56~ 44.1 42.8 43. 7 44.6 47. 7 44. 9, 107. 9 

42.8 41. 9 42.6 43.6 44.6 45. 11 ， 106. 7 

41.9 41.3 42.0 42.4 41. 5 44. 7 
I 
（総理府「家計調査年報」、農林水産省 「農家生計費統計」）

（注） 漿家分は購入と自給の合計

日
本
人
の
主
食
と
し
て
の
米
は
、
古
く
か
ら
そ
の
生
産
に
大
き

な
努
力
が
注
か
れ
て
き
た
。
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
中
か
ら
戦
後

-
0

水
田
利
用
再
編
対
策
•
水
田
農
業

確
立
対
策
事
業

る
。
本
町
の
減
反
配
分
面
積
は
六
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
が
、
こ

積
の
増
大
と
、
転
作
奨
励
金
の
削
減
を
骨
子
と
し
た
も
の
で
あ

に
か
け
て
は
、
米
は
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
時
代
の
変
遜
と
と
も
に
、
生
産
技
術
の
向
上
に
伴
う
生

産
量
の
増
加
と
は
う
ら
は
ら
に
、
国
民
所
得
の
向
上
に
よ
る
食
生

活
の
多
様
化
な
ど
の
た
め
、
米
の
消
費
は
急
激
に
減
少
し
た
（
第

69
表
参
照
）
。
こ
の
よ
う
な
米
の
需
要
の
減
退
に
対
処
す
る
た
め
、

昭
和
五
十
三
年
度
を
初
年
度
と
し
、
お
お
む
ね
一

0
年
問
の
対
策

と
し
て
、
米
の
生
産
を
調
整
す
る
た
め
の
「
水
田
利
用
再
編
対
策

事
業
」
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
こ
れ
は
、
水
田
の
一
部
を
米
以
外
の

作
目
に
転
換
し
て
、
米
の
作
付
け
を
制
限
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
事
業
発
足
当
初
は
、
対
応
す
る
農
家
の
と
ま
ど
い
や
反
発

は
か
な
り
の
も
の
が
あ
り
、
事
業
推
進
に
は
幾
多
の
困
難
は
あ
っ

た
も
の
の
、
各
年
と
も
目
標
を
達
成
し
た
。
本
町
の
転
作
配
分
面

積
及
び
実
績
は
第
70
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
強
力
な
減
反
政
策
の
推
進
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米

の
需
給
関
係
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
、
深
刻
な
情
勢
と
な
り
つ
つ
あ

っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
事
業
を
強
化
す
る
た
め
、
昭
和
六
十
二
年
度

か
ら
「
水
田
農
業
確
立
対
策
事
業
」
と
名
称
を
改
め
た
。
そ
の
内

容
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
以
降
六
年
間
の
対
策
と
し
て
、
減
反
面
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ィ
方
式
に
よ
る
生
産
者
米
価
が
前
年
比
マ
イ
ナ
ス

昭
和

29
年
物
価
上
昇
に
連
動
し
て
価
格
を
算
出
す
る
。ハ
リ
テ

1

生
産
者
米
価
の
歩
み

昭
和
17
年
食
糧
管
理
法
制
定
。

れ
は
、
前
年
対
比
一
四
五
・
ニ
貯
、
本
町
水
田
面
積
の
二
三
・
三

町
に
あ
た
る
膨
大
な
面
積
で
あ
る
（
第
7
1
表
参
照
）
。
特
に
迫
田
、

棚
田
な
ど
水
田
未
整
備
地
区
の
多
い
本
町
に
と
っ
て
は
、
国
が
求

め
る
稲
作
と
他
作
物
と
の
複
合
経
営
を
推
進
す
る
に
は
、
多
く
の

困
難
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
刻
も
早
い
水
田
の
士
地

基
盤
整
備
が
望
ま
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
昭
和
六
十
三
年
度
に
至
り
、
水
田
農
業
確
立
対
策
事
業

に
加
え
て
「
米
需
給
均
衡
化
緊
急
対
策
」
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
水
田
農
業
確
立
対
策
事
業
に
よ
る
六
一
ウ
り
の
減
反
と
は

別
に
、
他
用
途
利
用
米
の
拡
大
と
し
て
七
四
四
〇
鯰
、
需
要
開
発

米
と
し
て
九
九
九
〇
い
]
（
転
作
換
算
面
積
ニ
・
三
は
）
が
本
町
に

追
加
割
当
さ
れ
た
。
町
と
し
て
は
、
水
田
農
業
確
立
対
策
協
議
会

を
発
足
さ
せ
、
推
進
に
つ
い
て
は
町
技
術
連
絡
協
議
会
で
対
応

し
、
目
標
を
達
成
し
た
。

な
お
、
こ
こ
で
戦
後
に
お
け
る
米
価
の
変
遷
に
つ
い
て
記
述
し

て
み
よ
う
。

昭
和
62
年

昭
和
60
年

昭
和
61
年

昭
和

4
8
1

50
年

昭
和
35
年

昭
和
3
1
年

六
・
―
―
―
貯
と
な
る
。

パ
リ
テ
ィ
方
式
に
よ
る
生
産
者
米
価
が
前
年
比
マ

イ
ナ
ス

0
・
九
町
と
な
る
。

生
産
者
米
価
の
算
定
方
式
と
し
て
「
生
産
費
・
所

得
補
償
方
式
」
を
採
用
。

石
油
危
機
に
よ
る
狂
乱
物
価
で
、
生
産
者
米
価
も

高
騰
、
特
に
四
十
九
年
に
は
前
年
比
三
ニ
・
ニ
宕

増
を
記
録
。

据
え
置
き
諮
問
で
据
え
置
き
。

マ
イ
ナ
ス
三
・
八
貯
の
諮
問
に
政
治
加
算
さ
れ
、

据
え
置
き
で
決
着
。

政
府
・
自
民
党
が
事
前
折
衝
で
マ
イ
ナ
ス
五
・
九

五
宕
を
決
め
、
諮
問
ど
お
り
答
申
。

201 



第
7
0表

誤盆Q眺梨

溝
辺
町
転
作
実
施
面
梢

燐N撼

＼
 
作
目

-
-

5
3
年
度
5
4
年
度

塁
大

豆
8
,
0
5
3
 
11. 3
8
1
 

ソ
ノ
‘
令
1
2
,
1
8
3
 
6
,
1
0
3
 

旦
飼料胃
作
物
ll8, 971 

1
9
0
,
0
5
6
 

L
 140 

゜
1
4
0
,
3
4
7
 
2
0
7
,
5
4
0
 

野
莱

2
0
,
7
3
0
 
1
6
,
1
3
0
 

臀
一
般
作
物
そ
の
他
1
3
,
1
2
5
 
11
,
 
321 

物
計

::i::i, 
8
5
5
 
2
7
,
4
5
1
 

実土
地
年改全績
良
通
算
年
施
入行

保永
性
管
作
理物

19
,07
8
 
13
,624 

7. 
7
4
8
 
6
,
7
0
8
 

他
用
途
利
用
米

計
2
6
,
8
2
6
 
2
0
,
3
3
2
 

転配逹
作
分
成面
稲
面
合
計租
2
0
1
,
0
2
8
 
255,
32
3
 
311, 55 

2
0
0
,
0
0
0
 
2
0
0
,
0
0
0
 
310,0C 

率
（
％
）

1
0
0
.
5
 
127.2 

100. 

—
~I

—
|—

—
 

度
5
6
年
度
57
年
度
5
8
年
度
5
9
年
度
6
0
年
度

（
単
位
：
而
）

61
年
度

aoz 

130153704 

476960909 

641923483 
， 

4.9i650 
3 44431 

12426437 

305083030 

32161231 

90878754 

44433268 

23242242 

8950206639271 

297403087655315641168297 

999

99999

 

575855184654 

25262251249 

9356392]3238 

8218615 

゜

04602 

01732179612 

， 

氏Lふ2

99

 

&31 

゜

＆ふ09i

31321356]2ー

203 00 36915264307 

47234984038-696778799467002 

,2 606 

閉謳偲謁腐二序盆ニ4401

36
706]008

 

8 90 

00 017902919350510 

562 

ー 6624493-

L訊⑲301 999999

 

232865 

24 

54 20

誂247

44 

17087742405 80402 02 

4
7
6
,
1
9
2
 

4
1
0
,
0
0
0
 

116.1 

4
1
4
,
3
6
9
 

4
1
0
,
0
0
0
 

101.1 

7,904 
9
,
0
0
3
 

2
3
,
2
5
8
 

1
3, 
4
7
8
 

31. 4
1
5
 

24, 6
1
8
 

90, 9
8
7
 

7
7
,
 
4
9
3
 

-
-
-

38], 2
8
8
 
421. 5
5
8
 

3
8
0
,
 
0
0
0
 
420, 0
0
0
 

100. 3
 

1
0
0
.
 
4
 

第
7
1表
昭
和
62
年
度
転
作
実
施
面
積
（
単
位
：
m
)
 

転
作
目
標
面
積

転
作
面
積
一
般
作
物

永
年
作
物

特
例
作
物

保
全
管
理

実
績
算
入

他
用
途
米
換
算

転
作
率
（
％
）

6
1
0
,
0
0
0
 

6
3
1
,
2
9
4
 

4
6
9
,2
14 

3
5
,
3
0
0
 

4
3
,4
3
7
 

2
7
,
1
7
9
 

3
1
,
6
0
7
 

2
4
,
5
5
7
 

103.4 

N
 
米
阜
Q
酋
匡

笹
品

11+1
抵
平
忌
~
0
:
.
,
¥
-
-
'
竺
哀
密
「
薙
悶
→
ね
み
⇒
」

Q
密
足
寄
走
・
米
占

・
翌
品

Iii 起
Q
米
垣
釘
硲
0
~
ぶ
ミ
如
固

笛
,...)¥J:.,
l'(lQ
や
＇
笹
品
11
+
11
母
コ
痘
如
％
嵌
叫
紺
ヤ
゜

（
呂
は莉.;.!

0
~

 酎送
：
巴
）



第 3部 産 翌
木 編

桜
島
の
火
山
活
動
は
、
昭
和
四
十
七
年
以
来
活
発
化
し
、
降
灰

活
動
火
山
防
災
営
農
周
辺
地
域

整
備
事
業

に
よ
っ
て
、
農
作
物
な
ど
に
毎
年
大
ぎ
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
が
昭
和
四
十
八
年

に
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
本
町
で
も
防
災
営
農
対
策
が
講

ぜ
ら
れ
た
。

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 年
年年年年 年年年 年年年年年 年年 代

四四四四四四四四三 ニニー一 七、、、、、、、、、、、、、 _.__米
ノ‘

-----000二 四九五八七八
六三ニ ニニ 六〇 七 五七四八五 ・
二三九九八四 三三 四六 〇 七 二 七

ノ＼

三 四 価
八

池勢伊 岸石 鳩 吉芦備

田 湾内 橋 山 田田

内ムロ 内 内 内内

閣風閣閣 閣 閣閣考

49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 年
年年年 年年年 年年年年年年年年代

ー一八八八八八七七六五五四四
~0' '' ヽヽ、、、、、、、米
‘‘九 五 ニニニ 七ー五九二八四
六 三 五 二 七 五五 九四 三 八六 六二
- 0 四 二二六 六七〇八五八六一
五一

価

田 減自 新佐 備

中反 主流 褐藤

内 奨通 地内

閣励米 震閣 考

63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 年
年年年年年年年年年年年年年 年 代

六七八八八八七~ 七七七~ 七~ 七六 五 米 I 
、、、、、、、、、、、、、、

七五六 六六二 九七六 ニニニ五五 I 
四五六 六六六五 五七七 五三 七七
三七八八八六一六四九ーニニ 0 I 

価 1

， 
竹 中 鈴大福ー備

下 根曽 木乎田木

内 内 内内内内

閣 閣 閣閣閣閣考
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第 2章 農業の動態

葉
た
ば
こ
に
付
着
し
た
降
灰
を
散
水
除
去
す
る
た
め
の
高
圧
動

4

葉
た
ば
こ
洗
浄
施
設
整
備

降
灰
地
域
飼
料
作
物
確
保
対
策
事
業

降
灰
に
よ
り
飼
料
作
物
の
生
産
給
与
が
困
難
な
状
態
で
あ
る
の

で
、
粗
飼
料
の
年
間
平
衡
給
与
体
系
を
確
立
す
る
た
め
の
サ
イ
ロ

の
設
置
、
ま
た
、
粗
飼
料
の
調
整
を
短
時
間
に
行
う
た
め
の
、
収

穫
調
整
機
械
の
整
備
を
図
っ
た
。

事
業
実
施
の
状
況
は
第
72
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

2

摘
採
茶
生
葉
洗
浄
脱
水
施
設
整
備
（
茶
園
洗
浄
施
設
整
備
）

茶
の
生
葉
に
付
着
し
た
降
灰
を
、
散
水
に
よ
り
除
去
す
る
た
め

の
高
圧
動
力
噴
霧
機
等
を
購
入
、
良
品
質
の
茶
生
産
に
努
め
た
。

昭
和
五
十
四
年
以
降
は
、
摘
採
生
葉
の
洗
浄
脱
水
に
よ
り
、
降
灰

除
去
す
る
施
設
が
全
工
場
に
整
備
さ
れ
、
労
力
の
省
力
化
に
併
せ

良
質
茶
の
生
産
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
施
設
の
整
備
状
況
は

第
73
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

3

野
菜
降
灰
防
止
栽
培
促
進
事
業

降
灰
に
よ
る
野
菜
の
被
害
は
、
収
量
及
び
品
質
の
低
下
を
ま
ね

き
、
野
菜
生
産
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
防
止
対
策
と
し

て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
導
入
し
た
。
事
業
実
施
の
状
況
は
第
74
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

ー

第72表 降灰地域飼料作物確保対策事業

（単位：千円）

年度 1事業費 1戸数I 備 考

50 5,200 31 サイロ 4基ハウス 6棟

51 6, ]40 28 サイロ 2基ハウス 5棟、その他

52 8,040 21 サイロ 4基ハウス 6棟

53 4,350 14 サイロ 1基調整機械ー式

54 4.070 4 調整機械ー式

55 8,456 21 // II 

56 7,010 17 サイロ 4基調整機械ー式

57 10,207 10 サイロ 1基調整機械ー式

60 10,428 12 サイロ12基調整機械ー式

61 12,989 12 サイロ12基調整機械ー式

力
噴
霧
機
を
購
入
し
、
良
品
質
の
葉
た
ば
こ
生
産
に
努
め
た
。
施

設
の
整
備
状
況
は
第
75
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

5

桑
園
洗
浄
施
設
・
桑
収
穫
貯
蔵
施
設
・
中
壮
蚕
飼
育
施
設
整

備
事
業

降
灰
に
よ
る
桑
葉
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
蚕
作
の
安

定
、
優
良
繭
の
生
産
を
は
か
る
た
め
の
施
設
整
備
を
行
っ
た
。
施

設
整
備
の
状
況
は
第
76
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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第74表 野菜降灰防止栽培促進事業

（単位：千円）

年度1事業費Ii戸数I 備 考

52 4,200 3 ビニールハウス

57 7,801 3 // 

59 18,080 6 // 

60 28.116 ， // 
61 6,383 3 // 

62 5,782 3 ” 

第76表 桑園洗浄施設等整備事業

（単位：千円）

第73表 摘採茶生葉洗浄脱水施設整備

事業

（単位：千円）

年度事業費戸数1 備 考

53 2,700 高の圧他動噴、撒水機、 そ

54 51. 088 179 洗浄脱水機、その他

55 17,683 34 // ” 
56 14,226 11 ” 

／／ 

57 3,951 4 ” ” 
61 4,450 4 ” ‘’ 

第75表 葉たばこ洗浄施設整備事業

（単位：千円）

I 年度事業費戸数 備

2 700 7 高圧動噴、その他

3 700 8 // // 

58 3,584 7 貯桑庫

62 12,676 6 飼育施設
I 

考 年度事業費戸数備 考

I 
52 2. 800 55 高圧動噴、その他

53 700 15 // // 
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第2章

昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭 年
58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 代

” ” 重 ” ” ” ” ” ” ” ” ” 仮森 屋 組 合肉

冒
ムロ 用
長 牛

忍 男 覧四五五五四五五三三三三三三 ム云
七 0 0 ー四〇一八七八六五四 員

組

九四七七四=0 - 四〇四 ＝一
山 福馬乎村 丸内 田重堂” 村留場 山村畑森平 会 会和

牛
隆一菊貞 正泰 光 長 育
志人美雄 忍司己忍男 成

ム云
同

四六六六五五五六九六 志

五七七ー一九一五ー 0 員

森重 大角 ” ” ” 有 ” ” ” ” ” 
み ノ＼

村 木 喜県酪
初夫 義勝

四 鉄 長 溝
夫 矢 辺

支

-六-七-八-八 0- 0 -. 0 - 0 - 0- ー- ニ-• = ー=四• 
ム云 部
員

右μ_, 

” ” ” ” ” 元 ム云 会酪
農

弘 長 育
行 成

ムコ
同

9 ヤ ''
士

員
じヽ△ヽ

六 七八八 0 0 
満 国木” ” ” ” ” ” ” ” ” ” 塩 生場 ムコ 養

郁 長
豚

重 振
夫 栄夫

興
~ ~ ．ャ. . . -

八八七二八二〇 三二三 四四ー 貪ム云
五ー五七 0 0 0 五 0 0 0 0 -

” ” ” 喜” ” ” ” ” 畠 組 家
A ロ 畜

郁 周 長
商

夫

ム云
組

三三三二二三四三 三 四 ムロ

四〇＝八七九一 五九＝ 員

農業の動態

1 

農
業
振
興
団
体

畜
産
振
興
会
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第 3部 産 業 編

溝
辺
町
茶
業
振
興
会

溝
辺
町
茶
業
振
興
会
は
昭
和
三
十
二
年
発
足
以
来
常
に
会
員
相

互
の
融
和
を
は
か
り
、
技
術
の
研
修

•

練
磨
は
も
と
よ
り
、
青

年
、
婦
人
と
の
協
調
を
旨
と
し
て
系
列
農
家
と
の
密
接
な
連
け
い

を
は
か
り
つ
つ
、
本
町
茶
業
発
展
へ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

い

会
員
の
状
況

生

葉

会

員

ニ
―
―

工

場

会

員

三

一

婦

人

部

員

三

〇

青

壮

年

部

員

二

八

若

妻

会

員

一
六

③
溝
辺
町
で
開
か
れ
た
鹿
児
島
県
茶
業
振
興
大
会

①
昭
和
四
十
年
十

一
月
二
十
日

②
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
九
日

2
 

③
昭
和
六
十
二
年
十

一
月
六
日

⑱
農
林
大
臣
賞
受
賞
者

昭

和

四

十

年

度

住

吉

三

郎

昭
和
四
十

一

年

度

有
村
幸
男

昭
和
四
十
二
年
度
有
村
四
郎

昭
和
四
十
三
年
度
重
森
郁
夫

昭
和
五
十
二
年
度
徳
永
久
於

昭
和
五
十
―
―
―
年
度

昭
和
六
十
二
年
度

④
産
地
賞
の
受
賞

昭
和
四
十
三
年
度

昭
和
四
十
四
年
度

昭
和
五
十
一
年
度

昭
和
五
十
二
年
度

県
第
一
位

県
第
一
位

県
第
一
位

県
第
一
位

福永安展

福永安展

昭昭昭昭昭
63 62 61 60 59 

” 
,1/ •石山

” 元

義
哉

三三 四四
八九ー ニ
六九〇八

宗重森 山馬中
像 村場久

道隆春保春

健雄志美記

'' '. . . .'  
. . ' . '. 
七四 〇八八

” ” 国 ” ” 生

晃

●'' . 

五五五五

” ” ” ” ” 

ヤ●''

五＿五―—五＿＿五

” ” ” ” ” 

五五六七

” ” ” ” ” 

．． ． ． 
' - - '  . .'.  
三三 四五
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第 2章 農業の動態

3
 代

位

氏

名

一
在
任
期
間

四
代

一
今

吉

進

＿昭
5
7
i
5
9
年

五

代

有

村

四

郎

一昭
59
ー
現
在

名
受
賞
）

ヽ
~

5
 

,
1
、

昭
和
六
十
二
年
度

昭
和
五
十
三
年
度

九
州
第

一
位
（
溝
辺
町
北
部
生
産
グ
ル

ー
プ
）
九
州
茶
業
大
会

県
第
一
位

（
県
内
一
等
入
賞
者

一五
名
中
、
溝
辺
町
は

一
、
二
位
を
含
め
八

歴
代
茶
業
振
興
会
長

溝
辺
町
野
菜
振
興
会
（
農
協
野
菜
振
興
連
絡
協
議
会
）

戦
後
混
乱
期
を
経
て
食
糧
事
情
の
変
遷
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
、

畑
地
帯
農
業
の
振
興
に
つ

い
て
、
新
し
い
作
目
の
選
定
や
経
営
計

画
の
樹
立
な
ど
地
域
で
の
話
し
合
い
・
研
修
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
昭
和
―
―
―十
五
年
ご
ろ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
生
産
活
動
が
軌
道
に
の
り
、
準
高
冷
地
野
菜
と
し
て
そ
の

声
価
を
高
め
て
き
た
。

昭
和
四
十
四
年
度
は
生
産
農
家
三

0
0戸
で
二
八
〇
ゥ
り
を
栽
培

し
、
昭
和
四
十
九
年
度
は
二
四

0
戸
で
一
二
九
九
ゥ
り
を
栽
培
し
て

一

万
一
九
七
〇
ト
ン
の
生
産
を
あ
げ
て
い
る
。
昭
和
六
十
二
年
度
の

代

位

会

初

代

一
徳
富

組
織
替
え
の
た

二

代

有

村

め

発

展

的

解

消

溝
辺
町
農
協
野
菜
振
興
連
絡
協
議
会
（
昭
和
五
十
八
年
設
立
）

一
初

代

一
吉

森

正

志

一
昭

58
ー
現
在

一

4

葉
た
は
こ
耕
作
振
興
会

本
町
の
葉
た
ば
こ
振
興
会
は
昭
和
二
十
五
年
結
成
以
来
、
歴
代

耕
作
組
合
長
を
は
じ
め
組
合
員
の
情
熱
と
開
拓
精
神
に
よ
っ
て
、

長
四武
夫次 1名

I 

昭昭
55 51 
I I 
58 54 
年年

在

任

期

間

溝
辺
町
野
菜
振
輿
会
（
昭
和
五
．
T
-
年
設
立）

記

事

現
況
で
は
施
設
野
菜
の
部
で
―
―
―
―
戸
、
露
地
早
出
し
野
菜
の
部
で

一
五
一
戸
、
夏
秋
野
菜
の
部
で
三
五
六
戸
、

一
般
野
菜
の
部

一
五

0
戸
、
合
計
六
八
八
戸
で
二
七

017り
を
栽
培
し
て
い
る
。

全
町
的
な
広
域
に
わ
た
る
地
域
の
た
め
、
専
門
部
会
を
核
と
し

て
組
織
活
動
を
す
す
め
て
い
る
。

ー

じ

ゃ

が

い

も

部

会

ー

会

ー

き

ゃ

べ

つ

部

会

ー

ー

支

部

長

（

集

落

）

ー
ー
支
部
長
（
集
落
）

議

ー

だ

い

こ

ん

部

会

ー

一

ー

か

ぽ

ち

ゃ

部

会

ー

協

ー
き
ゅ
う
り
部
会
ー
一
ー
支
部
長
（
集
落
）

絡連

ー
青
果
用
さ
つ
ま
い
も
部
会
1
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部3

5

 

第 産 業 編

新
し
い
作
目
を
普
及
定
着
さ
せ
る
こ
と
は
並
々
な
ら
ぬ
研
究
と

極
め
て
高
い
実
績
を
重
ね
、

貴
重
な
産
地
づ
く
り
に
努
力
し
て
き

た
。
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
昭
和
四
十
六
年
組
織
が
改
め
ら
れ
て

現
在
の
葉
た
ば
こ
耕
作
振
興
会
と
な

っ
た
が
、
伝
統
を
守
り
、
さ

ら
に
き
び
し
い
国
際
化
競
争
の
中
で
五
三
名
共
同
の
実
を
あ
げ
て

い
る
。

〔葉
た
ば
こ
共
同
乾
燥
場
の
設
置〕

た
ば
こ
作
の
協
業
・
共
同
作
業
を
進
め
る
た
め
、
葉
た
ば
こ
生

産
体
系
化
促
進
事
業
に
よ
り
大
型
共
同
乾
燥
場
を
建
設
、
原
料

葉
た
ば
こ
の
生
産
省
力
化
と
品
質
改
善
を
は
か
り
、
葉
た
ば
こ

生
産
農
家
の
所
得
向
上
を
は
か

っ
て
い
る
。

建
設
年
度

昭

和

五
十
二
年
度

事
業
費

建
物

（二
七
三

・
六
平
方
店
）

乾
燥
機

（七
某
）

i
 

二"
n
 

〔
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
の
設
立〕

昭
和
六
十
年
四
月

一
日
、
公
社
か
ら
移
行
。

〔
葉
た
ば
こ
振
興
会
長
〕

昭
和
五
十
一

年
か
ら
野
間
勝
賓
が
就
任
し
た。

溝
辺
町
花
き
振
興
会

七

一
七
万
円

一
四
0
0
万
円

二――七万円

年代 ム云 長 会員

昭47 岩元時義 10 
// 48 ” 10 11 49 沼口 良明 10 
// 50 ” 10 11 51 ” 10 11 52 // 10 
// 53 ” 10 // 54 並松鉄雄 10 
11 55 沼ロ 良明 10 
11 56 ” 10 // 57 壱岐正夫 ， 
// 58 ” 
， 

1159 武元良規 ， 
11 60 ” 
， 

1161 末重 勝 ， 
11 62 ” 13 11 63 海江田久夫 12 

期
待
し
た
い
。

歴
代
会
長
と
会
員
数

努
力
が
要
求
さ
れ
る
。

若
人
の
情
熱
と
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
現

在
花
き
栽
培
が
振
興
会
―
二
名
の
会
員
に
よ

っ
て
優
良
産
地
を
め

ざ
し
て
年
々
そ
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
今
後
の
大
き
い
発
展
を
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第 3章

第77表 制度の変遷

年次 I法制度 i事 業運

噂I農地改革の実施 I 
函 9―-i----------------・---------i----------------------------------------------

（昭24)
土地改良法制定

西遥i--------------・・・--------------------------------------1

（昭27)!農地法制定
函 s・-r-・・--・------------------------1・農地等取得蓑金創．．．．．．．．．．．．．
（昭30) 設
---・・・・-・・---------------------・-・・-・・・-・--・-・-・・・・・--・-・・・・--・-・--・---------------------------------

靡）1農業基本法制定I I 
1962 農地法改正、農

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

（昭?_d協法改正 I I 
1968 新都市計画法制----------------------------------------------------ー・・---

（昭43)定"" I農振法の制定 第2次批業構造改I
（昭44)
1970 農地法改正 __ I 善事業発足農地保有合理化促I
（昭45)農業者年金基金 進事業、農地移動
法制定 適正化あっせん事

業発足（米生産調

1974 
I ・ ・ 整対策発足）国七利用計画法 I・・・........ •·•••••·• ••·· •••••·•·• ·••• ·· 

（昭49)・制危1975 1 ·---· ·· ·····-· j —•--- -•· ·· ············••········ ··· 

（昭50)
製振法の改正

（昭52)
10, 1・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ..• 地域批政特別対策I
1978 
-----------------------------------―ーー事業発足＿――-・---------'----------------（水田利用再編対
（昭53) 策発足）新批業描

．． ． ．．．． ．． ．．造改善事業発足J ... 
掌） •••• ••••• ••••••• ••••• I農用地高度利用促進事業発足
,980 I農用地利用増進 I 
（昭55)法制定、農地法
I改正、農業委員
会法改正------------・-----------・・・-----------------------------・------------・-----------

1984 農振法改正・土 農用地高度利用促農地を守
（昭59)地改良法改正 進事業後期対策のり、有効利

発足
1985 
----・-------・----・----------------・・-------・---・-・--・-・--・--・-・-----・-・-----・---・ 用オ歪運動

地域戯政推進対策
（昭60) 事業の発足、経営

規模拡大資金創設
-----------------------------―→ -------・----・-------------------------------------1986 棉造政策推
（昭61) 進会議の設

-・--・-・・--・-・--------------・--・-・・------・-・-・---・-・・・・--・--・-・・・・・--・・・--・--・-・ 置．．．．．．．．．．．．．
1987 集落地域整備法 （水田農業確立対
（昭62) 策発足）農用地経

営規模拡大促進事
業の発足
新規就農ガイド事
業

動

農業委員会と土地利用

程
度
に
落
ち
込
み
、
特
に
甚
本
食
糧
で
あ
る
穀
物
は
わ
ず
か
に
三

な
か
で
も
飼
料
用
穀
物
は
二
貯
で
あ
る
。
野
菜
、
肉
、
た

二
苓
、
食
糧
の
自
給
率
は
、
昭
和
三
十
五
年
の
九
〇
貯
か
ら
、
七
〇
貯

こ
と
に
重
大
で
あ
る
。

あ
る
わ
が
国
の
農
業
を
守
り
育
て
る
農
業
委
員
会
の
責
務
は
、

ま

第
三
章

農
業
委
員
会
と
土
地
利
用

農
業
委
員
会

最
近
の
わ
が
国
の
農
業
情
勢
は
、
き
わ
め
て
き
び
し

い
も
の
が

あ
る
。
農
業
経
営
者
の
老
齢
化、

農
産
物
価
格
の
不
振
、
兼
業
化

ま
す
そ
の
度
を
増
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

危
機
的
状
況
に

の
進
行
、
と
り
わ
け
国
際
化
に
伴
う
国
外
か
ら
の
圧
力
は
、
ま
す
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第
78
表
農
地
移
動
の
状
況

（
単
位
：
a
)
 

謁眺測活8撚

＼
 

農
地
法
第
3
 
条
I
 
農
用
地
利
用
促
進
法

年
賃
貸
借
使
用
貸
借
所
有
権
合
計
i
賃
貸
借
等
所
有
権

A
 
ロ
計
う
ち
冒
闘

再
設
定

度
件
数
面
積
件
数
面
積
件
数
1
面
積
l
件
数
1
面
積
1
件
数
1
面
積
1
件
数
1
面
積
件
数
1
面
積
面
積
面
積
面
積

55 
17
1
 
527
1
 
12
1
 
I
 
978
1
 
102 
2
.
 
4
3
71
 叫
3,
942
1
 
I
 
4
8
 
1, 
594
1
 
I
 
I
 4
8
I
 
1
 1, 
594
1
 
I
 
I
 
1. 
594 

56 
I
 
4
1
 
144
1
 
10
1
 
776 I
 
115
1
2, 
081
1
 
1
2
9I
 
1
 3, 
001
J
 
65 
1, 
7
1
7
 
I
 
6
sJ
 1.
 
717
1
 
I
 
1
3,311 

I
 

57 
I
 
6
1
 
405
1
 ，
 791
1
 
so
)
 1.
 
4
3
91
 
95 
2, 
635
1
 
叫
1,
7
8
91
 
6
1
 
2
1
6
1
 
77
1
2,005
1
 

1
 s, 316 

5
8
 
I
 
s
!
 
2
8
9
1
 
24
1
2, 
0
7
0
1
 
I
 
83 
1, 
715
1
 
u
s
!
 4,074 

78 
2, 
0
0
4
1
 
7
1
 
157 
8
5
 2, 
161 
135
1
 
550 
6,927 

59 
＼
 
3
1
 
35 
31
1
 1, 
174 
90 
1,687 

124 
2, 
8961 
60 
1. 
844
1
 
31 
384 
63 
2. 
2
2
s
i
 
364 
5
3
9
 
8
,
6
1
6
 

I
 
3
1
 
113
1
 
20
!
 l, 9071 

79 
1, 
5
5
6
1
 
I
 
102 
3, 
576
1
 
I
 
683 

I
 2
2
 
683
1
 
2
7
2
 
6
6
9
1
 8,
6
3
0
 

60 
2
2
 I
 

61 
I
 
7
1
 
2
0
51
 
20
J
 1, 
6
6
61
 
叫
1,
656
1
 吋
3
,
5
2
7
6
8I
 
I
 
1
 2,
1
0
9
 
I
 
I
 6
8
I
 
[
 2, 
1091
 
9
0
2J
 1, 
961
1
 8, 
778 

62 
I
 20
!
 
5
1
7
1
 
21 
1, 6
7
81
 
621
1
,
3
1
7¥
 
103 
3
,
 
5
1
21
 
叫
1,
565
1
 
I
 
I
 61
1
 1, 565
1
1, 
124
1
1, 7591
 8, 5
8
4
 

計
I
 6
8
1
2, 2
3
5
1
 
14
7111, 0
4
0
1
 
6
8
5
1
3
,
 
8
8
8/
 
9
0
0
I
 
?
7, 
16
31
 
4
7
3
113, 3
0
51
 
161
 
2
5
7
1
 
4
8
9114
,
 
0
6
2
1
 2, 79
81
 5, 4
7
8
1
 8,584 
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第 3章 農業委員会と土地利用

〔
所
掌
事
務
〕

①

農

地
法
第
三
条
に
基
づ
く
売
買
に
よ
る
権
利
の
移
動
、
及
び

農
用
地
利
用
増
進
法
に
基
づ
く
賃
貸
借
な
ど
の
実
績
は
第
78
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

‘.l 
2
 

、,¥

農
地
法
第
四
条
、
第
五
条
に
よ
る
農
地
転
用

昭
和
五
十
年
代
ま
で
は
、
住
宅
建
設
そ
の
他
の
農
地
転
用
も

多
か
っ
た
が
、
経
済
低
成
長
時
代
と
な

る
に
従
っ
て
年
々
減
少

し
て
き
た
。
昭
和
五
十
五
年
か
ら
昭
和
六
十
一
年
度
累
計
で
四

二
六
件、

一二六

・
八
は
と
な
っ
て
い
る
。

⑥

農

地
あ
っ
せ

ん
事
業

農
産
物
価
格
の
不
安
定
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
生
産
調
整
な

ど
で
、
農
家
の
農
業
に
対
す
る
意
欲
は
減
退
し
、
老
齢
化
・

兼

業
化
に
よ
っ
て
農
地
の
譲
渡
希
望
は
あ
る
も
の
の
、
農
地
の
取

得
に
つ
い
て
は
ぎ
わ
め
て
消
極
的
で
あ
る
。
昭
和
六
十
年
度
の

実
績
は
七
件
、

一
八
二
Jvr
（畑）、

反
当
平
均
価
格
九

0
万
四

0

0
0円
と
な
っ
て

い
る。

④

農

地
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に

よ
る
標
準
小
作
料
は
第

79
表
、
標
準
農
作
業
賃
金
は
第
80
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

伺
農
業
者
年
金

農
業
者
年
金
制
度
は
、

「
農
民
に
も
サ
ラ
リ

ー
マ

ソ
並
み
の

年
金
を
」
と
い
う
、
全
国
農
家
の
強
い
要
請
に
よ
っ

て、

昭
和

第79表 小作料の標準額

（単位： LO a当たり円）

田 畑
期 間

I I 甘藷単作1盆ば合 1ほ場整備悶整鷹 I似覧上 中 下

昭46.5~50. 3 9,600 6,500 4,600 

11 50. 4~53. 3 15.000 13,000 11,000 ！ 
5,000 12,000 

11 53. 4~56. 3 16,000 14,000 12,000 6,000 12,000 

II 56. 4~59. 3 18,000 16,000 14,000 15,000 
11,000 8,000 42,000 
12,000 

11 59. 4~62. 3 19,000 17,000 15,000 15,000 12,000 42,000 

11 62. 4~65. 3 19,000 16,000 13,000 I 15,000 12,000 42,000 
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第
8
0
表
標
準
農
作
業
賃
金

遷眺拙活8踪

昭
和
6
2
年
度
殷
作
業
標
準
賃
金

I
 

近
年
の
推
移

作
業
名
1
標
準
額
I
摘

要
I
 55年
I
_5
6
年
I
5
7
年
I
5
8年
I
5
9
年
i
6
0
年
1
6
1
年

田
植
人
夫
賃
3
,
6
0円0
 
1
日
当
た
り
昼
食
な
し
接
男
女
待
同2
0額0
円
程
度
I1
 
3
,
0
0
0
 
3
,
2
0
0
 
3, 
4
0
0
1
 
3
,
4
0
0
 
3
,
4
0
0
 
3, 
4
0
0
1
 
I
 
3
,
6
0
0
 

耕
初
田
～
代
か
き
1
7
,
0
0
0
 
1
0
a
当
た
り

/
 11, so~

j 
1s, o
o
o
l
 16, o
o
o
 
16, o
o
o
 
16, o
o
o
j
 16, o
o
o
l
 11. o
o
o
 

起
初
田
の
み
7, 
4
0
0
I
 
・I
 10 a
当
た
り

5
,
0
0
0
 
6, 
0
0
0
 I
 
I
 7
,
0
0
0
 I
 
I
 
7, 
0
0
0
 I
 
I
 
7
,
0
0
0
 I
 
I
 
7
,
0
0
0
 
7
,
4
0
0
 

田
植
機
賃
料
I
8, 
o
o
o
l
 10
 a
当
た
り

6
,
8
0
0
 I
 
I
 
7, 
o
o
o
i
 
7. 
5
0
0
 

I
 
7. 
s
o
o
i
 
7, 
5
0
0
1
 
8
,
0
0
0
 

7
,
5
0
0
 I
 

稲
刈
機
賃
料
I
9
,
6
0
0
 
1
0
 a
当
た
り

I
 s, 
o
o
o
!
 
8, 
5
0
01
 
9, 
o
o
o!
 
I
 
I
 
9, o
o
oJ
 
9
,
6
0
0
 

9
,
0
0
0
 I
 
9
,
0
0
0
 I
 

茶
摘
採
人
夫
II
 
3
 6
0
0
 
接
時
間
当
た
り
4
5
0
円
昼
程
食
度
な
し
男
女
同
額
3, 
o
o
o
l
 
I
 
3
,
2
0
0
 
3
,
3
6
0
 
3
,
4
0
0
 
3, 
4
0
0
I
 
1
 
3, 
4
0
0
I
 
1
 
3
,
6
0
0
 

＇ 
待
料
別
に
2
0
0
円

ハ
サ
ミ
動
力
摘
5,0I 00
 

4
,
6
0
0
 
5
,
0
0
0
 
4
.
8I
 
0
0
 
4
,
8
?
 ゚I
4,8I 00
 
4
,8
0
0
男
5
,
0
0
0

作
同

上
し
し

5
,
5
0
0
 

5
,
2
0
0
 
5
,
2
0
0
 
5
,
2
0
0
 
5
,
2
0
0
 
5
,
5
0
0
 

業
動
力
摘
補
助
者
I
4
,
1
0
0
 

同
上

I
 
I
 3
,
5I00 o
 
I
 
3
,
9
0
0
 
3
,
9
0
0
 
3, 
9
0
0
 女
4, 
1
0
0
 

3
,
2
0
0
,
 

3
,
8
4
0
I
 
,
 

I
 
3, 
7
0
 

畑
耕
起
賃
料
4
 8
0
0
 
ほ
場
基
整
準
備
地
1
0
a
当
た
り
、
ロ
ー
ク
リ
ー
I1
 
I
 
4,0I 00
 

1
 
I
 
4
,
5
0
0
 I
 
I
 
4
,
5
0
0
 

4
,
0
0
0
 I
 

4
,
5
0
0
 
4
,
5
0
0
 I
 

4
,
8
0
0
 

＇ 
を
と
す
る

4
,
3
0
0
 
4
,
5
0
0
 

I
 

料
4
8
0
1
 
1
3
0
k
g
入
1
0
袋
ま
で

I
 
4100 

4
t゚
I
4
?
0
 I
 
4
?
 ゚I
4
?
 ゚I

脱
穀
賃

3
0
0
 I
 

4
8
0
 

4
3
0
 

11
袋
以
上

3
5
0
 I
 
3
5
0
 
4
0
0
 
4
0
0
 
4
0
0
 
4
0
0
 
4
3
0
 

一
般
農
作
業
4
,
8
0
0
'
 

4
 ,
 5
 00
I
 
女男
4
 ,
 
8
 00
 

I
 
1
日
当
た
り
昼
食
な
し
接
待
料
別
に

4,5000 0
 I
 
4
,
5
0
0
 I
 
4
,
5
0
0
 

3
,
6
0
0
 

2
0
0
円
程
度

3
,
4
 
3
,
4
0
0
 
3
,
4
0
0
 
3
,
4
0
0
 
3
,
6
0
0
 

I
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第 3章 農業委員会と土地利用

四
十
六
年
一
月
に
発
足
し
た
。
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定
を

は
か
る
と
と
も
に
、
農
業
経
営
者
の
若
返
り
や
、
相
続
に
よ
る

農
地
の
細
分
化
の
防
止
、
経
営
の
規
模
拡
大
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

①
加
入
対
象
者

④
当
然
加
入
被
保
険
者
11
本
人
名
義
の
農
地
等
の
面
積
が

五
〇
叶
以
上
の
農
業
経
営
者

＠
任
意
加
入
被
保
険
者
11
本
人
名
義
の
農
地
等
の
面
稿
が

――-0
叶
以
上
五
〇
吋
未
満
で
、
年
間
の
農
業
労
働
時
間

が
七

0
0時
間
以
上
の
農
業
経
営
者

②
年
金
の
種
類

①
経
営
移
譲
年
金
11
本
人
名
義
の
農
地
を
譲
渡
ま
た
は
貸

付
け
て
、
農
業
経
営
を
廃
止
し
た
場
合
に
支
給
。

＠
農
業
者
老
齢
年
金
11
経
営
移
譲
に
関
係
な
く
、
六
五
歳

か
ら
終
身
支
給
。

◎
一
時
金
11
保
険
料
納
付
済
期
間
が
三
年
以
上
で
、
脱
退

向
上
に
資
す
る
た
め
、
昭
和
五
十
四
年
六
月
に
溝
辺
町
農
業
者

年
金
受
給
者
会
を
設
立
し
た
。
設
立
当
時
の
会
員
は
二
五
名
で

本
町
に
お
い
て
も
、
本
制
度
の
拡
充
強
化
、
受
給
者
の
生
活

ま
た
は
死
亡
し
た
と
き
支
給
。

あ
っ
た
が
、
昭
和
六
十
年
一
四
三
名
、
昭
和
六
十
三
年
一
九
四

名
と
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。

⑮
農
地
銀
行
の
設
置
（
溝
辺
町
農
地
銀
行
設
置
規
程
）

①
昭
和
五
十
七
年
九
月
一
日
設
置

②
目
的
農
用
地
利
用
増
進
事
業
を
中
心
に
、
各
種
農
用
地
流

動
化
施
策
の
総
合
的
な
活
用
を
は
か
り
、
作
付
地
の
集
団

化
、
農
用
地
の
有
効
利
用
及
び
流
動
化
の
推
進
並
び
に
農
用

地
の
適
正
な
管
理
を
一
元
的
に
行
う
た
め
、
農
地
銀
行
を
設

置
し
、
農
業
の
規
模
拡
大
と
地
域
農
業
の
振
興
に
資
す
る
も

の
と
す
る
。

③
業
務

農
地
銀
行
は
、

第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

次
の
業
務
を
行
う
。

①
農
地
流
動
化
の
啓
発
普
及

＠
農
地
の
流
動
化
、
作
付
地
の
集
団
化
、
農
作
業
の
改
善
、

農
作
業
の
受
委
託
等
の
掘
り
起
こ
し
運
動

◎
農
用
地
等
の
貸
借
、
経
営
受
委
託
及
び
売
買
な
ど
を
希
望

す
る
農
用
地
及
び
農
家
な
ど
の
登
録
、
あ
っ
せ
ん

◎
利
用
権
設
定
等
が
行
わ
れ
た
農
用
地
な
ど
の
管
理

⑮
農
用
地
の
利
用
状
況
の
実
態
調
査

◎
農
用
地
の
流
動
化
及
び
有
効
利
用
に
関
す
る
情
報
交
換

214 



第 3部 産 業

編

10代(50~53年） 9代(47~50年） 店

米 米 会
丸 丸

夫 夫 長

山 野吉今重蔵 蔵大山 士今最
下間 森園 園山下口悶勝

武 重峰吉 満幸
範雄 徳夫 幸夫平＝武範近衛

直 委

東末 竹丸大 東 二未 横丸
郷永下山 山 郷見永山山

正睦 正
正美旺忍乎 正忠 美栄忍

住吉 村野重 向住吉 村森 員
田問丸 井田田

田
戟 哲勝三 雅戟 哲熊清
熊 二美 郎 成熊二

I 

歴
代
農
業
委
員
（
昭
和
四
十
七
年
以
降
）

第30図 貸手の事由別内訳

高齢化による耕作不能なた
め、貸し付けたものが大半を占
め、次に兼業化縮小となってい
る。今後も、この煩向は続き、
借り手の経営限度を越えた貸し
手農家の農地が出てくる可能性
がある。

第31図 借 り手農家の経営
規模別内訳

l-2ha 
24件
51% 

R
農
用
地
等
の
流
動
化
及
び
有
効
利
用
に
関
す
る
機
関
団
体

等
と
の
調
整

野菜農家が全体の30%で、つ
いでたばこ、茶であり、特に野
菜では、土地利用型の重砿野菜
が主であることが推測される。

R
そ
の
他
農
用
地
等
の
流
動
化
及
び
有
効
利
用
に
関
す
る
事

項
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第 3章農業委員会と土地利用

14代(62年～） 13代(59~62年） 12代(56~59年） 11代(53~56年）

鷹 蔵 蔵 米
園 園 丸

幸 幸
薫 夫 夫 夫

国本吉 長蔵重
生 野園森

長住吉今重 竹
野 吉森 下

松中吉今重中
田山 森馬

重未 吉今重蔵
森重 森園

政東政春幸道
ー司 夫雄

春二峰吉 道睦
政 夫雄旺

一秀峰吉 道隼
夫夫 雄人

忠峰吉 満幸
薫男 徳 夫

岩野 内 岩 剥 本 吉未森重堂 追八堂丸住吉 追中竹丸大
元村村元 岩 吉満 重 平 烏木平 山 鳥馬 下山山

秀 正秋重 東圃忠 光雄 美智鉄光 二 美智隼睦 三

則恵司夫男 司次男薫 男矢雄忍夫 男人旺忍平

田重山 春 重会土重松徳海 海吉竹上 重 八野未
畑丸下田 丸巴分森田重老 老満下原 丸木間永
丁原 原

泰健勝 健ま味一貞春 春 園睦正 三 鉄勝正
己三義忍 三ご男夫利規 規次旺大 郎矢実 美
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ま
た
宅
地
は
、
空
港
関
連
も
あ

っ
て
年
次
的
に
増
加
し
、
昭
和

四
十
五
年
の

一
―
―
―
―
―
ゥ
”
か
ら
、
昭
和
六
十
年
に
は
一

九
七
ゅ
り
と
増

加
し
て
い
る
。

耕
地
の
変
化
を
地
目
別
に
み
る
と
、
水
田
に
つ
い
て
は
、
昭
和

四
十
五
年
の

三一

四
は
が
、
米
の
生
産
調
整
と
も
関
連
し
て
、
昭

和
五
十
年
に
は

二
六
五
ゥ
”
に
減
少
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
五
年
に
は

二
六
ニ
ウ
々
と
減
少
傾
向
で
推
移
し
た
。
し
か
し
米
の
生
産
調
整
な

ど
の
一
部
緩
和
に
と
も
な
い
、

昭
和
六
十
年
に
は
三
二

四
店

（地

本
町
の
農
用
地
面
積
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
一
四
五
六
ゥり
で

あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
は

ニ――
八
八
ゥり
と
、
六
八
拉
も
減
少

し
た
。
昭
和
五
十
五
年
に
は
、
や
や
増
加
傾
向
と
な
り
、
八
ゥり増

の
一
三
九
六
ほ
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
六
十
年
に
は
五
八
ウ
り
増
加

の
一
四
五
四
ゥ
り
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
反
し
、
山
林
原
野
は
、
昭
和
四
十
五
年
の
四
四
三
―
――ゥり

か
ら
経
年
的
に
少
し
ず
つ
減
少
し
、
昭
和
六
十
年
に
は
、
昭
和
四

十
五
年
対
比

――

四
ゥ
り
減
少
し
て
、
四
三一

九
捻
と
な

っ
て
い

る
。

土
地
利
用
の
変
遷

註
が
、
昭
和
五
十
年
八

三
ニ

・
五
は
、
昭
和
五
十
五
年
八
三
一
言
”

と
減
少
し
た
が
、
昭
和
六
十
年
に
は
八
四
八
17”
と
昭
和
五
十
五
年

を
一
六
註
上
回
っ
た
も
の
の
、
昭
和
四
十
五
年
の
水
準
ま
で
に
は

も
ど
っ
て
い
な
い
。

樹
園
地
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
の
二
ニ
ハ
？
り
か
ら
、
昭

和
五
十
年
二
八
―
―•
五
ゥ
り、

昭
和
五
十
五
年
一
一
八
―
―
ウ
り
と
増
加
傾

向
で
推
移
し
、
昭
和
六
十
年
に
は
二
五
四
は
と
な
り
、
昭
和
四
十

五
年
に
比
べ

三
八
店
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
近
年
の
観
光
農

業
に
よ
る
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
な
ど
の
増
園
や
、
暖
地
リ
ン
ゴ
な
ど
の

植
栽
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

農
地
の
転
用
面
積
に

つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
昭

和
六
十
年
ま
で
に
五

ニ
・
五
九
店
の
転
用
面
積
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
田
八
・
七
八
ゥ
り、
畑
四
一
―
-
•

八
一
捻
の
転
用
で
あ
る

。

こ
の
内

訳
は
住
宅
店
舗
用
地
に
一
五

・0
1長
砂
、
工
場
用
地
に
ニ
・
八
一

註
、
学
校
、
公
園
等
の
公
共
施
設
用
地
に

0
•

五
―
―
―
は
、
そ
の
他

建
物
施
設
用
地
と
し
て

三

・
一ウり
、
植
林
用
地

二
八

．

o-
ウ”
‘

そ
の

他
―
―
-
•

―
―
ウ
て
と
な
っ
て
い
る。

年
次
別
転
用
面
稼
は
、
昭
和
四
十
五
年
一
四

・
八
四
ゥ
り
で
あ
っ

畑
に
つ
い
て
は
、
水
田
と
同
様
に
、
昭
和
四
十
五
年
の
九
一
八

藉
調
査
に
よ
る
）
と
増
加
し
た
。
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た
が
、
昭
和
五
十
年
に
は
四
・
六
四
ゥ
り
と
減
少
し
昭
和
五
十
五
年

に
は
一

0
・
九
六
は
と
増
加
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
五
年
以
降
は

年
次
ご
と
に
減
少
傾
向
で
推
移
し
、
昭
和
六
十
年
に
は
ニ

・
七

一

註
と
、
昭
和
四
十
五
年
の
約
五
分
の
一
に
減
少
し
て
い
る
。
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ふミ、.,
、-.. 

日

ほ

場

整

備

土
地
基
盤
の
整
備

第
四
章

見事に整備されたほ場

土
地
改
良
と
水

整
備
の
う
ち
、
要
整

田
面
積
の
四
宕
に
す

ぎ
な
い
。
ま
た
、
未

計
画
対
象
地
域
の

農
地
総
面
積
は
、

一

二
九
四
ゥ
り
で
、
田
一――

一
六
ゥ
り
、
畑
七

一
六

は
、
樹
園
地
二

三
四

註
お
よ
び
採
草
放
牧

地
二
八
lfIVy
か
ら
な
っ

て
い
る
。
水
田
の
ほ

場
整
備
は
、
整
備
済

み
が
ニ
―
―
ゥ
り
で
、
水

（町耕地課資料）

備の水田は二七五店で、残りの四九店の水田は、整備不

農業県業地士県業地農土県農事非農事業補非助事迫善事業集落 り拠
用 単域地営域用地営用業補助 用 業田 ＾点 事

地 土 典改良畑 政農整:地造改良畑地 地 等整備 塁 B地
造地政地 地造土造土 業誓型ッ区 業

成改整事帯総 成事帯成事業 地成地 村づ
事良備業 事業業総 改良事業改特別 備撒 名
業事事合 合 良 改＜

ほ農備畑
// 農 II 水 >// 

” 
II // 
場地

地//
” ” 総 地 田

整造 造
喜誓

メロ
成 容備成 整

四
事五七

三五 六 三〇 七四四三 五 五
業

ノ‘
量

゜
- 0 五 〇八五〇七 七＝

゜
ノ＼

ha 

五 五五 四三

塁ノ‘ 五一
〇I 四I I ＼ I 

霊五 五五 ノ.‘ 五五六四四 四三 /, 五 五
七 七七

゜
六七〇八＝一五

゜
ノ＼ 五

十
備小 西栗 竹 深 三 ：：：：：高笹 柿宮 竹 木 塁贋 子 塚 木迫 川 考原 中 原 田縄原松畑 内 山 場 附

ほ
場
整
備
事
業
一

覧
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第 4章 土地改良と水

整備された水路

能な小団地や棚田となっている。

畑地の整備状況は、普通畑八四八ゥりのうち、五ニ・九

貯に当たる四四八・九はが整備済みで、残り一―――――九・一

店が未整備となっている。

樹園地は、二五四ゥりのうち、整備済みは二三ニ・八ゥ”

で、整備率は九一・七貯となっている。未整園の面積は

二―・ニはである。また、牧草地の三六店については一

00貯整備済みとなっている。

// t, II // 巳， 
ん

畜

靡嬰，，□ 圧I ＇ ” 
已呂→ 万

i 田 場 月
田

排 用
田

排 用
水 羞 水 水

ヵヽ
II // // ん 事
L L L L L Lが
II II II II II IIし、 業
ノ．‘ 四 七 四面
五

゜
三積

八四ノr‘,一-五六ー ノ＼ 量
mha 竺四坦mha mha mha 

九

喜ゞ円／費
七 四
八 九

゜五 五

S 五 五＼五五五［実
五四 五八八九
四 ノ．‘ 

口
用
水
施
設
整
備

基
盤
整
備
が
な
さ
れ
た
地
区
で
は
、
用
排
水
路
は
、
併
行
施
行

さ
れ
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
特
に
本
町
は
、
畑
作
地
帯
で
あ
る

が
、
シ
ラ
ス
土
壊
な
ど
の
特
上
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
利
水
の
便

が
乏
し
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
営
農
に
支
障
を
来
す
こ
と
も
多

く
、
干
ば
つ
時
に
は
、
多
大
の
被
害
を
受
け
て
い
た
。

こ
の
た

め
、
県
営
十
三
塚
原
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
を
、
ま
た
竹
子

原
に
つ
い
て
も
県
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
を
実
施
し
、
約

-
0六
六
は
の
畑
地
か
ん
が
い
を
実
施
す
べ
く
、
鋭
意
努
力
中
で

あ
る
。

一
方
水
田
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
な
整
備
が
実
施
さ
れ
た

の
み
で
、
ほ
と
ん
ど
が
ま
だ
未
整
備
で
あ
る
。

用
水
施
設
整
備
事
業
一
覧
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+
―
―
一
塚
原
台
地
は
、
鹿
児
島
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
加
治

木
、
溝
辺
、
隼
人
の
三
町
か
ら
な
り
、
東
西
約
六
•

五
様
、
南
北

約
―
-
．

0
遠
標
高
ニ
―

0
ー
三
o
o
:
:
:
~

に
開
け
た
一

0
の
畑

台
地
か
ら
形
成
さ
れ
、
古
来
先
達
が
営
々
と
し
て
開
拓
し
、
生
産

と
生
活
の
拠
点
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
台
地
に
は
谷
間

を
流
れ
る
小
河
川
が
あ
る
の
み
で
水
量
が
乏
し
く
、
生
活
用
水
も

容
易
で
な
く
台
地
に
水
を
求
め
る
夢
を
抱
き
つ
づ
け
な
が
ら
藩
政

時
代
の
段
溝
、
溜
池
の
構
築
、
木
場
用
水
路
な
ど
に

み

る

よ

う

に
、
水
田
用
水
に
は
か
な
り
の
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
が
、
台
地

（→ 

農
地
の
排
水
は
、
宇
曽
ノ
木
川
、
網
掛
川
、
崎
森
川
な
ど
に
よ

っ
て
、
加
治
木
町
、
隼
人
町
な
ど
を
経
て
錦
江
湾
に
自
然
排
水
さ

れ
て
い
る
。
水
田
地
帯
は
、
こ
れ
ら
の
河
川
の
谷
間
に
介
在
す
る

棚
田
が
多
く
、
洪
水
時
に
は、

浸
冠
水
被
害
や
、
土
砂
流
入
に
よ

る
埋
没
被
害
も
多
い
。
小
規
模
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
る
。

県
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業

十
三
塚
原
地
区

伺

排

水

施

設

上
の
農
業
用
水
の
開
発
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

昭
和
四
十
七
年
新
鹿
児
島
空
港
の
開
港
を
前
に
し
て
営
農
計
画

の
見
直
し
を
迫
ら
れ
、
将
来
食
糧
供
給
基
地
と
し
て
新
し
い
農
業

の
主
要
産
地
確
立
の
た
め
、
県
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
に

よ
り
、
宇
曽
ノ
木
川
水
系
竹
山
に
ダ
ム
を
築
堤
し
て
台
地
に
埠
水

す
る
計
画
を
立
て
た
。
空
港
関
連
と
し
て
県
当
局
の
積
極
的
な
支

援
も
あ
り
、
昭
和
四
十
九
年
採
択
、
同
年
着
工
の
運
び
と
な
っ

た
。
こ
の
地
域
は
昭
和
二
十
九
年
か
ら
昭
和
四
十
一
年
ま
で
農
地

保
全
事
業
（
特
殊
土
推
地
帯
に
お
け
る
農
道
、
排
水
路
整
備
事
業
）

と
し
て
四
三
四
二
屈
施
行
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
九
年

か
ら
昭
和
四
十
一
年
の
一
ニ
カ
年
計
画
で
第
一
次
構
造
改
善
事
業
と

し
て
一
四
一
―
-
•
九
ゥ
”
に
つ
き
圃
場
整
備
及
び
換
地
計
画
が
実
施
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
十
三
塚
原
台
地
の
総
合
主
産
地
形
成
と

空
港
建
設
に
伴
う
経
営
安
定
と
食
糧
供
給
基
地
と
し
て
指
導
的
役

割
を
果
た
す
事
業
と
し
て
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
三
十

一
日
国
へ

申
請
し
、
県
営
十
三
塚
原
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
と
し
て
認

可
さ
れ
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
着
工
の
運
び
と
な
っ
た
。
主
な

概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1

事
業
の
概
要

こ
の
事
業
は
、
新
鹿
児
島
空
港
建
設
に
伴
い
、
空
港
周
辺
台
地
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受
益
面
積
及
び
受
益
戸
数

i区
分
溝
辺
町
＿
隼
人
町
一
加
治
木
町

区
分面
積

ho

五
七
0

二
五
一
―
―
―
―
―
―
―
-
、

0
四
四

受

益

戸

数

六

八

五

二

0
四
l

二
九
〇
一

、
一
七
九

整備された農道

計

予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
農
民
の
強
い

要
望
に
よ
り
、
空
港
建

設
に
協
力
す
る
代
償
と

し
て
、
畑
地
か
ん
が
い

を
主
軸
と
し
た
総
合
的

な
開
発
に
よ
り
、
農
業

構
造
を
抜
本
的
に
改
善

し
、
地
域
農
業
の
発
展

に
よ
る
農
民
の
生
活
安

定
と
向
上
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

り

事
業
地
域

姶
良
郡
加
治
木
町
、
溝
辺
町
、
隼
人
町

③
 

（
通
称
十
―
―
一
塚
原
）
の

営
農
に
大
ぎ
な
影
響
が

作
物
消
費
水
量
1
1

-
•
五
！
四
．

o

緑
／
日

l
 

—
一
水
源
ダ
ム

畑
地
か
心
ー

ー
が

い
事
業

揚

水

ポ

ン

プ[：
]ーー一□
7701

ニ

畑
か
ん
対
象
面
積

A
1
1
九
三
六
ゥ
”

事
業
の
基
本
計
画

間
断
日
数
六
日

ヽ
ー
、3
 

，
 

基
本
計
画
と
し
て
は
次
に
示
す
四
つ
の
事
業
を
同
時
に
総
合

的
に
実
施
す
る
。

①
畑
地
か
ん
が
い
事
業
：
・・:
・：・・
・・・・・・
・・
・
・
九
三
六
は

②
茎
幹
農
道
事
業
：
・・:・:・・
…
・:・―

―-
、
九
九
〇
屈

③
区
画
整
理
事
業

：
·
…
·
:
·
…
…
…
·
…
…
•
六
五
九
ゥ
り

④
農
地
保
全
事
業
・・
…
…
．．．
．．
．．．．
．
 一
五
、
二
五
五
屈

④
畑
地
か
ん
が
い
機
構
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(5) 主要工事

水源ダム

種 目 1数
量｀

目数 最種 目 I数 紐

型 式
傾斜コア型

型式
自然溢流式

型 式 摂貼馬蹄形ロックフィル プ（側）水路タイ底
ダム 洪

長 (2R型）300m 堤 高 54.5m 計画雨鎚 144mm/ nr・1/ 樋

ザ疋； 炉ノe' 水 流出率
100 X 1. 2 

質 ＼ 安灰岩山岩、角礫凝長 163. Om 0.8 地

堤体積 851. 000 m' 吐 計画流籠 467. Om'/ S Iグラウト
基礎処理 ,f,=25,379 Om 

堤頂標高 E L203. 8m II寸ナ 溢流堰長 56.5m 仮排水路 I.e=349.o 
満水面高 E L198. 2m 敷標高 E L.198. 2m プ卜ランケ ッ 左岸,f,=185. Om 

体総貯水星 2,207. 千面
取 型 式 斜 樋 流域面積 l 10. 53km2 

有効貯水最 1,937. 千m'水 取水祉 1,348面/S 満水面積 15. 3ha 
有効貯水星

設
198. 2m~l72 2.3 備 取水位

利 用回数 l堤体積 .2m 1. 7回

揚水ポンプ

種 目 I 仕 様

機場建家 鉄骨PC板造り 25. Om X 10. Om X 7. 54m 

ク レー ン／ 天井走行クレーン3.5ton 

ボンプ型式 横軸両吸込多段渦巻ポンプ

全 揚 程 Ho=186 60m 

実 揚 程 Ha=I78. 20m 

管路流蜀 28.68面/min(9. 56面/minx3台）

管路流速 Vo=l.245m/sec 

ポ‘ノプ回転数 N0=1750vpm 

ボンプ効率 刀=O.71 

電動容羅 460KWX 3台

電動機型式 横軸捲線解放防滴保護型

ポンプロ径 D =300mm 

送水管及びファームポンド

種 目 I 仕 様
1 送水管
管 種 ダクタイル祷鉄管 (2種、 2.5種、 3種）
管 径 D=70Qrnrn 
管路流量 Q=28. 68而/min
2 ファームボンド

型 式 RC構造
容 量： V=27500m' 
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怜7磁ぢ華廿

(6) 
事
業
費

総
量

昭
和
61
年
度
ま
で
進
度
昭
和
6
2
年
度

1I 
巣
加
昭
和
6
咋
度
以
降

種
別
事
業
量
1
事
業
費
事
業
盤
事
業
費

事
業
星
＼
事
業
費
進
度
事
業
量
事
業
費

％
 

ダ
ム

1
9
3甚6
h
a
 

5,908, 6
9
81
 
1
 
基
5
,
5
0
8
,
6
9
8
 
93 
管
理
道
：
各:J

2
0
5
,
4
3
0
 
9
7
 
管
理
道
路
1
9
4
,
5
7
0
 

1
,
0
2
0
 a
 

畑
か
ん

3
,
3
5
7
.
9
5
7
 
6
.
9
h
a
 
1
,8
0
5
,
1
8
8
 
5
3
 
2
3
 

9
5
0
,
3
1
5
 
8
2
 
6
9
l
h
a
 
6
0
2
,
4
5
4
 

小
水
力
発
電
1
 
基

1
3
8
,
0
0
0
 
1
 
基

llO, 910 
8
0
 
機
械
上
据
付屋

2
6
,
2
5
5
 
9
9
 

8
3
5
 

基
幹
農
道
21. 9
9
0
m
 
1634
,5
7
0
 
15, 4
5
1
m
 
1
,
4
9
9
,
5
7
2
 
91 
3, 
0
7
7
m
 
6
8
,
8
2
0
 
9
6
 
3, 
4
6
2
m
 
6
6
,
1
7
8
 

区
画
整
理

659hmaI
 
!
 
'
 
1
,
5
7
7
,
0
7
4
 
5
7
9
h
a
 
1
,
4
9
7
,
0
7
4
 
9
5
 
排
水
路

2
5
,
1
0
0
 
97 

5
4
,
9
0
0
 

1. 
3
3
2
 

農
地
保
全
1
5
,
2
5
5
 
5
1
7
,
7
2
7
 
10, 0
9
6
m
 
4
4
0
,
7
2
4
 
8
5
 

7
7
,
0
0
3
 

用
地
買
収
補
償
費

5
6
6
,
1
9
7
 

4
3
8
,
5
4
2
 

3
2
,
0
0
0
 

9
5
,
6
5
5
 

換
地
費

1
3
9
,
0
4
6
 

]
2
9
,
0
4
6
 

1
0
,
0
0
0
 

機
械
器
具
費

1
8
0
 

1
8
0
 

測
量
試
験
費

5
7
5
,
7
2
2
 

4
9
7
,
6
9
6
 

3
5
,
0
0
0
 

4
3
,
0
2
6
 

、晋白
繕
費

7
,
7
0
0
 

7
,
7
0
0
 

工
事
雑
費

181.i>
I
 

1
4
7
,
2
7
0
 

1
5
,
0
8
0
 

1
8
,
7
7
9
 

（
小
計）

14,604, 
1
2
,
0
8
2
,
6
0
0
 

1. 
3
5
8
,
0
0
0
 

1
,
1
6
3
,
4
0
0
 

事
務
費

867, 
7
1
6
,
4
9
4
 

8
2
.
 
7
 

81, 4
8
0
 

6
9
,
9
8
3
 

（
合
計）

15,471, 
1
2
,
7
9
9
,
0
9
4
 

1. 
4
3
9
,
4
8
0
 
92 

1
,
2
3
3
,
3
8
3
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第 3部 産 業 編

各事業別、各町別受益面積及び事業量

＼町、＼事名業＼種＼目 畑地かんがい 区画整理 農
(道m) 農地保(全m) (ha) (ha) 

加治木町 195.8 125.0 3,992.0 2,012,00 

溝辺町 484.2 379.0 12,277.0 7,449.10 

隼人町 197.4 108.0 8,029.4 3,420.80 

計 877.4 612.0 24,298.4 12,881.90 

名 称 I 効 果 I 備 考

作物純益額 254,608千円［畑かん事業
営農労力節減額 I 44, 105 // 区画整理事業

走行費用節減額 I 56,030 II I 基幹農道事業

維持管理節減額 △ 29,540 // 各種施設

被 害減 少額 33. 713 ,, I 農地保全事業

純 益 計 I 358, 916 // 
- -- —- . 一

(7) 

事業効果（計画時点）
1 国 費 1 県 費 地元負担(%1

昭和56年度まで 1 50 I 30.25 19. 75 

昭和58年度まで 50 I 30 20 

昭和60年度まで 1 50 I 29. 75 I 20.25 

昭和61年度以降 50 29.50 I 20.50 

⑧

工

事

期

間

昭

和

49
年
度

1
平
成
3
年

度
（
予
定
）

⑨

補

助

率
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スプリンクラーによるかん水

昭
和
四
十
九
年
事
業

着
工
以
来

二
二
年
を
経

過
し
た
畑
総
事
業
も
、

関
係
機
関
の
協
力
と
組

合
員
の
理
解
に
よ
り
幾

多
の
問
題
を
乗
り
越
え

て
推
進
が
は
か
ら
れ
、

延
べ
約

―
二

八
億
円
も

の
事
業
費
を
費
や
し
、

約
八
三

・
七
貯
の
進
捗

と
な
り
、
ダ
ム
及
び
関

連
施
設
、
並
び
に
幹
線

バ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
工
事

が
お
よ
そ
完
了
し
た
。
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
は
末
端
配
管
の
エ

事
が
計
画
さ
れ
、
次
年
度
は
い
よ
い
よ
台
地
に
通
水
さ
れ
る
記
念

す
べ
き
年
に
な
る
予
定
に
な

っ
て
い
る
。

2

年
度
別
事
業
費
の
推
移
（
進
捗
状
況
）

第81表 年度別事業費の推移 （単位 ：千円）

事業年度，I I 49 I 50 I 51 I 52 I 53 I 54 I 55 

単年度事業費 83,600 249, 756 361, 460 I 857, 678I I 1. 038, 800 I 976, 260 1. 00, 000 

累計 事業費 83,600 333, 356 I 694, 816I 1, 552, 494 2, 591. 294 I 3, 567, 554 4,574,554 

事業年度l56 I 57 I 58 I 59 I 60 I 61 

洋年度事業費 1,091.80011,166,000 1,277,300I I 1,499,900 1. 590,000 1,599,540 
累計事業費 5,666,3546會832,354 8,109.654 9會609.554 11. 199,554 12. 799,094 
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委

員

役

事
業
推
進
の
状
況

事
業
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
営
農
対
策
を
担
当
す
る
十
三
塚
原

畑
か
ん
営
農
推
進
本
部
と
、
事
業
推
進
を
担
当
す
る
十
三
塚
原
畑

総
推
進
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、
さ
ら
に
具
体
的
取
組
み
の
た

め
、
十
三
塚
原
畑
か
ん
営
農
推
進
本
部
幹
事
会
、
十
三
塚
原
畑
総

推
進
連
絡
協
議
会
幹
事
会
を
組
織
し
て
本
事
業
の
円
滑
な
推
進
と

そ
の
成
果
を
は
か
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。

3
 

村

田

哲

二

山

元

静

彦

福

元

岩

雄

豊

田

義

徳

橋
口
省
―
―
―

川

原

昭

光

福
山
幸
農
夫

職

氏

本

部

長

有

馬

副

本

部

長

浜

崎
東

溝
辺
町
農
協
長

隼
人
町
農
協
長

加
治
木
町
農
協
長

加
治
木
農
林
事
務
所
長

加
治
木
耕
地
事
務
所
長

加
治
木
農
業
改
良
普
及
所
長

国
分
農
業
改
良
普
及
所
長

国直四
雄哉郎 I名

加隼 溝
治人辺
木町町
町 長長
長

公

職

（昭
和
六
十
年
六
月
現
在
）

十
三
塚
原
畑
か
ん
営
農
推
進
本
部

職

氏

名

＿

公

職

溝
辺
町
長
、
十
一
二
塚
原
土
地
改

長
一
有
馬
四
郎
＿
良
区
理
事
長

副

会

長

東

国

雄

加

治
木
町
長

浜

崎

直

哉

隼

人

町

長

委

員

野

間

重

雄

溝

辺

町
議
会
議
長

下

猶

篤

男

加

治

木

町

議

会

議

長

瀬
戸
口
武
彦
隼
人
町
議
会
議
長

会 役

十三塚原畑総推進連絡協議会

（昭和六十年六月現在）

顧

監事

問

下瀬野笹藤 溝 蔵田蔵 有
猶戸間田田口 満ノ園 馬
ロ 上
篤男 武重昭嘉宏 洋幸 四
彦雄人則ニ 一繁夫 i郎

加隼溝県 議県議県 加隼溝I+
治人辺農政 治人 辺 三

木町町 会議 会 木町町塚
町議議部 議 町 農農原

議会会議議会長員員 農業業委 業委
土
地

議長長
委 ム員コズ ノ員云

改
長

会員 長長
良
区

長 理
事
長
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一児玉屑一隼人町耕地課

幹 副 ム云 役

， 云
事 長 長 職

右山
東安楽 胄氏元

J中しハ 鷹誓 久義 行 名

溝 加隼 溝
辺 治人 辺
町 木町 町 公
耕 町農 靡地
経済 林課

課 課
長 課長 長
長 職

一
村

田

哲

二

福

元

岩

雄

山

元

静

彦

豊

田

義

徳

橋

口

省

三

川

原

昭

光

福
山
幸
農
夫

久

保

武

徳

野

間

勝

美

徳
永

重
幸

末

永

悟

榎

田

静

男

+
――一塚
原
畑
か
ん
営
農
推
進
本
部
幹
事
会

（
昭
和
六
十
年
六
月
現
在
）

” ” ” ” 

溝
辺
町
農
協
長

加
治
木
町
農
協
長

隼
人
町
農
協
長

加
治
木
農
林
事
務
所
長

加
治
木
耕
地
事
務
所
長

加
治
木
農
業
改
良
普
及
所
長

国
分
農
業
改
良
普
及
所
長

十
三
塚
原
土
地
改
良
区
常
務
理

事

溝辺地区理事

溝辺地区理事

隼人地区理事

加治木地区理事

事

務

局

薗本森久下松 久迫持留 堀三猪坂横日吉吉東
田木津元 保田 内宅目口山高原元
元曲

義信峯 信 武繁正 康郎 道秀文末辰百
一勉保道 徳一道勲 明男行男雄男治

溝渦加隼加 十課国課導加課加加加隼溝加隼溝加
辺辺治人治 三長分治長治治治人 辺治人辺 治
町町 木町木 塚 農長木木木木町町木町町木

振経 町 農林 農 原 業改 農町町町農農町農農町
興済農 林 土 業改 耕農農業業農協協耕

係課業振 係 事 地 良 地林 業委委協営生地
長長 長務 改 普良事事委員員農農産課
補興 所 良 及所技 普及 務所務所員会会事課産課長販売 長
佐係 技 届 所 ダ農政 会事事務務長 課長 術

主 務 術総ム務局局補 長
査 理 指導 合水課局長長佐
事 指利長長
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幹 常 幹 役
任
事

事 靡長 職
持三内八中平脇尾 川 相 堀安楽 東有東 児 岩 氏
留宅 木村山 上 良 内 村玉 元

正康郎 智 政正時三 義 弘清久百 忠
道 昭孝末己己芳 文 勲志治行治剛 義 名

導課加加 誓悶 局十課加隼加治 溝加隼 溝治治 長三長治人 辺治人 辺
長木木// // // // //主木 補塚 木町木町木町 町 公

農肩
査耕 佐原 耕農林 町 経済 町耕 耕

喜良事務

地 土 地 経耕 地 地
農 事 地 喜事課済課地課 課
業 務 改 長課長課長 長

普所//土// // // 所 良 長長 職

闘 木 ダ 区 ダ
技 ム ム

総課 師 水 鷹 水合長 利 利
指 課

+
――
一
塚
原
畑
総
推
進
連
絡
協
議
会
幹
事
会

（
昭
和
六
十
年
六
月
現
在
）

溝
辺
町
経
済
課
長

農
協
生
産
販
売
課
長

所

属

＇ 

有
村
吉
元
氏

辰久
男行

班備

名

長
考

特
に
台
地
へ
の
通
水
を
一一一
年
後
に
控
え
た
昭
和
五
十
九
年
、
営

農
推
進
本
部
で
は
、
幹
事
会
を
中
心
に
十
三
塚
原
畑
か
ん
営
農
基

本
計
画
策
定
班
を
設
置
し
て
、
水
を
高
度
に
活
用
し
た
営
農
体
系

並
び
に
振
興
作
目
、

基
幹
作
目
等
の
指
針
を
作
成
、
公
表
し
た
。

営
農
基
本
計
画
策
定
班
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

十三塚原畑かん営農基本計画策定班員名簿

（昭和六十年六月現在）

事

務

＇ 

局

浜満外稲徳 山 日吉吉迫
崎甦山留田口 高原元田

政時雅義芳正 文末辰繁
恒 利 貢 郎 春 男雄男 一

隼溝溝加隼加 加隼溝課国
人辺辺治人治 治人辺長分
町町町木町木 木町町農
耕耕耕町耕町 町協典協農 業改
地地地耕地耕

協農 営生良係係課地係地
長長長係長課 農農産販 普
補長長 産課 及
佐 補 課長売所

佐 長 課技
補 長術
佐 指

導
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加
治
木
町
経
済
課
長

前

”

農
協
農
産
課
長
補
佐

隼
人
町
農
林
課
長

前

”

農
協
営
農
課
長

加
治
木
農
林
事
務
所

農
政
課
長

前

”

技

術

主

壺

加
治
木
耕
地
事
務
所

ダ
ム
水
利
課
長

j
 
前

”

技

術

主

査
”
 

前

II

加
治
木
農
業
改
良
普
及
所
総
合

指
導
課
長

国

分

”

技

術

十
三
塚
原
士
地
改
良
区

事
務
局
長
補
佐

営
農
部
会
長

水
利
用
部
会
長

農
地
流
動
部
会
長

” 

三
宅

康

郎

堀

内

勲

横

山

秀

行

迫

田

繁

一

相

良

義

文

西

澄

夫

平

山

正

己

中

村

政

末

中

島

道

憲

持

留

正

道

堀松下
内元野

信公
勲道正

三 吉新安日松東
宅原村楽高元

康末浩弘文 清
郎雄一志男貢治

兼
事
務
局
員

副
班
長

副
班
長

策
定
班
は
十
三
塚
原
畑
地
か
ん
が
い
営
農
推
進
組
織
体
系
図

（第
33
図
）
及
び
十
三
塚
原
畑
地
か
ん
が
い
営
農
の
展
開
図
（
第
34
図）

を
理
解
し
、
具
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
ご
と
に
説
明
し
て
あ
る

基
本
計
画
を
指
針
と
し
て
、

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
農
業
情
勢

は

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
今
日
、
整
備
さ
れ
た
土
地
基
盤

に
導
水
さ
れ
る
水
を
有
効
に
活
用
し
生
産
性
の
高
い
営
農
が
展
開

さ
れ
、
組
織
的
に
産
地
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ

る
。
計
画
書
の
主
な
部
分
は
第
83ー

88
表
の
と
お
り
。

事
務
局
員
”
 
” ” 

森

田

峯

一

本

薗

信

義

下

津

曲

保

久

木

元

勉
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第82表 十三塚原畑地かんがい営股基本計画策定の経過

年月日 l会議名 1検註内容 1 場 所 I人員
59. 6. 22 /本 部 会 議営農基本計画策定について 1加治木町 I 25 
8. 131幹 事 ム本 1基本計策画策定定について 基 I加治木農業改良普 I 15 

本計画 班設置について 及所

8.31 事務局会議 I1I 基討本計画各種資料様式の検 1溝辺町役場 6 

--;-: 4 I策 定 班 I甚本計画策定、基本方針及 I
ム= びスケジュールについて ” 13 

， ・114 3 I先進地研修,.1南定薩に畑つかいんて営研農修基本計画策 南薩畑かん事務所 I3 
9.171広報委員会広報紙発行について 加及所治木農業改良普しI 13 

10. 11 ¥策 定 班 会 1資料作成議上の共通課題につ I いて協
// 15 

10. 4 1事務局会議 I具い体て的なスケジュールにつ 1 
” 6 

I 10. 22 I本 部 会 議 基本計画策定の基本方針に 1加治木町 15 ついて

I 11. 9 展班ホ腹場指導ム云 1展示農場成績検討 1溝辺町営農研修七 I9 
ンター

11. 91営 農 部 会 策定内容の検討 1加及所治木農業改良普 I 11 
11. 291普及所専門委員会 I標畑準か策ん営定農類型及び収益性 I1 ” I s , 
12. 251策 定 班 会 策定内容の検討 溝辺町コミュニプ 115 

ィ七ンター ， 

60. 1.14 I営 農 部 ム=I 主要経営指標及び収益性標 I加所治木農業改良普 16 
準の検討 及

1. 22 ¥策 定 班 会 亨定の今後の進め方につい 1

” I 15 
2.71; ライト農業検討 1五ライト農業対象作物の検 1溝辺町役場 I 20. ， 
2 15 先進地研修 I宮崎県綾川畑かん事業先進 ＇1宮崎県綾町
"16 地研修

25 

3.13 1策 定 班 会 1基本計画内容検討 1溝辺町役場 I 16 

i 
3. 261編 集 ム云 議 i基本計画原稿内容検討 ! ” I 9 
3.27 虚忌唇墨五雙 1基本計画策定について説明 1十三塚原 土 地 I I 3.27 改良区総代会 基本計画策定について説明 ” 1 98 1 98 

-

4. 91編 集 ムヰ 議 1営農計画内容検討及び編梨 I// I 9 
4.2s I I ” I I/ I ” I s 

I s. 1 I ” ， ” I ” ， ' 
6.19 幹 事 会 基本計画最終（案）審議 溝辺町 21 

I 7.10 本 部 ムコ 議 I// 決定 隼人町 25 
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第4章土地改良と水

第83表 水利用効果 (-j-三塚原畑かん展示ほ実績）

(10 a当たり収屈）

＼ 作物-名ヽ --ー・＼ 区分 慣行区 (A) 灌水区 (B) B/A I備 考

kg kg ％ 

キ ャベッ 2,818 3,720 132 夏まき

白 菜 4,286 5,219 122 秋まき

大 根 2,042 2,578 122 普通まき

レ 夕 ス 2,910 3,670 126 晩夏まき

サ 卜 イ モ 1,493 1,816 122 普通

二 ソジ｀ノ 4,980 6,000 120 晩夏まき

、ン ョ ゥ ガ 2,500 

I 
3,456 138 普通

余" 323 357 111 荒茶

（注） ①実施年度は昭和46年～昭和55年 ②ヽンョウガの調在年度は昭和57年~58年度

第84表 茶の防霜実績（昭和57年実績）

(10 a当たり）

｀ 項``～-------目 -------- -----------区分
慣 行 区 I 散 水 区

I 

品 種 名 ゃ ぶ き た ゃ ぶ き た

荒茶絨（荒 茶） 61. 6 kg 87. 1 kg 

‘’ （刈番茶） 63.0 kg 

荒茶 kg当り単価 2,550 円 3,650 円

刈番茶 II 552 円

粗 収 天.rm. 155,550 円 352,691 円

粗 収益 比較 100 227 

第85表 生産団地区分及び振興 ・基幹作目

＼項目 -`--------------団地 I 
加 治 木 I溝 辺 隼 人

関 係 町 l加 治 木 町 l溝 辺 町 i隼 人 町

市 来 原 有木 佐川貰 原原原 迫 間 原

畑 台 地 西 浦 水尻

楠 原
北 十三塚原 東 十 三塚 原
南十三塚原
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第 3部産業編

耕 普通畑(ho)I 164.5 I 297. 9 I 142.4 

地 樹 園 地(ha) 17.6 I 
面

21. 3 42 

積 計 (ha) I 182.1 I 510.9 I 184.4 

(65年） 戸当り 1 

I 受益面積(a)
81.2 63.8 122.0 

バレイショ カボチャ、茶
青果用力｀ノシ ョ

青果用カンショ

スイ ー トコーソ
スイ ート コーン スイ ートコー ソ

振 興 作 目
カボチャ

青果用力｀ノショ ニンジン

キュウリ 、落花類生
キュウ リ、花き メロン

スイカ、ネギ
レタス レタス、ゴボウ

アスバラガス
ネギ類 ネギ類

レタス、軟弱野菜
アスパラガス アスバラガス

ダイコ ン ダイコ ン

ダイコソ キャ-•ベッ キャベッ

基 幹 作 目 キばャベッ
たばこ 茶

たこ
スイカ バレイショ

桑、飼料作物
ゴポウ ショウガ
バレイショ 桑飼料作物
飼料作物

（注） 振興作目 （品目）＝今後かなり の伸びが期待できる作目 （品目）

基幹作目（品目） ＝今後とも農業経営上基幹となる作目（品目）

第86表 団地別経営類型

＼ 類型 経営類型数区分

加治木 1 溝 辺 i隼人 I 計

施 設野莱専門型 1 1 

茶＋施設野菜型 1 1 

施設野菜＋露地野菜型 2 1 2 5 

中 露地野菜専門型 1 2 1 4 

核 露地花き専門型 1 1 2 

農 果 樹 専 門 型 1 1 

家
たばこ専門型 1 1 2 

茶 専 門 型 1 1 1 3 
型 酪 股 専 門 型 1 1 1 3 

養蚕十露地野菜型 1 1 1 3 

露地野莱＋畜産型 1 1 2 

茶十露地野菜型 1 1 1 3 

たばこ＋露地野菜型 1 1 2 
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茶 ＋ 畜 産 型 1 1 2 

計 11 15 8 34 

露 地野菜専門型 1 1 1 3 
兼
露地野菜＋普 通作型 1 1 2 

業
畜産十露 地野菜 型 1 1 1 3 

農
茶＋露地野菜＋普通作型 1 1 2 

家
養蚕十露 地野菜型 1 1 

型

I 
計 3 4 4 11 

第87表 フライト農業対象有望品目（野菜）

~品目 , 市場性！水利用効果 栽培性施設効果

ねぎ類（含むにら） ◎ ◎ 

゜
◎ 

アス パラガス ◎ ◎ 

゜
◎ 

スイートコ ーン ◎ ◎ 

゜ ゜み よ う が

゜
◎ △ 

゜し、 ん げ ん ◎ ◎ 

゜ ゜/{ 七 リ ◎ ◎ 

゜ ゜お ＜ ら

゜
△ △ ◎ 

な ば な ◎ 

゜ ゜
△ 

ミ 二 卜 マ 卜

゜
◎ △ 

゜し し と う 、 ◎ ◎ △ 

゜ニシャロット

゜
△ △ 

゜（注） ◎著しいメリットあり 〇ややメリットあり △メリットが落ちる

第88表 十三塚原畑かん実験及び畑かん営農展示農場の効果

(10 a当たり収誠）

~1 慣行区(kg)I灌水区(kg)I増収率(%)I 備 考

ゃ キ ャペッ
3,740 4,620 124 春ま き

II 2,818 3,720 132 夏ま き

” 4,613 5,703 123 秋ま き

さ は ＜ さい 4,286 5,219 121 秋ま き

だいこん 2,042 2,578 122 普通まき

// 4,326 5,219 120 秋ま き
し、
レ 夕 ス 2,910 3,670 126 晩夏まき
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や ほうれんそう 2 538 3. 405 I 134 夏ま き
スイートコーソ 645 800 124 早出 し

さ
カリフラワー 1,547 1. 887 122 早ど り

にん じん 4,980 6,000 120 晩夏まき

ばれいしょ 798 933 I 117 秋 作

し、 さ と し、も 1. 493 1. 816 122 普 通

かぼちゃ 627 713 114 露地抑制

飼 ローズグラス 10,500 11, 100 106 

料 トウモロコ、ン 5,700 6,300 llO 

（注） 実施年度 昭和46年～昭和55年

委 I 
副 ム云 役 I
メ云

員 長 長 職

重 相徳 川 高萩西福村塩山満 宮宇 ム-, 
氏

森良留 橋 園元田 塩 田都宮

崎 典 満崎 吉
吉義一 忠岩哲 郁 守明

利文夫巌男宏志雄 二 進昭夫 恵人 衛
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I
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十三塚原畑かん営農推進本部
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事

務

局

古稲植田仮外 肥 吉 内 藤崎 濱 小横 高 曽徳小

江 留 木崎 屋 山 後原之 田 川山橋原丸倉
段
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人木治 辺人治辺 治人良 長分 課治治
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町農町部農 業改良 農業 林農 // // // // // 耕耕耕耕町耕

地地地地耕地
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協 協生 普 良務

課 課 課 課 地 課 産及 普 所
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地地総理長長 産農 売 技所政
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内
之
段
唯
男

吉

原

末

男

肥

後

忠

雄

中

川

喜

行

吉

丸

正

司

堀

切

薫

小

川

裕

幸

溝

辺

町

耕

地

課

長

隼

人

町

耕

地

課

長

加

治

木

町

耕

地

課

長

姶
良
中
部
農
協
生
産
販
売
課
長

隼

人

町

農

協

営

農

課

長

加

治

木

町

農

協

農

産

課

長

溝
辺
町
農
業
委
員

会

事

務

局

長

隼
人
町
農
業
委
員
会
事
務
局
長

加
治
木
町
農
業
委
員
会
事
務
局
長

加
治
木
農
林
事
務
所
農
政
課
長

加
治
木
耕
地
事
務
所
ダ
ム
水
利
課

長加
治
木
農
業
改
良
普
及
所
総
合
指

導
課
長

国
分
農
業
改
良
普
及
所
技
術
指
導

課
長
+
―
―
一
塚
原
土
地
改
良
区
事
務
局
長

公

辺

町

経

済

課

長長 長
職

（
昭
和
六
十
三
年
四
月
現
在
）
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一
の
前
提
条
件
と
し
て
、
ダ
ム
下
流
の
水
利

事
業
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
安
全
性
を
第

れ
た
。

③
湛
水
・
通
水
計
画

第
35ー

37
図
の
と
お
り
。

5

水
源
（
竹
山
）
ダ
ム

網
掛
川
の
水
系
宇
曽
ノ
木
川
の
上
流
（
溝

辺
町
有
川

ニ
ニ
九
O
I
四
四
番
地
）
標
高

一

五
〇
屈
か
ら

一
九
八
屈
の
地
点
を
ダ
ム
築
造

の
場
所
と
選
定
し
、
畑
か
ん
事
業
の
諸
元
の

基
本
が
設
定
さ
れ
た
。
型
式
は
傾
斜
コ
ア
型

ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
流
域
面
積

一
0
•

五

三
平
方
桟
、
瀾
水
面
積

一
五

・
三
一
ゥ
り
に
総

貯
水
量

ニ
ニ

0
万
七

0
0
0立
方
屈
を
八
七

か
ん

七
•
四
ゥ
り
の
台
地
に
灌
水
の
計
画
が
立
て
ら

施行前の予定地

I 事

務

局

満塩 本久下牧
薗木津野

時信元勉 曲伸
政義 保洋

溝溝 加 隼 加

辺辺治人治

町町 木 木

経経 町農

済町 林

課済振農事

振課興林務

興長 所

I係補係係主
長佐長長査

施行中の竹山ダム

権
の
保
全
、
発
電
所
、
堰
な
ど
既
設
の
利
用
の
保
全
に
つ
い
て
充

分
協
議
を
重
ね
、
万
全
を
期
す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
間
、
ダ
ム

用

地
の
水
田
、
林
地
、

右
岸

・
左
岸
の
民
有
林
な
ど
所
有
者
の
理
解

あ
る
協
力
、
国
有
林
の
積
極
的
な
協
力
は
本
事
業
推
進
の
上
で
惑

謝
の
ほ
か
な

い
。
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第35図 湛水通水計画スケジュ ール表

第36図 畑地かんがい昭和63年度工事スケジュ ール表

ニニロl:.1::t
,,ii", 畜,001.JsQl"ha,出婿;ji:,比
＇｀た、'"" 、 ざえ．印比-~""●；；比

：，'"'"・""'"・'"ド,,,,,_.・,;:,,,、: (,. ―,,_;,;! し9

第37図 県営畑総事業十三塚原地区 昭和63年度工事計画表（石峯台地防霜関係分）

執 行 It 画
工 種 数祉 工 ,,, 内容

6月： 7月； 8月： 9月； lO月:11月:12月； 1月： 2月： 3 II 

1 貯水施 設 ! i I i ， ， ， ， ＇ ； ： ! 
Ill用地 交 渉 2ケ所 A=l,500m'/,,;; 斤X2ヶ所=3 , 000 m' に=

： ! ： ： ヽ

(2)基礎土骰調査 ＂ ポーリング34'./ヶ所X2=6本 t:::=:j : ： ！ ： ： ： 
(3)設 計 ＂ : I 、・ I , ： 
(>)工 事実施 ’’ PCタンク i釦．怜30m高)Om ： ； ： 
2 支線）ll水路 ： ； I 
（］）エ ,1,;Ji施 L 960m V Pl'.,'</200% ： ： 

： ： ： 

3 末端配管 ； ： ！ i ； ， 

Ill設 計 A=587iha Ill成1普通畑J;18ha景計333ha ’: ’I  ’: ’’  I ’ : : i i ： 
(2)エ >J(lli施 A " 定置9.65ha! 方桑r.0.u66.h63ah茶a17 66ha) ： 
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第4章 土地改良と水

6
 

県
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
区
内

士
地
改
良
施
設
の
揚
水
機
場
、
竹
山
ダ
ム
電
気
施
設
に
電
力

を
供
給
す
る
た
め
、
自
家
用
発
電
所
と
し
て
建
設
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

目
的

形
①

竹

山
ダ
ム

ム

式
傾
斜
コ
ア
型
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ

竹
山
ダ
ム
小
水
力
発
電
事
業

ヽ
~ー、,＇`‘

伺
で
あ
る
。

竹
山
ダ
ム
及
び
発
電
計
画
の
主
な
る
諸
元
は
次
の
と
お
り

県
・
地
元
関
係
者
立
会
の
も
と
に
無
事
終
了

竹
山
ダ
ム
の
周
辺
の
安
山
岩
類
は
、
新
第
一
二
紀
後
期
か
ら
第
四

紀
更
新
世
前
期
の
中
部
九
州
の
豊
肥
火
山
活
動
に
伴
う
溶
岩
で
、

ノ
木
層
と
称
し
、
上
部
を
国
分
層
と
称
し
て
い
る
。
竹
山
ダ
ム
周

れ
き

辺
で
は
竹
山
層
と
称
さ
れ
た
火
山
灰
起
源
の
砂
ー
砂
礫
層
が
国
分

地
質
学
の
権
威
者
で
あ
る
京
都
大
学
沢
田
教
授
（
現
京
都
大
学
学

長
）
が
終
始
、
直
接
ご
指
導
さ
れ
た
こ
と
を
記
録
し
て
お
き
た
い
。

鹿
児
島
県
鎌
田
要
人
知
事
出
席
の
も
と
に
国
会
議
員
、
県
議

会
議
員
、
県
関
係
、
地
元
関
係
者
参
列
の
う
え
行
わ
れ
た
。

た
ん

〇
湛
水
式
1
1
昭
和
六
十
二
年
五
月
七
日

0
定
礎
式
11
昭
和
五
十
三
年
十
月
二
十
八
日

層
と
不
整
合
を
成
し
て
分
布
す
る
。
設
計
、
施
行
に
当
た
っ
て
は

北
薩
火
山
岩
類
と
総
称
さ
れ
る
。
竹
山
ダ
ム
で
は
、
下
部
を
宇
曽

③

概

要

発
電
施
設
は
、
竹
山
ダ
ム
の
直
下
流
に
建
設
し
、
取
水
は
ダ

ム
の
下
流
の
責
任
放
流
管
出
口
付
近
か
ら
分
岐
し
た
水
圧
鉄

管
で
発
電
所
に
嘩
水
し
、
発
電
後
再
び
宇
曽
ノ
木
川
へ
放
流

す
る
も
の
で
あ
る
。
発
電
揚
水
は
、
下
流
の
責
任
放
流
水
及

び
豊
水
期
の
か
ん
が
い
不
要
な
流
量
を
有
効
に
利
用
し
て
発

電
す
る
も
の
で
、
発
電
形
式
は
ダ
ム
従
属
式
で
あ
る
。

③
完
成
後
の
維
持
管
理

十
三
塚
原
土
地
改
良
区

‘‘
ーー
‘“い
発
電
計
画
諸
元

本
発
電
計
画
は
、
竹
山
ダ
ム
の
取
水
斜
樋
か
ら
取
水
し
て
、

導
水
ト
ン
ネ
ル
と
放
水
管
(
¢
八

0
0、
ヽ
炉
鉄
管
）
を
利
用

し
、
放
水
弁
の
手
前
よ
り
¢
六

0
0、
介
の
鉄
管
で
分
岐
し
て

ク
ロ
ス
フ
ロ
ー
水
車
で
、
同
期
発
電
機
を
回
し
、
発
電
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

242 



第 3部 産 業 編

③
 
経
済
性
評
価

発

電

機

型

式

三
相
同
期
発
電
機

地
で
、
標
高
一

―1
0
0
~
1―
――
―10
1
~で
あ
る
。
台
地
下
は
北
部
に
天

本
地
域
は
溝
辺
町
の
北
西
部
山
間
部
に
開
け
た
丘
陵
シ
ラ
ス
台

水

車

型

式

ク
ロ
ス
フ
ロ
ー
水
車
D
四

0
0

（二）

竹
子
原
地
区

最

大

使

用

水

量

最

大

出

力

年
間
可
能
発
電
電
力
量

設

備

利

用

率

四
三
貯

‘ヽ
,'ノ8
 

、1
、
昭
和
六
十
三
年
九
月
六
日

発
電
開
始

本
契
約

有

効

落

落

差

仮
契
約

静

差

り
昭
和
六
十
年
十
一
月
十
五
日

昭
和
六
十
三
年
七
月
一
日

位位

貯

有
効
貯
水
量
／
堤
体
梢

②

発

電

計

画

基

準

取

放

水

水

E
L
一
九
一
・
八
〇
屈

E
L

一
五
0
•

六
0
屈

四
七
・
六
〇
屈

四
六
・

――101:;

毎
秒

0
．
六
〇
立
方
屈

一
九
〇
稔

七

0
万
八
九

0
0稔
時

建

昭
和
六
十
―
―
一
年
八
月
三
十
一
日
発
電
認
可

昭
和
六
十
二
年
一
月
二
十
―
―一
日
水
使
用
認
可

（
知
事
）

九
州
電
力
株
式
会
社
と
の
契
約

設

省

可

有総満

効 貯

水

量

水

量

水

面

高

堤堤

頂

体

標

高 積

堤堤

長 高

五
三
．
―
―
―
屈

ニ
ニ
五

.Q
}~ 

八
一
万
六
五

0
0立
方
屈

E
L

二
0
1―
-•
三
屈

E
L
一
九
八
・
ニ
屈

二
三
九
万
四

0
0
0立
方
屈

―
-
0九
万
立
方
屈

三

・
六

通
商
産
業
省

昭
和
六
十
二
年
三
月
―
―
-
+
―
日
工
事
計
画
認

て

建
設
費
（
六

0
単
価
）
一
億
九
四

0
0万
円

k
W
当
り
の
建
設
単
価

一
0
二
万
一

0
0
0
円

k
W
当
り
の
建
設
単
価

二
七
四
円
／
k
W
/
h

⑱
事
業
の
申
請
及
び
認
可
（
昭
和
五
十
八
年
基
本
計
画
提
出
）

農
林
水
産
省
十
三
塚
原
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
と
し
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第38図 竹山ダム小水力発電模式図

ト：L. :l~l.40 
フ・9ーム.,・ンF

畑地かんがい

、二 Ll
(A=936h,) 

羽IN.. /,; SI.. I閲・""
放*I>El.. 1'9.<≫1 

所

在

受

益

面

稲

一
四
八
註

地

地

区

名

竹

子

原

2

事
業
の
概
要

事

業

主

体

鹿

児
島
県

降
川
の
支
流
久
留
味
川
が
あ
り
、
南
部
に
は
網
掛
川
が
南
東
へ
流

下
し
て
い
る
。
地
域
の
地
形
は
南
北
に
細
長
く
、
起
伏
に
富
み
、

土
壌
は
県
特
有
の
火
山
灰
土
壌
で
あ
る
。

交
通
関
係
は
、
地
域
の
東
南
部
約
七
諜
に
鹿
児
島
空
港
が
あ

り
、
空
港
を
中
心
と

し
て
九
州
縦
貫
自
動
車
道
が
南
北
に
貫
通

し
、
地
域
の
東
部
と
隣
接
し
て
い

る
。
こ
の
縦
貫
道
と
併
行
し

て
、
県
道
加
治
木
栗
野
線
、
網
掛
川
沿
い
に
県
道
十
文
字
永
野
線

が
あ
る
。
産
業
は
農
業
以
外
に
ほ
と
ん
ど
見
る
べ
ぎ
も
の
は
な

く
、
地
区
の
畑
地
帯
と
、
両
水
系
に
発
達
し
て
い
る
水
田
に
依
存

す
る
純
農
村
地
帯
で
あ
る
。

1

事
業
の
目
的

畑
地
か
ん
が
い
を
基
幹
と
し
、
あ
わ
せ
行
う
事
業
と
し
て
、
区

画
整
理

・
農
地
保
全
事
業
を
実
施
し
、
地
域
の
機
械
化
農
業
に
よ

る
省
力
化
と
規
模
拡
大
を
図
り
、
水
の
効
率
的
な
利
用
に
よ
る
土

地
の
生
産
性
の
向
上
と
農
業
経
営
の
安
定
化
を
推
進
す
る
。

鹿
児
島
県
姶
良
郡
溝
辺
町
大
字
竹
子
地
内
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工種 1事業量I 内 訳

畑地か 135 ha （水源施設）地下水井戸 3カ所
んがい 1>300 H =lOOm 2カ所H=130

ml力所

（揚水機場）水中ボンプ
¢,125 45kw 3台

（配水管）取水管cf,150~300£ 
=2, 090m 

幹線</>100~350 P 
=4. 350m 

支線</>25~150.&
=20. 735m 

（ファ ームボ` ノド） W=2,000 
ni'1カ所PC構造

区画整 120ha 整地エ 120ha 

理 長辺IOOm短辺30m(標準区画）

濃I保 地 m 排水路 9本 £=l,470m集水路
全 3,132 1 1本 .f,=l, 662m 

主
要
工
事

画）

工
事
期
間
昭
和
五
十
六
年
度
ー
1

ハ
十

一
年
度
（
当
初
計

-
0吋
当
り

事

業

費

申
請
認
可
年

月
日

昭
和
五
十
六
年
六
月
十
五
日

七
九
七
千
円

” 
、ーノ

択
時
点
）

業

受

益

戸

数

事

費

二
二
戸

一
、

一
八

0
、
0
0
0
千
円
（
五
十
六
年
度
採

農営計画 事業効果（計画時点）

作物名 1現 況 I目 標

そ菜 1 30 haI , 30 %1 45ha I 35 % 
たばこ i1s I 1s I 1s I 12 
飼料 1

I 

2s I 40 I 25 31 

プドゥ I20 I 20 I 20 I 15 
茶 I 10 I 10 I 10 I 7 
計 I 100 I 100 I 130 I 100 

名 称 1効果 1備 考

作物純益額 I92,千30円7I畑かん事業

営農労力節減額 I31. 2141区画整理事業
走行費用節減額 1 I 
維持管理節減額 1△11, 4161各種施設

被害減少額 I19. 343¥農地保全事業
純 益 計 I131, 5osl 

補助率 （単位： パーセソト）

区 分 昭和56年まで昭和58年まで 1昭和60年まで昭和61年以降

国 費 50.00 50.00 so. oo 1 50.00 

県 費 30.25 30.00 29. 75 29.50 

地 元負担 19. 75 20.00 20.25 20.50 
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事業費（昭和58年度時点）

土地改良と水

（単位:千円）

総 揚 昭和57年度まで 進 昭和58年度 芦塁 昭和59年度以降
種別

事業費事業羅 事業骰 事業最 度％ 事業費 事業量 事業費 ＼事業最

1工事 1,171,500 145,ld I 12 136,000 24 I I 890,387 I ha 
費

畑地 407,650 135 ha 1. 100 1カ所 406,550 13ha 5 
かん

118,243 23. 50 hal7 

がし、 ha 
区画 695,718 120 ha 133,000 16.40 36 444, 4 75 80. 1 

整理

1. 064. 2m0l 37 
I m m m 

喜塁
68,132 3,132 25,770 3,000 260 42 39. 3621. 870. 80 

2用地 32,400 11. 134 6,800 14.466 

i闊
3換費地 29,720 4,995 1. 800 22.925 

4測験巌 32,828 7,528 2,400 22.900 

貸
5雑工事費 25,552 4,230 3,000 18,322 

贔 1. 292,000 173,000 13 150,000 25 969,000 

6事費務 77. 520 10,380 9,000 58,140 

合計 1,369,520 ]83, 380 13 159,000 251,027, 140 

標
高
二
七
〇
屈
の
十
三
塚
原
台
地
は
、
古
来

し

し

私
た
ち
の
先
達
が
孜
々
営
々
と
し
て
開
拓
し
て

き
た
尊
い
生
産
と
生
活
の
拠
点
で
あ
る
。
戦
後

の
食
糧
難
時
代
を
の
り
越
え
て
、
昭
和
―――
十
年

代
、
昭
和
四
十
年
代
と
安
定
し
た
農
業
生
産
、

流
通
の
基
本
的
体
系
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
し
か
し
昭
和
四
十
七
年
新
鹿
児
島
空
港
開

港
を
前
に
し
て
営
農
計
画
の
見
直
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
将
来
食
糧
供
給
基
地

の
一
拠
点
と
し
て
新
し
い
農
業
の
主
要
産
地
と

し
て

の
確
立

の
た
め
、
県
営
畑
地
帯
総
合
土
地

改
良
事
業
と
し
て
、
隼
人
町

・
加
治
木
町

・
溝

辺
町
三
町
連
合
の
土
地
改
良
区
を
結
成
、
昭
和

五
十
年
二
月
五
日
正
式
認
可
発
足
し
た
。

十

三
塚
原
畑
総
推
進
協
議
会
、
十
一二
塚
原
営
農
推

日

土
地
改
良
区

十
三
塚
原
土
地
改
良
区
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〇
畑
総
推
進
連
絡
協
議
会
を
結
成

（昭
和
四
十
六
年

一
月
二
十

務
所
長
で
協
議
。

両
町
長
、
県
農
地
整
備
課
長
、
県
耕
地
事
務
所
長
及
び
農
林
事

①
加
治
木
町
の
町
長
、
議
会
議
長
、
農
委
会
長
、
農
協
組
合
長

ぅ゚
編
入
す
る
こ
と
を
連
絡
協
議
会
で
決
定
し
、
会
則
の
変
更
を
行

及
び
計
画
内
容
が
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
、
溝
辺

・
隼
人

十
三
塚
原
地
区
へ
の
畑
総
事
業
禅
入
に
つ
い
て
、
事
業
の
規
模

辺
町
）

進
本
部
と
提
携
し
、
国
・
県
の
御
指
禅

・
助
力
を
得
な
が
ら
早

期
完
成
に
向
け
て
関
係
者

一
同
の
力
を
結
集
す
る
こ
と
に
な
っ

こ
。
t
 土地
改
良
区
設
立
ま
で
の
主
な
推
進
経
過

0
事
業
認
可
着
工
の
陳
情
（
昭
和
四
十
四
年
五
月
三
十
日
）

鹿
児
島
新
空
港
が
十
一
二
塚
原
地
区
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
優
良
農
地
約
―
I
Q
Q
'
.
_
~

が
空
港
敷
地
や
関
連
道
路
用
地
と

し
て
転
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
農
作
物
の
生
産
低
下
（
当
時

の
推
計
で
農
家
二
戸
当
た
り
平
均
二
六
万
円
の
所
得
減
）
を
招

く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
補
う
た
め
に
は
、
農
村
基
盤
の
整

備
と
畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
導
入
が
必
要
で
あ
り
、
溝
辺
町
長

野
村
秀
男
氏
、
隼
人
町
長
柳
瀬
哲
夫
氏
は
県
に
対
し
事
業
の
認

可
と
着
工
に
つ
い
て
陳
情
し
た
。

〇
畑
総
事
業
の
適
否
協
議
（
昭
和
四
十
五
年
四
月
二
十
二
日
・
溝

日
・
溝
辺
町
）

県
営
畑
総
事
業
の
推
進
母
体
と
し
て
十
三
塚
原
畑
総
推
進
連
絡

協
議
会
を
結
成
す
る
こ
と
に
決
定
。
（
参
集
者
は
溝
辺

・
隼

人

両
町
長
及
び
関
係
課
長
、
加
治
木
農
林
耕
地
普
及
所
長
及
び
関

係
課
長
）

〔構
成
、
そ
の
他
〕

①
溝
辺

・
隼
人
両
町
の
町
長
、
議
会
議
長
、
農
委
会
長
、
農
協

組
合
長
、
県
農
林
耕
地
普
及
所
の
各
所
長
を
構
成
員
と
す

る
。

②
連
絡
協
議
会
の
会
長
は
溝
辺
町
の
有
馬
四
郎
氏
、
副
会
長
は

隼
人
町
長
初
瀬
哲
夫
氏
に
決
定
。

③
連
絡
協
議
会
に
加
入
す
る
各
団
体
機
関
の
関
係
課
長
を
事
務

局
幹
事
と
し
、
幹
事
長
に
満
辺
町
経
済
課
長
久
保
武
徳
氏
を

任
命
。

0
加
治
木
町
の
楠
原
、
西
浦
、
市
来
原
の
三
地
区
編
入
（
昭
和
四

十
六
年
七
月
二
十
日
）

加
治
木
町
の
楠
原
、

西
浦
、
市
来
原
の
三
地
区
を
畑
総
区
域
に
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を
構
成
員
と
す
る
。

②
加
治
木
町
長
曽
木
隆
輝
氏
を
副
会
長
に
選
任

0
-
―
一
町
長
に
よ
る
地
元
負
担
協
議
（
昭
和
四
十
七
年
二
月
一
二
日

・

溝
辺
町
）県
営
畑
総
事
業
の
地
元
負
担
金
に
つ
い
て
関
係
三
町
長
で

協
議
し
次
の
と
お
り
決
定
。

①
基
幹
農
道
及
び
農
地
保
全
施
設
は
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
行
政
区
に
従
い
関
係
各
町
が
地
元

負
担
を
肩
代
わ
り
す
る。

②
区
画
整
理
事
業
と
畑
地
か
ん
が
い
事
業
（
ダ
ム
を
除
く
）
の

地
元
負
担
金
は
受
益
農
家
の
負
担
と
す
る
。

③
畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
う
ち
、
ダ

ム
関
係
事
業
に
係
る
地
元

す
る
。
（
溝
辺
、
隼
人
、
加
治
木
町
長
出
席
）

〇
畑
総
推
進
委
員
会
（
昭
和
四
十
七
年
五
月
三
十
日

・
隼
人
町
）

畑
総
推
進
連
絡
協
議
会
構
成
員
と
関
係
三
町
地
元
推
進
委

施
に
向
け
て
三
町

一
体
と
な
り
推
進
を
は
か
る
こ
と
を
決
議

十
三
塚
原
畑
総
推
進
連
絡
協
議
会
の
発
足
に
伴
い
事
業
実

す
る
土
地
改
良
区
の
設
立
は

一
本
化
と
す
る
。

加
治
木
町
福
祉
会
館
）

〇
畑
総
事
業
の
推
進
決
議

（昭
和
四
十
七
年
三
月
―――

十

一
日

負
担
金
は
県
に
肩
代
わ
り
を
要
請
す
る
。

員
合
同
会
議
に
よ
り
事
業
推
進
を
決
議
。

0
木
佐
貫
原
の
区
域
編
入
（
昭
和
四
十
七
年
九
月
二
十
八
日

・
隼

人
町
）
溝
辺
町
木
佐
貫
原
地
区
を
十
三
塚
原
畑
総
事
業
区
域
に
編

入
す
る
こ
と
を
畑
総
推
進
連
絡
協
議
会
で
決
議
。

0
ダ
ム
関
係
地
元
負
担
に
つ
い
て
（
昭
和
四
十
八
年
九
月
＝―-
日
）

ダ
ム
関
係
事
業
の
地
元
負
担
に
つ
い
て
は
、
関
係
三
町
長
の

要
望
に
添
い
地
元
負
担
金
を
全
額
県
が
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
を

決
定
。

0
土
地
改
良
区
設
立
に
つ
い
て

（昭
和
四
十
九
年
三
月
十
五
日

・

加
治
木
町
）

閲
係
三
町
の
町
長
、
担
当
課
長
と
耕
地
事
務
所
長
及
び
県
土

改
連
加
治
木
支
部
長
の
合
同
会
議
に
よ
り
次
の
墓
本
事
項
を
決

定
。①

畑
総
事
業
に
伴
う
土
地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
を
目
的
と

②
土
地
改
良
区
設
立
の
基
本
的
事
項
及
び
総
代
役
員
数
の
定

款
と
割
合
に
つ
い
て
協
議
決
定
す
る
。

0
畑
か
ん
営
農
研
究
会
（
昭
和
四
十
九
年
六
月
六
日

・
溝
辺
町
）

第

一
回
畑
か
ん
営
農
研
究
会
を
開
催
。
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③
士
地
改
良
区
設
立
申
請
人
の
承
認

す
る
。

所
長
）

②
県
営
畑
総
事
業
の
基
本
計
画
概
要
説
明
（
小
牧
耕
地
事
務

①
第
一
回
設
立
申
請
人
会
ま
で
の
畑
総
推
進
経
過
報
告
（
久

保
課
長
）

0
土
地
改
良
区
設
立
発
起
人
会
（
昭
和
四
十
九
年
十
月
十
九
日
・

溝
辺
町
）

士
地
改
良
区
設
立
の
基
本
事
項
を
協
議
決
定
。

①
土
地
改
良
区
設
立
認
可
申
請
の

日
程
に
つ
い
て

②
事
業
名
は
十
三
塚
原
地
区
県
営
畑
地
帯
総
合
士
地
改
良
事
業

③
経
費
の
分
担
に
関
す
る
基
本
事
項

④
土
地
改
良
区
総
代
の
定
数
及
び
選
出
区
分

⑤
土
地
改
良
区
役
員
の
定
数
及
び
選
任
区
分

⑥
土
地
改
良
区
の
名
称
は
十
三
塚
原
土
地
改
良
区
と
す
る
。

設
立
発
起
人
1
1
末
重
忠
男
、
重
丸
一
二
郎
、
平
原
一
夫
、
内
村

重
行

0
第
一
回
土
地
改
良
区
設
立
申
請
人
会
（
昭
和
四
十
九
年
十
月
二

十
二
日

・
溝
辺
町
）

土
地
改
良
区
設
立
第

一
回
申
請
人
会
の
内
容
は
次
の
と
お

り

末
重
忠
男
外
九
名
、
隼
人
町
平
原

一
夫外―――

南
原
鉄
夫
外
四
名
、
計
十
九
名
を
承
認

④
決
議
事
項

①
申
請
人
十
九
名
の
代
表
に
溝
辺
町
の
末
重
忠
男
氏
を
決

定
＠
土
地
改
良
法
施
行
規
則
第
七
条
に
基
づ
く
定
款
作
成
の

基
本
事
項
決
定

畑
総
事
業
並
び
に
受
益
地
域
の
決
定
、
総
代
定
数
六
十

七
名
で
十
総
代
区
と
す
る
。
役
員
は
理
事
二
十
名
（
組

合
員
理
事
十
六
名
、
学
経
理
事
四
名
、
監
事
三
名
（
各

原
鉄
夫
の
三
名

⑮
土
地
改
良
区
の
名
称
を
十
三
塚
原
土
地
改
良
区
と
す

る。

◎
士
地
改
良
区
の
事
務
所
の
所
在
地
を
姶
良
郡
溝
辺
町
と

三
名

＠
維
持
管
理
計
画
作
成
委
員
徳
永
重
幸
、
下
村
正
二
、
南

町
一
名
）
）

◎
定
数
作
成
委
員
末
重
忠
男
、
平
原
一
夫
、
内
村
重
行
の

溝
辺
町

名
、
加
治
木
町

し
た
。
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0
第
二
回
土
地
改
良
区
設
立
申
請
人
会

（昭
和
四
十
九
年
十
月

二

十
八
日

・
溝
辺
町
）

土
地
改
良
区
設
立
第

二
回
申
請
人
会
を
開
催
し
次
の
事
項
を

決
定
す
る
。

①
維
持
管
理
計
画
案
に
つ
い
て
下
村
委
員
長
報
告
（
原
案
決

定）

②
定
款
案
に
つ
い
て
は
末
重
委
員
長
報
告
（
）

③
土
地
改
良
区
設
立
認
可
申
請
書
及
び
附
属
書
類
(

I

I

)

④
土
地
改
良
区
設
立
ま
で
の
役
員
を
次
の
と
お
り
決
定
。

理
事
長
11
末

重

忠

男

理
事
11
今
吉
耕
夫
ほ

か
十
五
名

（
申
請
人
）

総

括

監

事
11
市
来
原
静
男
監
事
1
1
米
丸

一
夫
、
下
村
正

二

0
土
地
改
良
区
設
立
認
可
申
請
（
昭
和
四
十
九
年
十
月
一二
十

一
日）

土
地
改
良
区
設
立
認
可
申
請
書
を
鹿
児
島
県
知
事
に
提
出
。
申

請
人
は
次
の
と
お
り
。

▽
溝
辺
町
11
末
重
忠
男
、
今
吉
耕
夫
、
重
森
吉
利
、
今
島
武
男

有
村
芳
矢
、
米
丸
一
夫
、
重
丸
三
郎
、
小
野
義
行
、
大
山
三

平
、
徳
永
重
幸

” 

▽
隼
人
町
11
横
井
重
敏
、
福
田
茂
、
下
村
正
二
、
平
原
一
夫

▽
加
治
木
町
11
南
原
鉄
男
、
内
村
重
行
、
市
木
原
静
男
、
長
谷

設
初
代
室
長
に
久
保
武
徳
氏
が
起
用
さ
れ
る
。

十
三
塚
原
土
地
改
良
区
の
設
立
を
正
式
認
可
（
認
可
番
号
四

茂
行
、
榎
田
文
蔵

0
県
営
畑
総
事
業
施
行
認
可
申
請
（
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
二
十

十
三
塚
原
地
区
県
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
の
施
行
認

可
申
請
書
を
鹿
児
島
県
知
事
に
提
出
。

〇
士
地
改
良
区
設
立
認
可
決
定

（昭
和
五
十
年
一
月
九
日
）

十
三
塚
原
土
地
改
良
区
の
設
立
は
適
当
で
あ
る
と
県
が
決
定

す
る
。

〇
十
三
塚
原
土
地
改
良
区
設
立
及
び
事
業
施
行
の
正
式
認
可
（
昭

和
五
十
年
二
月
五
日
）

八
二
号
）

十
三
塚
原
地
区
県
営
畑
総
事
業
施
行
認
可
（
認
可
番
号
一
四

0
1
一
四
三
号
）

鹿
児
島
県
知
事
よ
り
申
請
人
、
代
表
へ
通
知

〇
畑
総
営
農
室
新
設

溝
辺
町
は
、
畑
総
事
業
専
門
に
担
当
す
る
畑
総
営
農
室
を
新

0
総
代
選
挙
の
管
理
（
昭
和
五
十
年
三
月
一

日
）

十
三
塚
原
土
地
改
良
区
の
総
代
選
挙
を
管
理
す
る
選
挙
管
理

一
日
）

250 



第 3部 産 業

編

五 五 五 四
十 十 十 年

十 九

農区 竹 用竹 地竹 畑竹
道画 山 買山 罰 地山

i 整ダ ダ 雷:理ム 有ム ほム
ー 川及 噂 恥 業

一式、原び の
＝． コ 関 設画 お

‘九‘農 ニア 連 計整 も
三四八地 ha採 道 理 な
ー ・八保 取 路 内
五五九全 地 の 容
mham の 用

事

ノ＼

五 ノ．‘ 四 ノ＼
業

七 九ヽ ヽ ヽ

ノ‘ 四 七 ノ.‘ 
費

七 ノ．‘ 五
〇0千円

ノ＼

゜
ノ‘

会庶常務 第第理 記理
計務 ニー事 芽叫事長 土
理理理理理長

地
事事事事事

人

ふ〇‘ 重忠
改

末榎久保 上東有 良
重田平馬
忠静武田国四 区
男雄徳貢雄郎 三男

冨
四 似永
七

耕
和
五 ‘

地
夫
Qロ 剛

>鹿
-I 

長 ノ1日L』

西 橋 島
ロ ダ

慶
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長
七

3
 

0
総
代
選
挙
執
行
（
昭
和
五
十
年
三
月
十
九
日
）

十
三
塚
原
土
地
改
良
区
総
代
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
。

0
総
代
選
挙
の
選
挙
会
（
昭
和
五
十
年
三
月
十
八
日
）

三
月
十
七
日
執
行
の
総
代
選
挙
に
係
る
選
挙
会
を
開
催
し
総

代
六
十
七
名
の
当
選
を
決
定
し
、
公
告
さ
れ
る
。

主
な
事
業
内
容
及
び
人
事

さ
れ
る
。

委
員
会
と
し
て
溝
辺
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
県
選
管
よ
り
指
定

2
 
+
―
―
一
塚
原
土
地
改
良
区
設
立
後
の
役
員
会

・
総
代
会
な
ど
に

お
け
る
主
な
業
務
の
内
容

（昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
）

▽
総
代
会
（
臨
時
総
代
会
を
含
む
）

11
ニ
七
回

▽
監
事
会
11-
―
―
六
回

▽
理
事
会

▽
運
営
委
員
会
、
財
産

管
理
委
員
会
、
換
地
委
員
会
な
ど
11
ニ
0
回

な
お
制
度
、
運
営
体
制
等
主
な
案
件
は
、
次
の
と
お
り
。

11
五
三
回
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第3部 産 業 編

士
地
改
良
区
設
立
後
の
主
な
議
決
事
項
及
び
決
定
事
項

0
第
一

回
通
常
総
代
会
（
昭
和
五
十
年
三
月
―
―
十
四
日
）

十
三
塚
原
土
地
改
良
区
第
一
回
通
常
総
代
会
を
開
催
。

①
規
約
、
係
処
務
規
程
、
会
計
細
則
、
監
査
細
則
、
地
区
除
外

等
処
理
規
程
を
制
定

②
昭
和
四
十
九
年
度
予
算
、
農
林
漁
業
資
金
借
入
、
役
員
報
酬

等
議
決

③
昭
和
五
十
年
度
予
算
の
議
決

④
県
士
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
へ
の
加
入
を
決
定

⑤
次
期
役
員
を
次
の
と

お
り
決
定
（
役
員
選
任
議
決
）

▽
員
内
理
事
1
1
末
重
忠
男
、
今
吉
耕
夫
、
重
森
吉
利、

有
村

芳
夫
、
徳
永
重
幸
、
重
丸
三
郎
、
小
野
義
行

大
山
三
乎
、
横
井
重
敏
、
乎
原
一
夫
、
末
永

正
夫
、
南
原
鉄
夫
、
内
村
重
行
、
長
谷
茂
行

榎
田
静
雄

▽
員
外
理
事
1
1
有
馬
四
郎
、
東
国
雄
、
上
平
田
貢
、
久
保
武
徳

▽

監

事

1
1

市
来
原
静
夫
、
下
村
正
―
-
、
有
村
四
郎

0
第
一
回
理
事
、
監
事
会
（
昭
和
五
十
年
三
月
二
十
七
日
）

4
 

十
三
塚
原
土
地
改
良
区
第
一
期
の
理
事
及
び
監
事
が
総
代
会

で
決
定
し
た
の
で
職
務
分
担
を
次
の
と
お
り
決
定
。

七
日
）

（
理
事
長
）

有
馬
四
郎
、

（第

一
理
事
）
東
国
雄

（
第
二
理
事
）
上
乎
田
貢
、
（
常
務
理
事
）
久
保
武

徳
、
（
会
計
担
当
）
末
重
忠
男
（
庶
務
担
当
）
榎
田

静
雄
、
（
工
事
担
当
）
平
原
一
夫

▽
監
事
1
1
総
括
監
事
市
来
原
静
男
、
第

一
監
事
下
村
正
二

▽
職
員
1
1
専
任
職
員

一
名
と
関
係
町
の
担
当
課
長
を
事
務
局

参
与
、
担
当
者
を
事
務
局
員
と
し
て
任
命

0
加
治
木
耕
地
事
務
所
に
ダ
ム
水
利
課
を
新
設
（
昭
和
五
十
年
七

月
―
-
+

―
日
）

県
は
加
治
木
耕
地
事
務
所
に
県
営
畑
総
事
業
を
管
轄
す
る
ダ

ム
水
利
課
を
新
設
し
、
県
と
し
て
の
組
織
を
充
実
し
た
。
初
代

ダ
ム
水
利
課
長
に
橋
口
省
―
―
―
氏
が
就
任
。

0
昭
和
五
十
年
度
臨
時
総
代
会
（
昭
和
五
十
年
十
月
十
八
日

・
溝

辺
町
）

①
昭
和
四
十
九
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
収
支
決
算
書

の
承
認

②
昭
和
五
十
年
度
農
林
漁
業
資
金
借
入
議
決
及
び
こ
れ
に
伴
う

補
正
予
算
書
の
承
認

0
ダ
ム
築
堤
用
コ
ア
採
取
場
借
地
契
約
（
昭
和
五
十
年
十
月
二
十

▽
理
事
1
1
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（
本
部
長
）
溝
辺
町
長
有
馬
四
郎
、
（
副
本
部

長
）
隼
人
町
長
上
平
田
貢
、
加
治
木
町
長
東
国

雄

▽
畑
か
ん
営
農
研
究
会
（
推
進
本
部
下
部
機
関
）
会
長
11
久

保
武
徳

0
昭
和
五
十

一
年
度
第
三
回
理
事
会
（
昭
和
五
十
二
年
二
月
十
二

▽
役

員
11

竹
山
ダ
ム
築
堤
用
コ
ア
採
取
場
を
溝
辺
町
有
川
育
英
会
所
有

者
の
横
峯
山
約
九
？
り
に
決
定
し
、
県
と
有
川
育
英
会
は
借
地
契

約
締
結
。

0
有
川
原
区
画
整
理
事
業
着
工
（
昭
和
五
十

一
年
十

一
月

一
日）

+――
一塚
原
畑
総
事
業
（
区
画
整
理
事
業
）
の
本
格
的
事
業
と

し
て
有
川
原
台
地
の
区
画
整
理
事
業
が
始
ま
る
。

〇
畑
か
ん
営
農
推
進
本
部
会
議
の
設
置

畑
か
ん
営
農
の
促
進
を
は
か
る
た
め
畑
か
ん
営
農
推
進
本
部

会
議
を
設
置
。
従
来
の
畑
か
ん
営
農
研
究
会
は
同
本
部
の
下
部

機
関
と
す
る
こ
と
に
し
、
作
物
の
流
通
関
係
ま
で
含
め
た
営
農

推
進
の
体
制
を
確
立
し
た
。

▽
構
成
員
11
関
係
一
二
町
の
町
長
、
農
協
組
合
長
、
農
業
委
員

会
長
、県
の
耕
地
事
務
所
長
、
農
林
事
務
所
長
、

普
及
所
長

，，，， 

日
・
溝
辺
町
）

竹
山
ダ
ム
下
流
住
民
か
ら
ダ
ム
築
造
に
関
し
、
協
議
書
に
よ

る
申
し
入
れ
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
協
議
解
決
し
た
の
で
理
事

会
に
報
告
。

①
竹
山
ダ
ム
下
流
地
域
住
民
の
不
安
解
消
に
努
め
る
と
と
も

に
生
命
財
産
に
被
害
を
与
え
な
い
よ
う
工
事
施
工
に
万
全

を
期
す
る
。

②
工
事
前
の
権
利
に
基
づ
く
水
量
は
必
ず
放
流
す
る
こ
と
。

③
河
川
の
改
修
に
努
力
す
る
こ
と
。

④
ダ
ム
の
管
理
は
土
地
改
良
区
が
行
う
が
、
水
の
管
理
に
は

下
流
地
域
の
住
民
代
表
も
参
加
さ
せ
る
こ
と
。

⑤
災
害
時
の
蓄
報
装
置
は
必
ず
設
置
す
る
こ
と
。

〔協
議
書〕

十
三
塚
原
土
地
改
良
区
理
事
長

加
治
木
町
長

下
流
地
域
代
表
木
田
土
地
改
良
区

有
馬
四
郎

東

国

雄

福
村
厚
行

辺

川

区

長

下

猶

末

男

0
竹
山
ダ
ム
定
礎
式
（
昭
和
五
十
一
云
一
年
十
月
二
十
八
日

・
竹
山
ダ

ム
現
地
、
溝
辺
小
学
校
）

県
の
各
機
関
、
関
係
町
及
び
農
協
、
土
地
改
良
区
役
員
、
総

代、

ダ
ム

水
没
地
及
び
関
連
道
路
用
地
地
権
者
を
招
待
し
、
竹
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5
 

平

山
ダ
ム
定
礎
式
及
び
祝
賀
会
を
開
催
。

0
有
川
原
区
画
整
理
事
業
完
エ
（
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十

一

日）
有
川
原
地
区
の
区
画
整
理
事
業
完
成
記
念
碑
除
幕
式

0
水
尻
原
地
区
換
地
委
員
会
（
昭
和
五
十
六
年
十
月
一一
十
六
日
・

土
地
改
良
区
事
務
局
）

①
大
字
麓
と
大
字
有
川
の
境
界
は
従
前
の
境
界
線
に
近
い
道
路

で
境
界
設
定
を
す
る
。

②
字
名
は
水
尻
原
と
房
山
原
と
し
、
水
尻
原
台
地
は
麓
水
尻
原

と
有
川
水
尻
原
と
す
る
。

0
木
佐
貫
原
換
地
委
員
会
（
昭
和
五
十
六
年
十

一
月
九
日
・
土
地

改
良
区
事
務
局
）

①
大
字
麓
と
大
字
三
縄
は
、

旧
三
縄
道
路
を
境
界
と
す
る
。

役
員
体
制

第
八
条

第
五
条

②
字
名
は
従
前
の
木
佐
貫
原
を
麓
木
佐
貫
原
と
し
、
他
は
三
縄

木
佐
貫
原
と
す
る
。

0
昭
和
五
十
八
年
度
臨
時
総
代
会
（
昭
和
五
十
八
年
十
月
十
七
日

・
溝
辺
町
）

次
の
よ
う
に
定
款
変
更
を
可
決

第
三
条

り

十

三
塚
原
土
地
改
良
区
役
員

／

昭

五

0
-―-
、
二
七
！
昭
五
四
、

三
、
三
〇
！

一

職

名

昭

五

四

、
三
、
二

九

昭

五

八

、
三
、

二
九

理

事

長

有

馬

四

郎

有

馬

四

郎

外

第

一

理

事

東

国

雄

東

国

雄

員

一

第

二

理

事

上

田

貢

翌

雰

。

．浜
崎
直
哉

換
地
処
了
完
了
地
区
の
旧
字
名
を
新
字
名
に
変
更

事
務
所
の
所
在
地
を
姶
良
郡
溝
辺
町
有
川
三
四

一

と
す
る
。

総
代
区
を
従
来
の
一

0
区
か
ら
行
政
区
と
将
来
の

維
持
管
理
を
考
慮
し
町
別
の

三
区
に
変
更

一
区
溝
辺
町
二
四
名
、
二
区
隼
人
町
一

0
名
、

三
区
加
治
木
町
一

0
名

昭
五
八
、
三
、
三

0
ー

一

昭
六
二
、
三
、
二
九

芦

ぢ

．
有
馬
四
郎

二

ニ
八
:
で

．
東

国

雄

六
二略

な

。
．
浜
崎
直
哉

昭
六
二
、
三
‘
-
―

-oi

現
在

六一

・
九
．

今

吉

衛

三
か
ら

六
O
•
―-
．
宮

田

守

恵

ー
か
ら

↓
仁
屁

．
宇
都
宮
明
人
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監

事

財

産

管

理

委

員

長

第三被選任区 1第二被選任区 第一被選任区

監

事

工

事

担

当

理

事

理

事

ク

監

事

庶

務

担

当

理

事

理

事

常

務

理

事

会

計

担

当

理

事

理

事

総長内南榎下末横平有今大小重徳有重今末久

邑
谷村原田村永井原村島山野丸永村森吉重保

塁原茂重鉄静正正重 ー 四武三義 三 重芳吉耕忠武
静
男行行夫雄二夫敏夫郎男平行郎幸矢利夫男徳

徳山山長内南榎底嘉翡横平有
括ま・

永下下谷村原田 ツで二井原村

下福
重藤 茂 重 鉄静村田重 ー 四

正
行男茂行行夫雄二茂敏夫郎

今大小重有重今末久

島 山 野丸村森吉重保

武三義三芳吉耕忠武

男平行郎矢利夫男徳

徳一五ー五内柚榎
八五八五
ょ・ょ・

永りニピ村木田
. . 
長冨
重谷永重健静
茂正
行行則行一雄

総謡酋横遠有
括か ・
ッら二井山村
. 
下末
村永重 ー 四
正
二悟敏行郎

今海元誓元塁有重今末久
老か・か・
島原咤ら弓村森吉重保

村野
武春田間芳吉耕忠武
兼勝

男規雄賓矢利夫男徳

（
総
括
）
有
村

末

永

竹
ノ
内

平

原
大

山

徳

永
冨

永

大

山

柚

木
長

谷

榎

田

静 I茂健 正重実静又

末海花野重岩今重
老
重原堂間森元吉森

四
雄 I行一茂則幸行雄一悟 I郎 男規香賓薫夫夫利

忠春光勝 秋耕吉
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▽
有

JI I 

(3) 

換
地
委
員

(0
印
は
委
員
長
）

原
11
0
大
山
一二
平
、
二
見

薫

柚
木
健

一

大
山

茂

重
森

平
原
静
雄

末
永

野
間
勝
賀

▽
副
委
員
長
11
榎
田
静
雄

▽

委

員

11
野
間
勝
賓

重
森
吉
利

有

村

芳

矢

末

永

悟

内
村
重
行

柚
木
健
一

二
、
二
八
選
任
〕

榎
田
静
雄

〔
昭
五
九
、
三
‘

―
二
選
任
〕

▽

委

員

長

11
徳
永
重
幸

③

財

産

管

理
委
員
会

〔
昭
五
五
‘
-
―
-
‘
-
0
選
任
〕

▽
委
員
長
11
徳
永
重
幸

▽
副
委
員
長
11
平
原

一
夫

▽
委
員
11
重
丸
――
一郎

今
吉
耕
夫

〔
昭
六

二
、

▽

委

員

長

11
榎
田
静
雄

▽
副
委
員
長
11
末
重
忠
男

▽

委

員

11
今
吉
耕
夫

重
森
吉
利悟

今
吉
耕
夫

遠
山

一
行

忠
、
野
間
義
徳
、

重
森
吉
利

有
村
芳
矢

原
11
0
重
森
吉
利、

重
森
民
雄
、
重
森
正
夫
、

重
森
公
雄
、
中
山
秀
夫
、
外
山
重
夫
、
宰

像
勇
、
福
丸

一幸、

山
崎
正
吉
、
内
村
質

雄
、
内
村
幸
男
、
岩
元
伊
一
―
一
郎

▽

木

佐

貫

原
11
今
吉
耕
夫
、
大
山
三
平
、
村
田
兼
夫
、
平
村

貞
雄
、
追
鳥
義
成
、
今
村
優
、
今
吉

勇
、
今
吉
勝
、
木
佐
貫
賓
、

入
部
義
春

▽
北
十
三
塚
原
11
0
有
村
芳
矢
、
横
井
重
敏、

今
島
武
男
、

重
森
丁
味
男
、
福
永
正
人
、
満
塩
郁
夫
、

福
永
政
男
、
宮
路
正
人
、
吉
森
政
志
、
重

森
法
幸
、
重

森

保

、
竹

ノ
内
又
一

、
米

丸
勇
蔵

▽
東
十
三
塚
原
1
1
0
遠
山

一
行
、
末

永

悟

、
迫
間
慶
蔵
、

大
山
実
行
、
西
久
一
、
平
原

一
夫
、
福

丸
澄
雄
、
古
河
幸
男
、
福

田

茂

、
福
本

政
治
、
吉
森
政
志
、
迫

重
盛

▽
水

尻

野
間
勝
賓
、
山
崎
正
、

海
老
原
春
規
、
国

生
好
則
、
森
田
兼
至
、
大
角
勝
義
、
宮
森

秋
徳
、
有
村
一
―
―
夫
、
野
間
光
志
、
重
留
周
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第 4章 土地改良と水

▽
南
十
三
塚
原
11
0
徳
永
重
行
、
末
重
忠
男
、
末
永
正
美
、

玉
利
敏
也
、
山
下
親
雄
、
馬
場
勝
、

岩

元
義
哉
、

山
下
武
範
、
福
永
忍
、
馬
場

菊
美
、
馬
場
政
義
、
馬
場
和
美
、
山
下
文

二
、
南
玉
利
一
―
一
郎
、
有
村
和
幸
、
笹
峯

巌
、
植
木
滴
伊

原
11
0
榎
田
静
雄
、
長
谷
茂
行
、
本
村
重
盛
、

大
野
久
治
、
谷
口
善
助
、
榎
田
文
蔵
、

山

下

茂

、

常

盤
清
蔵
、
上
村
政
清
、
松
元

茂

、

坂

元

素
、
上
別
府
正
直

④

十

三
塚
原
土
地
改
良
区
総
代
名
簿

◇
第
一
回
選
挙
（
昭
50
.
3
.
1
9
)
総
代
数
66

〔
第
一

総
代
区
〕
国
生
政
志
、
野
間
勝
賓
、
野
間
義
徳
、
山

崎

正
、
二
見
忠
、
森
田
兼
至
、
川
添

貞
義
、
森
田
重
吉
、
国
生
哲
二
、
平
村
近

雄
、
今
吉
正
人
、
追
鳥

睦

男
、
沼
口

五

夫
、
村
田
兼
夫
、
村
田
政
徳
、
池
沢

勝
、

重
森
正
己、

満
塩

績
、
中
山
秀
夫
、
岩

元
伊
一＿一郎、

岩

元

保

、

重

森

保

、
住

吉
速
人
、
有
村
市
郎
、

福
永
安
憲
、
福
永

▽
楠

〔
第
二
総
代
区
〕

〔
第
三
総
代
区〕

也、

末
永
正
美
、

哉
、

吉
満
円
次
、

雄
、
山
下
正
夫

今
吉
正
雄
、
竹
ノ
内
又一

、
大
山
実
行
、

福
田
茂
、

迫
間
慶
蔵
、
平
原

一
夫
、
遠

山

一
行
、
米
元
四
郎
、
福
丸
純
雄
、

桑
幡

泰
男
、
古
河
幸
男

日
高
春
雄
、
内
村
幸
男
、
内
村
侃
、
地

久
里
功
、
前
田

一
馬
、
柚
木
健
一

、
高
崎

勝
、
屋

所

勲

、
猪
目

喜
年
、

坂

下

功
、
氷
吉
清
美
、
今
村
政

幸
、

脇

和

夫
、
緒
方
美
登
、
富
永
正
則
、
木
村
重
盛

◇
第
二
回
選
挙
（
昭
54
.
3

.
8
)
総
代
数
43

〔
第
一
総
代
区
〕
二
見
忠
、
古
市
清
隆
、
野
間
勝
賓
、
野

間
義
徳
、
森
田
重
吉
、
森
田
米
一
、
追
鳥

睦
男
、
平
村
近
雄
、
村
田
兼
雄
、
沼
口
五

夫
、
岩
元
伊
三
郎
、
重
森
民
雄
、
中
山
豊

志、

重

森

薫

、
重
森
丁
味
男
、
住
吉
美

楠
木
重
己
、

山
下
親
雄
、

岩
元
義

石
原
菊

正
人
、
植
木
文
雄
、
福
永

次
、
山
下
武
範
、

末
重

茂、 忍
、
徳
富
武

玉
利
敏
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〔
第
二
総
代
区
〕

〔
第
一
二
総
代
区
〕

◇
第
三
回
選
挙
（
昭
5
8
.
3
.
8
)
総
代
数
42

〔
第
一
総
代
区
〕
二
見
忠
、
重
丸
義
春
、
古
市
清
隆
、
野

間
義
徳
、
森
田
重
吉
、
森
田
房
志
、
前
田

文
男
、
木
佐
貫
実
、
平
村
近
夫
、
追
鳥
次

夫
、
岩
元
伊
一
―
一
郎
、
重
森
茂
、
中
山
豊

二
、
重
森
丁
味
男
、
福
永
正
人
、
住
吉
美

知
男
、

重
森
窯
、
植
木
典
利
、
植
木
初

男
、
末
永
正
美
、
玉
利
敏
也
、
馬
場
優
、

山
下
正
夫
、
山
下
親
雄
、
楠
木
重
己
、
前

野
久
治

和
夫

知
男
、
福
永
正
人
、
植
木
文
雄
、
植
木
初

男
、
末
永
正
美
、
玉
利
敏
也
、
馬
場
優
、

山
下
正
夫、

山
下
親
雄
、
高
田
美
好
、
大

今
吉
正
雄
、
古
川
辰
雄
、
大
山
実
行
、
迫

間
慶
蔵
、
西

久
一

、
遠
山
一
行
、
福
丸

純
雄
、
古
河
幸
男

内
村
盛
義
、
内
村
初
、
高
崎
勝
、
地

久
里
功
、
前
田
等
、
坂
元
一
夫
、
冨
永

正
則
、
本
村
重
盛
、
脇

〔
第
二
総
代
区
〕

〔
第
三
総
代
区
〕

雄 古
川
辰
男
、
井
手
上
和
行
、
西
久

一
、

迫
間
慶
蔵
、
松
元
達
男
、
川
崎
実
雄
、
米

元
四
郎
、
大
山
実
行

内
村
初
、
内
村
盛
義
、
高
崎
勝
、
前

田
等
、
渋
谷
幹
男
、
石
原
五
男
、
緒
方

美
登
、
有
村
杉
男
、
脇
和
夫

◇
第
四
回
選
挙
（
昭
6
2
.
2
.
2
6
)
総
代
数
4
4

〔
第
一

総
代
区
〕
山
村
隆
志
、
野
問
基
、
森
田
房
志
、
重

丸
義
春
、
山
口
美
好、

宗
像

健
、
重
森

茂
、
福
丸
一
幸
、
山
崎
昌
洋
、
本
吉
尚

志
、
中
山
春
見
、
木
佐
貫
実
、
重
森
丁
味

男
、
住
吉
美
知
男
、
重
森
法
幸
、
山
下
勝

美
、
笹

峯

厳

、
古
川
辰
雄
、
馬
場
優
、

玉
利
敏
也
徳
富
正
行
、
有
村
久
志
、
植

木
初
男
、
末
原
勲

〔
第
二
総
代
区
〕

福
本
正
治
、
今
村
義
治
、
有
村

崎
澄
則

、

西

久

一
、
川
崎
実
雄
、
米
徳

重
盛
、
桑
幡
泰
男
、
濱
田
久

正
弘
、
迫

田
初
男

功
、
川
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〔
第
三
総
代
区
〕一

溝
辺
町
隼
人
町
＿
加
治
木
町
一

地
区
面
積
ha

一

五
七

0
―

二
五
三
ニ
ニ
ニ
一

、

0
四
四

組

合

員

数

一

六

八

五

二

0
四
＿

二
九

0
-
―‘

地
区
面
積
は
、
畑
地
か
ん
が
い

・
基
幹
農
道
・
農
地
保
全
・
区

画
整
理
の
各
事
業
を
総
合
し
た
面
稲
、
組
合
員
数
は
名
瘤
か
ら
集

計
し
た
昭
和
六
十
一
年
度
末
組
合
員
数
で
あ
る
。

一
七
九

計

坂
元
政
清
、
脇
和
夫
、
上
別
府
龍
男
、

石
原
五
男
、
緒
方
功
、
南
原
峰
雄
、
岩

澤
正
雄
、
山
口
幸
男
、
市
来
原
秀
義
、
市

来
原
松
義

な
お
本
事
業
の
円
滑
な
事
業
推
進
を
図
る
た
め
、
特
に
区
画
整

理
事
業
を
中
心
と
し
た
工
事
委
員
と
し
て
、
有
川
原
地
区
に
野
問

勝
賓

・
川
添
貞
義
、
水
尻
原
地
区
に
、
重
森
貞
雄
、
房
山
原
地
区

に
、
山
崎
清
吉
、
木
佐
貫
地
区
に
、
重
森
満
次

・
追
鳥
義
成
、
石

峯
地
区
に
重
森
薫
、
南
十
三
塚
原
地
区
に
馬
場
優

・
玉
利
敏
也

・

末
元
正
己
・

山
下
親
雄
、
浜
島
地
区
に
笹
峯
護
の
各
氏
が
当
た
り

事
業
推
進
に
貢
献
し
た
（
溝
辺
町
関
係
分
）
。

6

現
在
の
十
三
塚
原
土
地
改
良
区
の
状
況

①
地
区
及
び
組
合
員
の
状
況

総
代
の
選
挙
区
別
定
数
と
現
在
数

総
代
の
選
挙
区
は
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
十
七
日
定
款
の

変
更
を
行
い
、
行
政
区
を
考
慮
し
て
、
第
一
区
溝
辺
（
二
十

四
名
）
、
第
二
区
隼
人
(
+
名
）
、
第
三
区
加
治
木
(
+
名
）

と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
六
十
二
年
二
月
七
日
に
第
四
回
総
代

選
挙
の
告
示
が
さ
れ
、
溝
辺
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
管
理
指

導
の
も
と
に
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
。
選
挙
の
結
果
、
立
候
補

者
の
数
が
選
出
す
べ
き
総
代
の
定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め

無
投
票
と
な
り
、
前
記
総
代
名
緒
5
役
員
体
制
の
④
の
よ
う

に
第
四
期
目
の
総
代
が
決
定
し
た
。

④
理
事
監
事
の
被
選
任
区
別
定
数
と
現
在
数

理
事
監
事
の
被
選
任
区
は
役
員
選
任
規
程
に
よ
り
三
区
に

区
分
さ
れ
、
被
選
任
区
を
溝
辺
町
、
隼
人
町
、
加
治
木
町
に

分
け
て
い
る
。

役
員
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
九
日
で
三
期
目
の
役

員
任
期
が
満
了
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
十
九
日
の
第
ニ
―
一
回

通
常
総
代
会
で
役
員
推
鷹
会
議
が
作
成
し
た
役
員
選
任
に
つ

(3) (2) 

県
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
の
概
要
は
第
89
表
の
と

お
り
。
事
業
の
状
況
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第
8
9表
県
営
畑
総
事
業
の
全
体
計
画
と
事
業
費
及
び
進
捗
状
況

(l椎
位
：
千
円
）

懸択測蔀

8踪

-
-
-
-
{
ド
疫

事
業
種---------------1
ダ
ム
関
連
施
設
1

畑地
畑
か
ん
(F,
p
ま
で
）
1

か
同
（
幹
線
）
I
 

虚
同
（支
線
末
端
）
1

し
‘
小
水
力
発
電J

1
小
H
I

屈
溝
辺

IIIJ
I
 

幹
年
人
町

1

農
加
治
木
Ill」・I

道
1Jヽ
廿
I
I
 

股
溝
辺
町

1

地
隼
人
町

1

保
加
治
木
町

全
I
 

1Jヽ
H
I

区
面
工
事

1

画
流
末
そ
の
他
（
溝
辺
）
1

賂
．
同

（隼
人
）
1

理
． 同
（
加
治
木
）
1

計
1

計
1
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 ヽ
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第 3部 産 業 編

吉
利

▽
財
産
管
理
11

静
雄

ま
た
、
財
産
管
理
委
員
会
は
、
畑
総
施
設
維
持
管
理
規
程
第
五

管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
土
地
改
良
区
全
体
の
土
地
改
良
財
産
の

条
に
よ
り
、
各
管
理
区
の
自
主
管
理
組
織
に
お
い
て
当
該
地
区
の

榎
田

▽
会

二

na

重
森

▽
工

事
11

務
11
0
徳
永
末
永

い
て
の
議
案
が
、
無
記
名
投
票
に
よ
り
採
決
さ
れ
、
原
案
が

可
決
さ
れ
た
。
同
時
に
、
当
該
総
代
会
で
組
合
員
外
理
事
を

現
行
四
名
か
ら
三
名
に
し
、
理
事
定
数
を
一
九
名
と
す
る
旨

の
定
款
変
更
が
決
定
さ
れ
、
四
期
目

の
役
員
が
決
定
し
た
。

理
事
会
及
び
監
事
会
は
選
任
さ
れ
た
新
役
員
で
そ
れ
ぞ
れ
に

協
誤
を
行
い
、
理
事
長

・
総
括
監
事
な
ど
の
互
選
が
行
わ

れ
、
前
記

(
5
役
員
体
制
の
い
）
の
よ
う
に
役
員
構
成
が
決
定

し
た
。

な
お
、
運
営
委
員
会
設
置
規
程
第
三
条
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
運

営
委
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
十
三
塚
原
土
地
改
良
区
係
処
務

規
程
に
定
め
る
事
項
の
ほ
か
、
通
常
業
務
に
つ
い
て
の
基
本
的
事

項
及
び
そ
の
方
向
な
ど
に
つ
い
て
協
議
検
討
を
行
う
。

(0
印
委
員
長
）

▽
庶

重
幸悟

西

大
山

浦

柚

木

迫

間

原

末

永

平
原

木

佐

貫

原

今
吉

楠

原

0
榎
田

北
十
三

塚

原

重

森

南
十
三
塚

原

末

重

水

尻

原

重

森

)II 

忠
男
静
雄悟

健

一茂 薫
静耕吉勝名
雄 夫 利賓

統

一
的
管
理
を
行
う
も
の
で
現
委
員
は
次
の
と
お
り
。

(0
印
委
員
長）

財
産
管
理
区

有東
十
三
塚
原

市

来

原

③

事
務
機
構
及
び
職
員

事
務
機
構
と
し
て
は
、
最
高
議
決
機
関
と
し
て
の
総
代
会
、
執

行
機
関
と
し
て
の
理
事
会
、
監
査
機
関
と
し
て
の
監
事
会
に
区
分

さ
れ
、
土
地
改
良
区
運
営
は
第

39
図
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

土
地
改
良
区
事
務
局
は
専
任
職
員
と
関
係
―
――
町

の

担

当

（委

嘱
）
で
構
成
し
、
関
係
三
町
の
耕
地

・
経
済
課
長
を
事
務
局
参
与

と
し
て
委
服
し
て
指
導
助
言
を
得
て
い
る
。
県
営
畑
総
事
業
は
県

原

野
間 氏
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第 4章 土地改良と水

第39図 事務機構
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原
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昭

61

原
1
1
昭
6
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.
6
.
2

▽

3
.
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ー

3
.
3
 

31 
耕
地
事
務
所
で
進
め
ら
れ
て

お
り
、
関
係
職
員
は
下
表
の

と
お
り
で
あ
る
（
昭
和
六
十

二
年
六
月

二
十
七
日
現
在
）
。

⑥
各
会
計
経
理
体
系
は

第

40
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

り
区
画
整
理
事
業
完
工

記
念
碑
次
の
五
工
区
で
そ
れ
ぞ
れ

完
工
記
念
の
碑
が
建
立
さ

れ
、
除
猫
式
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
行
わ
れ
た
。

▽有川原11昭56.3.

▽水尻原11昭57.

▽楠原11昭58

▽南十三塚

技技ダ耕 岩大富氷 相 任改

術 ム 地
職 元庭良

職良 事
水事

真 員区
嘱^知敏良義 務

主 利課務所 -子行 ー 文
専

名 仮田外
局

師査長長 へ事
示偶 屋崎 山

闘ヽ
構

徳福林高 耕 園 成

丸村川橋 地
加昭 隼文雄]雅利宵

員

治勝三 氏
事

久可賞男 務 町
所 治 人辺

橋高謙 平正山 麿
木

名 事町町町

職 東吉横 耕 務

造己 員 丸山 地
局百正秀 課

八中
治司行 長 参

木村 名 堀安重 経 与
政 切楽広丸紘 済
孝末 課

薫志美 長
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溝
辺
、
隼
人
、
加
治
木

第
40
図
経
理
休
系
図

運
や
¥
'
j
'/
補
助
令

，
 一
般
会
社

土
地
改
良
区
運
営
費

職
H
給
与
会
議
費
等

糸i
 
合
f
 ~ 

維
持
管
理
賦
渫
金

区
画
整
理
事
業
賦
諜
金

畑
地
か
ん
が
い
賦
裸
令

繰
出
金

償
還
金

股
林
漁
業
金
釉
公
庫
へ

県
滋
畑
紛
:

•J(
業

1
既
借
入
分
の
償
還
金

牡
別
会
計
当
該
年
度
分
担
金
県
加
治
木
耕
地
事
務
所
へ

県
営
畑
総
事
業
地
元
分
担
金

各
台
地
別
積
立
金
利
息

収
入
分
を
還
元

浦原

川来

~ 

迫西rli

入金

溝
辺
、
隼
人
、
加
治
木

県
（農
地
整
備
，
渫
）

碁
幹
農
道
、
混
地
保
全
関
係
1代
還
助
成
金

ダ
ム
関
係
償
還
助
成
令

職
fl
退
職
給
与
m
立
金
退
職
金
職
員
退
職
者

特
別
会
計I
;I 
(退
職
給
与
規
程
）

譴挑測
1
農
林
漁
業
金
釉
公
r車

甜l゚RR 
I
組
合
H

（地
区
除
外
者
）

煤
林
漁
業
打
令
惜
入
令
（地
元
負
担
相
,,,
頷
）

（維
持
管
理
決
済
金
、
区
画
整
理
事
業
決
済
金
、
他
）
」
決
済
金
事
業

特
別
会
計

業金
事

金当

済
決引
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第3部 産 業 編

4
 
3
 
2
 

ー

竹
子
土
地
改
良
区

設
立
年
月
日

三
二
名

四
八
ゥ”

昭
和
五
十
六
年
六
月
六
日
認
可
さ
れ
た
。
申
請
人
は
次
の
と
お
り
。

村
田
二
男
、
蔵
園
幸
夫
、
祝
儀
圏
重
治
、
長
野
次
夫
、
延
時
力
蔵
、

仮
屋
園
静
男
、
恒
吉
米
夫
、
岩
崎
初
男
、
竹
下
睦
旺
、
中
久
保
信

義
、
沼
口
良
明
、
池
田
誉
、
丸

山
忍
、
倉
元
俊

夫
、
内

山

茂

男
、
別
府
清
臣
、
八
木
鉄
矢
、

西
野
立
夫
、
今
別
府
秀
男
、
野

村
紀
生
組
合
員

面

積

事
業
の
概
要

▽
畑
地
か
ん
が
い

11-
――一五ゥ”

▽
区
画
整
理
11
―
二
〇
〔，”

▽
農
地
保
全
11
三
一
三
二
屈

年
度
別
の
事
業
は
第
90
表
の
と

お
り
で
あ
る
。

口

= 
.. ,-, 

ほ場整備記念碑 （左）（上）有川原
• —. . -, 

,_. , , （左）（下）
し一.・-・ 

（吾）（国）南十三塚原 （吾）（予）東十三塚原

水尻原
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第3部産業編

I 設c昭5立6・7当・15時) 1 現(昭63・5・1在) 
I 

理事長 村 田 二 男 延時力蔵夫

第第一二理理事事
延時力蔵 蔵園 幸
蔵園幸夫 丸 山 忍

理 事 丸 山 忍 下久保 諭

” 竹 下睦清 旺 下久保春雄

” 別府 臣 内之段 螢

” 中久保信義 長野春政
” 倉 ― 俊夫 佐藤幹男
” 

佐フ藤じ 幹男 岩切忠雄

” 内山茂男 上 野次夫

” 岩切忠雄 溝内 山口 三茂 利男

” 西野立夫
” 今別府道夫 恒吉米夫
I l ,, 恒吉米羹男

野村 茂男
監事八木鉄 仮屋圏静
// 仮屋園 静 山 ロ 優

設（昭5立6・7当・15時) 現(昭63・5・1在) 

委委員長員 延時力
蔵 蔵園 幸夫

蔵圏 幸 夫 丸山 忍

” 丸山 忍 久木田貞洋進

” 下久保 1牟 岩元

” 下久保 富貞 洋男 野 村 紀生

” 久木田 倉元俊夫

” 中久保信義進 岩切澄男
” 岩元 西野立夫

” 上野次夫 今別府道夫

” 岩村崎初男 入部 好

” 野 紀生 鎌 田清人

” 西野立夫 溝 ロ 三 利

” 溝 口 三 利 長野次夫
” 倉元俊夫
” 長野次夫

5
 
役
員
体
制

い

理

事

監
事

③

換

地

委

員
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第 3部 産 業 編

（→ 
第
五
章

農
業
諸
団
体

溝
辺
町
農
業
協
同
組
合

時
代
の
変
遷
と
農
協

日
本
農
業
は
、
国
際
経
済
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
時
代

と
な
っ
た
。
食
生
活
の
多
様
化
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の
主
食
で
あ

る
米
は
、
パ
ン
、
め
ん
類
な
ど
主
と
し
て
外
国
産
を
原
料
と
す
る

食
糧
に
押
さ
れ
、
そ
の
消
費
は
年
々
減
少
し
、
米
余
り
現
象
は
急

速
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
米
の
減
反
政
策
は
強
力
に
進

め
ら
れ
、
生
産
者
米
価
は
数
年
来
引
き
下
げ
ら
れ
る
な
ど
、
き
わ

め
て
き
び
し
い
情
勢
に
あ
る
。

本
町
に
お
い
て
は
、
米
の
農
家
所
得
に
占
め
る
割
合
は
少
な
い

も
の
の
、
米
は
農
業
の
基
幹
と
し
て
の
作
物
で
あ
り
、
価
格
の
安

定
対
策
に
は
、
全
国
段
階
に
呼
応
し
て
、
組
織
を
あ
げ
て
米
価
安

定
の
た
め
の
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

第
一
次
、
第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
に
よ
り
、
激
動
す
る
経

済
情
勢
の
中
で
、
諸
生
産
資
材
の
高
騰
、
農
業
生
産
物
価
格
の
低

姶
良
中
部
農
業
）

（
協
同
組
合

①
 
地
域
農
業
を
再
建
し
、
組
合
員
農
家
の
所
得
を
高
め
る
土

動
を
提
唱
し
た
。
す
な
わ
ち
、
基
本
的
理
念
は
、

以
上
の
よ
う
な
農
業
情
勢
の
中
で
、
県
系
統
農
協
は
三
つ
の
運

ま
り
、
農
家
・
農
協
一
体
と
な
っ
て
阻
止
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

迷
に
対
処
す
る
に
は
、
農
業
収
入
だ
け
で
は
健
全
な
農
業
経
営
は

困
難
と
な
り
、
い
き
お
い
、
農
外
収
入
に
よ
っ
て
農
家
経
済
を
支

え
ざ
る
を
得
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

し
よ
で
ん

本
町
で
当
時
唯
一
の
農
産
物
加
工
場
で
あ
っ
た
甘
藷
澱
粉
工
場

が
廃
止
さ
れ
、
遊
休
地
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
跡
地
に
、
大
根
、

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
な
ど
を
中
心
と
す
る
農
産
物
加
工
場
を
誘
致
し
、
安

定
し
た
作
物
と
し
て
の
普
及
を
図
る
べ
く
、
鹿
児
島
組
合
食
品
諒

が
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
料
の
安
定
供
給
、
販
路
の

確
保
な
ど
に
対
応
困
難
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
国
に
販
売
網
を
も

つ
九
州
新
進
詞
に
経
営
を
委
譲
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

金
融
面
に
お
い
て
も
、
昭
和
五
十
年
代
前
半
に
は
、
公
定
歩
合

の
再
―
―一
の
引
上
げ
、
後
半
に
は
年
に
二
、

三
回
の
引
下
げ
な
ど
が

あ
り
、
そ
の
対
応
に
は
困
惑
を
き
わ
め
た
。
農
協
金
融
も
、
農
家

の
収
入
減
や
広
域
化
の
ほ
か
、
他
金
融
機
関
に
劣
ら
な
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
な
ど
事
務
の
近
代
化
、
機
械
化
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

牛
肉
・
オ
レ
ン
ジ
の
輸
入
枠
拡
大
、
自
由
化
の
外
圧
は
年
々
強
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第 5章 農業諸団体

が
検
討
さ
れ
た
。
自
己
資
本
の
充
実
で
は
、
五
ヵ
年
計
画
に
よ
る

作
り
運
動
。

②
血
の
か
よ
っ
た
農
協
運
営
を
進
め
る
全
利
用
体
制
づ
く
り

運
動
。

③
 

で
あ
る
。

わ
が
農
協
も
全
力
を
あ
げ
て
こ
れ
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

ま
ず
①
の
運
動
で
は
、
作
物
別
生
産
組
織
を
結
成
し
、
共
選
・
共

阪
の
確
立
に
よ
り
、
市
場
の
信
頼
を
な
お

一
層
増
大
し
、
所
得
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
。
士
作
り
で
は
、
和
牛
一
頭
増
運
動
を
推
進

し
、
有
機
質
堆
肥
を
多
用
し
て
、
士
壌
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

②
の
運
動
で
は
、
作
物
別
組
織
の
座
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
組

合
員
の
声
を
農
協
経
営
に
反
映
す
る
こ
と
。
③
の
運
動
で
は
、
食

生
活
の
改
善
、
健
康
診
断
（
人
間
ト
ッ
ク
）
の
励
行
な
ど
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
婦
人
の
認
識
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
農
協
婦
人
部

の
数
も
少
な
か
っ
た
が
、
年
々
増
加
し
、
現
在
で
は
一
八
一
名
と

な
り
、
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
。

農
協
の
財
務
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
、

県
中
央
会
の
指
導
の
も

と
に
、
資
金
の
流
動
化
、
遊
休
資
産
の
再
利
用
ま
た
は
処
分
な
ど

の
結
成
を
は
か
り
、
そ
の
普
及
育
成
に
努
め
た
。
発
足
当
時
は
そ 明る＜豊かな暮らしを築く健康づくり運動。

昭和50年 5月
肩
年
月
組

村田哲二 ムロ

長

今村 優

今吉正人 理

住吉二夫

中馬隼人

常平光雄

徳富武次

古市正人 事

松田一夫

村田 二男
皿臣

外山一枝

住吉 優 事

2役員

年度 艮ロ 組員 合準 組員 I 計

45年 1,200 I 3 1,203 

50年 1,277 16 1,293 

55年 1,303 53 1,356 

60年 1,308 I 71 1,379 

61年 1,347 87 1,434 

組
織
の
状
況

昭
和
四
十
五
年
一二
月
現
在

に
お
け
る
木
町
の
世
帯
数
一

っ
た
。
年
次
ご
と
の
組
合
員

り
で
あ
る
。

第91表

数
の
推
移
は
第
91
表
の
と
お

年次別組合員数

で
、
加
入
率
は
六
―
―
―
町
で
あ

員
数
は
―
二

0
0名
（
戸
）

八
九
一
二
戸
に
対
し
農
協
組
合

1

組
合
員
（二）

増
資
、
諸
引
当
金
の
完
全
引
当
な
ど
、
年
次
計
画
を
達
成
し
つ
つ

あ
る
。
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第 3部

第92表

産 業 編

職員数の推移

年度 1男子1女子計

45 26 13 39 

50 29 10 39 

55 41 23 64 

60 43 34 77 

62合併時 40 19 

常備
89 

12 18 

3

職
員

う
に
増
加
し
て
い
る
。

の
拡
大
に
伴
っ
て
第

92
表
の
よ

年
――
―
九
名
で
あ
っ
た
が
、

事
業

職員の数は、昭和四十五

昭和59年5月 昭和56年5月 昭和53年5月

村田哲二 村田哲二 村田哲二

今吉正人 今吉正人 松田 一夫

今吉 貞秋 阿久根勉 今吉正人

重森 忍 今吉貞秋 住吉二夫

住吉二夫 住吉二夫 田畑泰己

田畑泰己 田畑泰己 中馬隼人
.lL~右μ., 巌 徳富武次 徳富武次

富岡道雄 富岡道雄 中玉利幸夫

山村隆志 中玉利幸夫 西野立夫

住吉 優 村田二男 村田 二男

村田 二男 住吉 優 住吉 優

野間達美 小野義行 小野義行

4
 

（三）

5
6
.
5
!
6
0
.
3
 

6
0
.
4ー

6
2
.
4

6
2
.
5
i
6
3
.
3
 

6
3
.
4
ー
現
在

況
で
あ
る
。

中
馬

秋
雄
国
秋
保
徳

（
溝
辺
町
）

（
菱
刈
町
）

（
横
川
町
）

（
溝
辺
町
）

上
野

郎

竹
下

虎
治

野
間

村
田
三
角
奥
屋

参
事

歴
代
参
事
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
3
6
.
4
1
4
1
.
5

4
1
.
5
!
4
5
.
1
0
 

4
5
.
1
0
1
4
9
.
4
 

4
9
.
4
i
5
1
.
8
 

5
2
.
5ー

5
3
.
1
2

5
4
.
l
i
5
6
.
3
 

森
下
高
橋

財
務
の
状
況

栄
蔵
達
夫

哲
―
―

弘
己

内
之
段
唯
男

（
鹿
屋
市
）

（
鹿
屋
市
）

昭
和
五
十
年
以
降
諸
施
設
の
新
設
に
伴
う
増
資
計
画
も
順
調
に

推
移
し
て
い
る
が
、
自
己
資
本
不
足
は
な
お
完
全
に
解
消
さ
れ
て

い
な
い
。
諸
引
当
金
は
満
額
引
き
当
て
ら
れ
て
お
り
、
良
好
な
状

（溝
辺
町
）

（
宮
之
城
町
）

（
姶
良
町
）

（
溝
辺
町
）
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対 照 表

第5章農業諸団体

昭和63年2月29日現在（単位：円）

負債及び資本の部

科 目 I金 額 I 説 明

信 貯
当座性貯金 1,831,234,2761要求9こいつでも払い戻しのできる貯金

定期性 貯金 5, 301. 835, 365 一定期間を約束して預かっている貯金

用
/」ヽ 言十 7,133,069,641 金

事

業
借 入 金 119, 362, 821 農入林金漁業金融公庫が転貸するための借

その他信用事業負債 25,145,064 一時的に預かっているお金

負 金融貸方経過勘定 203,151,919 貯金や借入金に対する未払利息

債 小 計 i 7, 480, 729, 445 
共 共済資金 65,027,872 共済掛金として預っているお金

未経過共済付加収入 41,669, 105 共済収入の前受分

済
小 計 I 106,696,977 

経済未払金 133,206,618 購買品仕入代金の未払金

経 受託販 売 債務 17,281,645 販売品代金の未払金

済 経済借入金 90,638,000 農協有牛や施設資金の借入金

事 雑 負 債 28,824,992 農協有牛の補助金等

業 特 別 勘 定

゜負 その他経済事業負債 1. 6os. 621 I経済借入金未払利息
傷

271,559,876 i 小 計

貸倒引当金 1
6,291. 563 貸の付金立等金の貸倒に充てるための税法上

諸 退職給 与引当 金 188,017,091 職員稲が退職した時の退職金の栢立金

弓I 賞与引当金 34,172,159 職営員の賞実与に当てるための準備金

当
事業平衡引当金 29,530,856 経金 充 のため系統からの配当を積立

納税充当金 23,526,380 法人税，事業税に充てるためのお金

金

I 小 計 281,538,049 

自 出 資 金 256,270,000I 組合員の払い込まれた出資金

己
回転出資金 7,850,132 

資本租立金 145,990,659 

資 当期利益金 30,062,469 本年度の利益金

本
I 440. 173. 260 小 計

負債及び資本合計 1 8. 580. 697. 607 
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第 3部産業編

第93表 貸 借

資 産 の 部

科 目 I金 額 I 説 明

現 金 20,512,131 2月28日現在金庫にあった現金

預 金 5,497,434,770 県お信金連，信用金庫，銀行に預けている

信 有 価 証 券 238,680 国債地方債電電債

貸 付 金 1,757,704,220 組合員の営農や設備資金への貸出金

用 （手形貸付金） (135,290,350) 貯金担保や短期の貸出金

（証 書 貸付金） (1,057,025,332) 組合員貸の設備資金等金に 1カ年以上の期

事
限で しているお

（営農貸付金） (258,901,501) 肥料，飼料，資材等の営農資金

業
（農業近代化） (137,762,726) 国・県・町の利子補給のある制度貸付金

（農業振興資金） （ 33,572,000) ” ” 
資
（農林漁業資金） ( llO, ll8, 879) 農林漁業金融公庫からの転貸

（総合口座貸越） （ 21. 489, 757) 貯金を担保とする短期間の貸越し

産
（肉畜経営改善） （ 3,543,675) 

その他信用事業資産 21,533,816 

金融借方経過勘定 152,646,589 預金 ・貸付金の未収利息

小 計 , 7, 450, 070, 206 

共 済 事業 資産 I 21,286,000 

経 経受託済販未売収債権金
51,898,356 購買品， 販金売品の売金掛金
85,823,105 販売品代 の立替

済 棚 購 貝= 
; 口 11 

159, 511, 872 2月28日現在額の肥料 ・飼料・ その他購

荒買品の在製庫
事 卸 そ の 13,137,666 茶， 茶等の在庫額

業
高 計 I 172,649,538 

雑資 産 15,728,222 農協オ｀ノライン移行等の差入保証金な

資 ど
特別会計 194,448,566 肥育豚七ンター等に貸している額

産 その他経済事業資産 32,467.969 農協有牛の未収利息

小 計 I 553,015,756 

土 地 llO, 358,736 
本所敷地，肥育豚センター、桑園、野

固 菜集物荷所等械金の土備地

償 却仮i出定i資勘当資資 産金

688,750,444 建償 ， 機当 ， 額品等
定

償建無外形却設部l司 定痒合

△ 430,196,700 却引 累積
325,000 

資 1,451,215 電話債権，水利権
185,636,950 県る連額，全国連，郡畜連等に出資してい

産 I 小 計 I 
556,325,645 

資 産 合 計 1 8. 580. 697. 607 
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（単位：千円）

年 度 45 年 50 年 55 年 60 年 62年合併時

出 資 金 24.314 32,032 99,059 157,047 169,793 

利 益 金 6,085 4,268 10,467 20,614 

諸 積 立 金 △ 5,538 5,770 50,750 82,250 96,766 

計 24,861 42,070 160,276 259. 911 I 

固 定資産 18,888 38,582 286,451 274,457 383,244 

外 部 出 資 11,997 35,914 81,150 113,652 120,220 

計 30,885 74,496 367,601 388,109 
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農
協
経
営
安
定
の
基
盤
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
の
長

1

信
用
事
業

四

事
業
の
状
況

昭
和
四
十
年
度
を
初
年
度
と
し
て
、
五
ヵ
年
計
画
で
農
協
の
再

建
整
備
が
行
わ
れ
、
計
画
ど
お
り
の
再
建
整
備
が
逹
成
さ
れ
た
。

こ
の
再
建
整
備
逹
成
に
は

二
つ
の
大
き
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
―
つ
は
、
執
行
体
制
が
強
化
さ
れ
、
組
合
長
は
じ
め
、
役
職

員
一

体
と
な

っ
て
計
画
達
成
に
努
力
し
た
こ
と
。
二
つ
に
は
鹿
児

島
空
港
建
設
に
伴
う
士
地
買
収
代
金
の
受
取
り
を
、
農
協
を
窓

ロ

と
す
る
地
権
者
が
九
五
町
に
も
達
し
、
農
協
金
融
面
に
大
き
く
貢

献
し
た
こ
と
で
あ
る
。

新
鹿
児
島
空
港
の
開
設
に
伴
い
、
本
町

の
農
地
は
、

ニ―

-0ゥり

の
農
地
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
農
家
の
中
に
は
、
経
営
形

態
上
も
大
き
な
変
化
を
き
た
す
こ
と
と
な
り
、
新
た
な
営
農
計
画

が
必
要
と
な
っ
た
。
特
に
畜
産
経
営
に
そ
の
変
化
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
後
近
代
農
業
へ
の
基
盤
づ
く
り
が
進
み
、
今
H
に

至
っ
て
い
る
。

鹿
児
島
空
港
及
び
九
州
縦
貫
自
動
車
道
の
用
地
代
が
農
協
を
通

じ
て
支
払
わ
れ
た

こ
と

に
よ
り
、
信
用
事
業
は
大
き
く
進
展
し
、

第95表 信用事業の推移 （単位：千円）

1年 度!45 年 Iso 年 1ss 年 I55 年 60 年 62年合併時
調貯金 458.ml 1. ,n. 092 2. so2. 144 ,. ,,1. ,,;1 4.779. 44s! 4. s89 . .J 

I 借入金 192, 463 26, 151 23, 346 18, 849 62, 198 56, 287 

達計 651, 166! 1, 799, 243 2, 825, 490 3, 400, 210 4, 841, 6J 4, 945, 695 

運 1現金 1, 4291 3,323 3, 996 5,885 16,962 17, 753 

預金 272,359 938, 602 1. 563, 354 2, 054, 849 3, 040, 1341 3, 232, 503¥ 

貸付金 362,225 801,671 931,089 1,177,001 1, 702, 0891 1,589, 0971 

計 636,0131,743,596 2, 498, 439 3,237, 735 4, 759, 185) 4,839, 353 

調逹衰金より連用資金が少ないのは他事業への運用である。

用

的

っ
て
い
る
。

期
に
わ
た
る
経
済
不

況
、
農
産
物
価
格
の

低
迷
に
よ
り
、
最
近

の
状
況
に
あ
る
。

特
に
定
期
的
貯
金
の

給
す
る
諸
年
金
の
取

積
極
的
に
努
力
を
払

ま
た
時
代
の
進
展

に
伴
っ
て
、
事
務
の

近
代
化
、
機
械
化

は
、
金
融
機
関
に
と

っ
て
は
必
須
の
要
件

と
な
っ
た
。
こ
れ
に

対
応
す
る
た
め
、
昭

扱
い
な
ど
に
つ
い
て

吸
収
、
組
合
員
が
受

農
協
と
し
て
は
、

は
や
や
伸
び
な
や
み
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共
済
事
業

組
合
員
の
生
命
と
財
産
を
守
る
共
済
事
業
は
、
急
速
な
伸
び
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
の
必
要
性
は
組
合
員
に
よ
く
理
解
さ
れ

昭
和
四
十
六
年
か
ら
昭
和
六
十
一
年
度
ま
で
連
続
目
標
を
達
成
し

た
。
す
で
に
一
億
円
保
障
を
達
成
し
た
組
合
員
も
複
数
に
達
し
て

い
る
。
昭
和
六
十
年
度
の
長
期
共
済
保
有
高
は
、
二
九
九
億
七

0

2
 
し
て
い
る
。

和
五
十
六
年
十
月
か
ら
九
州
管
内
農
協
共
通
の
オ
ン
ラ
イ
ソ
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
九
年
十

一
月
に
は
現
金
自
動

支
払
機
を
導
入
す
る
な
ど
、
金
融
事
業
の
合
理
化
に
大
き
く
寄
与

第43図 オンラ イン システム

口九州各県信連
中継セ ンター

応
各県下農協
端末機

: I 
長期共済

自動車共済

’自賠責
I 
支払 共済金

45 年 50 年

共済事業の推移

I 55 年 I
1,586,072 

2,826,000 I 
I 

740台 I 

I 38. 186 : 

（単位 :万円）

162年合併時
2, 996, 964 : 5, 697, 993 

I 1,818台
I 3,377台

60 年

108,946 

牡）

第96表

I 
104. 109 I 

300,000 

480台

4,090 

昭和55年急増したのは制度改定による。

170,696 

13,181 

ま
た
「
み
ぞ
べ
茶
」
の
品
質
向

活
資
材
は
エ
ー
コ
ー
プ
の
建
設
な

ど
に
よ
り
増
加
し
た
も
の
で
あ

る
。

和
五
十
五
年
か
ら
急
増
し
た
。
生

材
（
肥
料

・
飼
料
な
ど
）
が
、
昭

購
買
品
に
つ
い
て
は
、
生
産
資

しヽ と
、
茶
、
子
牛
な
ど
が
安
定
し
て

る
。
主
要
農
産
物
の
推
移
を
み
る

い
高
は
第
97
表
の
と
お
り
で
あ

主
要
農
産
物
及
び
購
買
品
取
扱

3

経
済
事
業

共
済
な
ど
も
自
動
車
の
増
加
と
と

済
金
も
増
加
し
て
い
る
。
自
動
車

た
加
入
の
増
加
に
伴
い
、
支
払
共

0
0万
円
と
な
り
、

も
に
急
増
し
た
。

一
組
合
員
当

た
り
二

0
九

0
万
円
で
あ
る
。
ま
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5
 
4
 

表

「ー
ー
|

1

1
1
ー
1

9

|

1

,

度

[

7
 
Mg

年
[〗ぃ 米

甘 賭

な た ね

繭

茶

そ さ し、

30,336 

27,211 

2,537 

32,779 

58,984 

2,883 

夕

子

肉

子

肉

販

ケ ノ コ

舌
グL 高

牛

牛

豚

豚

計

主要農産物 ・購買品取扱高

年 50 年 55

『

71,509 

55,959 

21. 849 

542 

365,603 

49,009 

12,169 

402 

28,257 

351,797 

50,801 

156,022 

8,463 

91. 355 

゜868,324 

（単位：千円）

年 60

47,029 

26,604 

゜27,722 
565,486 

101,984 

306,652 

93,154 

33,255 

179,384 

1,455,841 

年

67,852 

54,968 

20,425 

546,504 

67,823 

25,823 

356,178 

91,785 

10,307 

105,015 

1,439,770 

上
と
、
消
費
拡
大
の
た
め
に
建
設
し
た
荒
茶
工
場
及
び
二
次
加
工

施
設
の
取
扱
高
は
第

98
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

肥

飼

批

購

買 品

料

料

薬

計

52,818 

86,915 

8,472 

174,234 

97,668 

128,449 

32,536 

439,191 

163,505 

278,547 

57,151 

775.482 

153,592 

258,868 

82,367 

826,890 

A コープ品

゜ ゜
272,355 566,543 

第98表 P
A

、
ッ／ 取 扱 高 （単位 ：千円）

I ,, ,, .. 1I'° 年ー55ー：ロ年60 年
荒茶工場 40,876 45,033 24,425 

二 次加 工 9,365 14,568 56,241 
I 

的 荒茶工場の取扱高が減少したのは系列戯家が独立したため
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2
 

ー

野
菜
集
出
荷
施
設

⑮
 

0
0円）

〔
第
一
貯
蔵
施
設
〕

建
設
年
度

昭
和
四
十
六
年
六
月

五
一
三
三
万
一

0
0
0
円

（
う
ち
補
助
金
ニ
―
六
四
万
六

0

設
し
、
大
い
に
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。

高
度
機
械
化
茶
業
経
営
指
導
。ハ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

茶
は
本
町
の
主
幹
作
物
で
あ
る
。
昭
和
四
十
六
年
現
在
、
本
町

に
は
一
―

一
の
荒
茶
加
工
場
が
あ
っ
た
。
工
場
合
併
に
よ
る
大
型
化

で
効
率
化
を
図
る
べ
く
、
行
政
の
指
導
の
も
と
に
、
個
人
工
場
の

合
併
が
模
索
さ
れ
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
個
人
工
場
の
合

併
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
代
わ
っ
て
農
協
が
荒
茶
加
工
場

を
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
生
茶
葉
の
生
産
か
ら
荒
茶
加
工
ま
で

を
一
貫
し
て
行
う
バ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
導
入
し
て
建
設
し
た
。
事

業
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

建
設
年
度

屎
用
型
茶
園
管
理
機

荒
茶
加
工
機
械

――

-
0昇
型

六
〇
キ
ロ
型

総
事
業
費

消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
茶
二
次
加
工
施
設
を
、
貯
蔵
施
設
に
併

一
式
一
式
四
台
昭
和
四
十
八
年
六
月
完
工

茶
冷
蔵
庫
及
び
二
次
加
工
施
設

荒
茶
の
出
荷
調
整
、
品
質
保
持
を
目
的
と
し
て
、
茶
貯
蔵
施
設

（
第
一
、
第
二
）
を
建
設
し
た
。
ま
た
溝
辺
茶
の
品
質
向
上
と
、

3
 事
業

費

建

設

地

建

設

年

度

施
設
整
備
の
状
況

露
地
野
菜
の
共
選

・
共
販
を
実
施
し
、
生
産
物
の
有
利
阪
売
に

寄
与
す
る
た
め
野
菜
集
出
荷
施
設
を
建
設
し
た
。
こ
の
施
設
は
、

集
荷

・
選
別

・
荷
積
み
な
ど
の
作
業
に
当
た
っ
て
、
労
力
の
軽

減
、
作
業
能
率
の
向
上
を
図
る
た
め
の
設
備
が
考
慮
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
南
部
地
区
に
お
い
て
は
、
バ
レ
イ
シ
ョ
の
生
産
が
盛
ん

な
た
め
、
こ
の
品
目
を
中
心
と
し
た
集
出
荷
施
設
を
崎
森
地
区
に

建
設
し
た
。
な
お
、
こ
の
施
設
は
崎
森
支
所
併
用
と
な
っ
て
い

る。

而
辺
町
麓
と
溝
辺
町
崎
森

昭
和
五
十
四
年
度
（
麓
）

昭
和
五
十
六
年
度
（
崎
森
）

二
七
四
一二
万
四

0
0
0
円
（
麓
）

二
七
六
四
万
円
（
崎
森
）
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用

地

費

敷
地
面
積

ハ
一
九
七
平
方
屈

(
1
0
0
0頭
規
模
）

建
設
年
度

建
設
年
度

用

地

費

冷
蔵
庫

事

業

費

八
五
三
万
九

0
0
0
円

（
う
ち
国
県
補
助
四

0
0万
円
）

三
―
―
三
平
方
屈
（
貯
蔵
能
力
五
〇
沙）

〔
第
二
貯
蔵
施
設
〕

建
設
年
度
昭
和
五
十
四
年

事

業

費

三

四

四

七

万

八

0
0
0
円

冷
蔵
庫
二
二
三
平
方
招
（
貯
蔵
能
力
五
〇トン
）

〔
二
次
加
工
施
設
〕

建
設
年
度
昭
和
五
十
四
年

事

業

費

一

八

二

八

万

五

0
0
0円

4

肉
豚
共
同
肥
育
セ
ン

タ
ー

子
豚
の
生
産
か
ら
肥
育
出
荷
ま
で
を
一
貫
し
た
商
社
と
の
契
約

飼
育
が
、
本
町
で
も
広
く
行
わ
れ
、
農
協
事
業
へ
の
影
響
も
大
き

い
も
の
が
あ

っ
た
。
農
協
と
し
て
も
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
肉

豚
共
同
肥
育
セ
ソ
タ
ー
を
建
設
し
た
。
価
格
の
低
迷
な
ど
き
び
し

い
情
勢
の
中
で
、
経
営
努
力
を
重
ね
て
き
た
が
、
経
営
は
困
難

で
、
徐
々
に
縮
小
の
方
向
に
あ
る
。

昭
和
五
十
一
年

―
―
五
一
万
―
―

1
0
0
0円

六
二

0
六
万
一

0
0
0
円

（
う
ち
地
方
競
馬
協
会
補
助
三
分
の
一
）

本
所
事
務
所
及
び
関
連
施
設

本
所
事
務
所
等
諸
施
設
は
老
朽
化
が
進
み
、
改
築
ま
た
は
新
築

に
つ
い
て
数
年
来
検
討
さ
れ
て
ぎ
た
。
昭
和
五
十
二
年
、
役
場
庁

舎
新
築
計
画
に
当
た
り
、
町
役
場
庁
舎
と
併
設
が
望
ま
し
い
と
の

意
見
も
あ
っ
た
が
、
駐
車
場
の
確
保
な
ど
諸
般
の
事
情
に
よ
り
実

現
し
な
か
っ
た
。
幸
い
、
県
経
済
農
協
連
が
農
産
物
加
工
場
を
建

設
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
計
画
中
止
の
た
め
遊
休
地
と
な
っ
て
い

た
土
地
を
取
得
し
て
、
本
所
事
務
所
を
は
じ
め
諸
附
属
施
設
を
建

設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
組
合
員
は
も
と
よ
り
、
地
区
住
民
の
日
常
生
活
の
拠
点

と
し
て
、
生
活
向
上
に
資
す
る
た
め
、
同
敷
地
内
に
ェ
ー
コ
ー
プ

を
併
設
し
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

建
設
地
溝
辺
町
有
川
―
―
三

0
番
地

用
地
面
積
九
三
八
七

・O
八
平
方
屈

五
0
0
0
万
円

昭
和
五
十
一＿
一
年
度
・
五
十
四
年
度

本
所
事
務
所

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ト
ニ
階
建
（
九
二
四

・
七
八
二
乎
方
屈
）

5
 事
業

費
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6
 床

面

租

二
六
七

・
ニ
ニ
平
方
屈

建
設
年
度

因

農

協

合

併

一
億
―

1
0
二
万
二

0
0
0円

鉄
骨
ス
レ

ー
ト
平
屋
（
四
二
九

・
六
六
五
平
方
屈
）
三
六

三
七
万

一
0
0
0
円

0
八
万
六
0
0
0円

農
機
具
セ
ン
タ

ー

鉄
骨
ス
レ

ー
ト
平
屋
（
四
六
五
平
方
屈
）
二

0
八
九
万

―
二
四
七
万
円

政
府
米
保
管
倉
庫

政
府
米
保
管
倉
庫
は
、
産
業
組
合
時
代
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で

老
朽
化
が
は
な
は
だ
し
く
、
近
隣
の
宅
地
化
、
地
下
水
に
よ
る
庫

内
の
多
湿
な
ど
、
政
府
米
保
管
倉
庫
と
し
て
適
格
性
に
欠
け
る
よ

う
な
状
態
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
た
め
、
本
所
事
務
所
移
転
を
機

に
、
同
敷
地
内
に
建
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
七
年
二
月
五
日

わ
が
国
の
農
業
は
、
国
内
的
に
は
長
期
に
わ
た
る
米
の
減
反
政

策
、
米
価
の
引
下
げ
、
農
業
労
働
力
の
老
齢
化
・

兼
業
化、

さ
ら

に
は
金
融
の
自
由
化
、
組
合
員
意
識
の
変
化
等
々
、
き
わ
め
て
き

び
し
い
状
況
に
あ
る
。
一
方
国
際
的
に
は
、
牛
肉

・
オ
レ
ン
ジ
を

は
じ
め
と
す
る
輸
入
自
由
化
の
波
は
、
今
や
日
本
農
業
の
基
幹
で

あ
る
米
の
輸
入
ま
で
も
取
り
ざ
た
さ
れ
る
と
い
う
、
農
家
に
と
っ

事

業

費

七
0
0
0
円

構
内
舗
装
そ
の
他

四
二
七

・
四
〇
平
方
屈

一
億
一
〇
七
九
万
二

0
0
0
円

A
コ
ー
プ

床

面

積

麓

支

所

倉

庫
鉄
骨
ス
レ
ー
ト

平
屋
（
七
七
六
•
五
五
平
方
屈
）
二
九

A
コ
ー
プ

二
0
六
四
万
一

0
0
0
円

（
う
ち
町
補
助
二
五

0
万
円
）

麓
支
所
事
務
所
及
び

A
コ
ー
プ
空
港
前
店

麓
支
所
事
務
所
及
び
倉
庫
は
、
敷
地
も
個
人
か
ら
の
借
地
で
、

建
物
面
積
も
狭
隣
な
た
め
、
さ
き
に
建
設
さ
れ
た
野
菜
集
荷
所

（別
記
）
同
一
敷
地
内
に
新
築
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
麓

．
崎

森
地
区
住
民
の

日
常
生
活
の
利
便
の
た
め
に

A
コ
ー
プ
空
港
前
店

も
同
時
に
建
設
し
た
。

建
設
年
度
昭
和
五
十
九
年
度

7
 事
業

費

二七―――

・
ニ
五
平
方
屈
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て
は
危
機
的
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
内
外
と
も
に
き
び
し
い
と
き
、
農
家
の
生
活
を
守

り
、
国
際
競
争
に
打
ち
勝
つ
農
業
を
育
て
る
た
め
に
、
農
協
の
果

た
す
べ
ぎ
役
割
は
重
大
な
も
の
が
あ
る
。
よ
り
多
く
の
組
合
員
の

団
結
に
よ
り
、
財
務
の
健
全
化
を
図
り
、
組
織
を
強
化
し
、
経
営

某
盤
の
確
立
を
図
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

昭
和
三
十
六
年
農
業
協
同
組
合
合
併
助
成
法
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
時
点
で
県
内
農
協
数
は
二
二
六
で
あ
っ
た
が
、
第
五
次
延
長

（
昭
和
六
十
年
）
時
点
で
は
九
八
組
合
と
な
り
、
県
内
に
お
け
る

農
協
合
併
は
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
法
律
が
さ
ら
に
第
六
次

と
し
て
昭
和
六
十
三
年
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
わ
が
農
協
で
も
、
昭
和
六
十
一
年
五
月
十
四
日
、
県

農
協
中
央
会
を
ま
じ
え
て
役
員
会
を
開
催
し
、
合
併
に
つ
い
て
の

研
究
を
開
始
し
た
。
数
次
に
わ
た
る
研
究
協
議
の
中
で
、
横
川
町

農
協
と
の
合
併
構
想
を
た
て
、
両
農
協
間
で
協
議
を
重
ね
、
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
六
月
五
日
両
農
協
に
合
併
研
究
会
が
発
足
し
た
。

以
来
、
先
進
地
研
修
を
は
じ
め
各
方
面
に
わ
た
っ
て
慎
重
に
検

討
を
重
ね
、
研
究
を
進
め
る
中
で
、
合
併
の
気
運
は
高
ま
り
つ
つ

あ
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
十
五
日
、
こ
の
研
究
会

を
発
展
的
に
解
消
し
、
合
併
推
進
協
議
会
と
し
て
発
足
し
た
。

監

事

住

吉 樹
（
以
上
横
川
）

思
え
ば
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
十
六
日
溝
辺
村
農
業
協
同
組
合

と
し
て
発
足
以
来
、
幾
多
の
変
遜
を
経
て
、
本
町
農
業
の
発
展
と

組
合
員
の
生
活
向
上
に
寄
与
し
て
き
た
わ
が
農
協
は
、
こ
の
合
併

に
よ
っ
て
さ
ら
に
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
合
併
当
時
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。川
井

田

数

地
区
担
当

常
務
理
事

村
田
哲
二
（
溝
辺
）

（
横
川
）

今
吉
正
人

・
今
吉
貞
秋

・
重

森

忍

・
住
吉
二
夫

・

巌

・
富
岡
道
雄
・
山
村
隆
志

優

・
村
田
二
男

・
野
間
逹
美
（
以
上
溝
辺
）

理

事

組
合
長

両
農
協
そ
れ
ぞ
れ
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
組
合
員
の
理
解

を
得
る
よ
う
努
力
し
、
六
十
二
年
二
月
七
日
合
併
予
備
契
約
書
の

調
印
式
を
挙
行
し
、い

よ
い
よ
合
併
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
た
。

さ
ら
に
六
十
二
年
二
月
二
十

一
日
合
併
総
会
を
開
催
し
、
六
十

二
年
五
月
一
日
を
も
っ
て
「
姶
良
中
部
農
業
協
同
組
合
」
と
し
て

発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

田
畑
泰
己

・
立
岩

（
以
上
溝
辺
）

田
渕
満
雄
•

海
老
ケ
迫
砂
雄

・

長
丸

実
•

愛
甲
和

義

・
永
吉
辰
美

・
脇
田
一
美

・
一
次
助
治

・
森
元
茂

285 



第 5章 農業諸団体

姶
良
地
区
農
業
共
済
組
合

戦
後
、
各
市
町
村
単
位
に
発
足
し
た
農
業
共
済
組
合
で
あ
っ
た

が
、
年
ご
と
に
農
用
地
等
の
減
少
に
伴
う
共
済
資
源
確
保
へ
の
影

響
が
顕
著
に
現
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め
広
域
合
併
の
必
要
性
が
叫

ば
れ
、
危
機
感
を
持
ち
寄
っ
て
の
真
剣
な
協
議
の
結
果
、
昭
和
四

十
九
年
四
月

一
日
姶
良
郡
内
の

一―

ヵ
町
の
広
域
合
併
が
成
立

し
、
姶
良
地
区
農
業
共
済
組
合
が
発
足
し
た
。
そ
し
て
昭
和
五
十

三
年
十
二
月

一
日
に
は
国
分
市
も
吸
収
し
、
文
字
ど
お
り
姶
良
地

区
一
円
の
農
業
共
済
組
合
と
な
っ
た
。

事
務
所
は
県
の
加
治
木
地
方
事
務
所
跡
（
加
治
木
工
業
高
等
学

校
隣
）
に
置
か
れ
た
が
、
国
分
市
吸
収
に
よ
り
敷
地
が
狭
く
な

り
、
新
事
務
所
用
地
と
し
て
溝
辺
町
に
白
羽
の
矢
が
立
ち
、
昭
和

五
十
六
年
溝
辺
町
に
用
地
確
保
の
相
談
が
あ
っ
た
。
町
は
、
町
村

土
地
開
発
公
社
溝
辺
町
支
社
を
通
じ
て
早
速
協
力
す
る
こ
と
に
な

り
、
有
川
字
天
ケ
迫
―
二

0
1―
一
番
ほ
か
―
―
一
筆
を
適
地
と
選
定
し
、

北
山
ツ
ル
、
北
山
喜
久
雄
、
大
角
勝
義
、

福
丸
ス
ミ

ヱ
四
氏
の
協

力
を
得
て
四
一
六
七
平
方
屈
の
用
地
取
得
か
ら
造
成
工
事
ま
で
行

山
下
直
盛

・

小
丸
克
己

•

前
田
信
雄
（
以
上
横
川
）

4
 

3
 

2
 

ー っ
て
引
き
渡
し
た
。
建
設
工
事
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
、
翌
五
十
八
年
三
月
新
事
務
所
に
移
転
開
業
さ
れ

こ。
キー

建
設
事
業
の
概
要

事
業
施
設
名

姶
良
地
区
農
業
共
済
組
合
基
幹
家
畜
診
療
所
、
本
所
事
務
所
、

損
害
評
価
実
測
セ
ソ
タ
ー
建
設

建
設
場
所
及
び
面
積

姶
良
郡
溝
辺
町
有
川
ニ―

0
1―一番
地

四

一
六
七
平
方
屈

建
設
事
業
費

総
事
業
費
二
億
一
三
五
万

二
0
0
0
円

県
補
助
金
三
三
四
万
八

0
0
0
円

地
方
競
馬
全
国
協
議
会
補
助
金

一
―
―
六
万
円

管
内
市
町
補
助
金
ニ
―

0
0万
円

県
連
合
会
補
助
金

ニ

―

10万
円

自
己
資
金
一
億
六
四
五
四
万
四

0
0
0
円

施
設
の
内
容

(—) 

事
業
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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2
 

ー

山
村
重
森
村
田 （二）

夫
覚
一
満
徳

4
9
.
4ー

5
2
.
5
（有
川
）

4
9
.
4
1
5
5
.
3
（麓）

5
2
.
6
l
現
在

（竹
子
）

①

基
幹
家
畜
診
療
所

一
階

一
六
八
平
方
屈

（
診
療
室
、
獣
医
事
務
室
、
薬
品
室
）

二
階
一
六
八
乎
方
屈
（
診
療
検
査
室
、
診
療
研
修
室）

③

本

所

事

務

所

一
階
四

二
0
平
方
屈

（組
合
長
室
、
事
務
室
、
休
憩
室
、
印

刷
図
書
室
、
書
庫
、
金
庫
室
）

二
階
四
二
0
平
方
尉
（
損
防
研
修
室
、
大
会
議
室
、
収
納
庫
）

⑱

損

害
評
価
実
測
セ
ン

タ
ー

平
屋
―
二

0
平
方
屈

（実
測
調
整
室
、
倉
庫
、
入
院
室
）

合
併
後
の
歴
代
役
員

組
合
長
、
理
事

篠

原

芳

幸

昭
49
.
4
1
5
2
.
3
（
姶
良
町
）

田

中

弘

徳

5
2
.
4ー

6
1
.
3
（
栗
野
町
）

篠

原

芳

幸

6
1
.
4
l
現
在

溝
辺
町
出
身
理
事
・
監
事

〔
理
事
〕

（
姶
良
町
）

住
吉

優
秀
夫

重
森
丁
味
夫

重
丸

健一――

〔
監
事
〕

中
山

5
8
.
4
1
現
在
（
麓
）

5
5
.
4
1
5
8
.
3
 

5
8
.
4
1
6
1
.
3
 

61.
4

1
現
在

（麓）
（麓）
（有
川
）
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総
代
会

理
事
会

（
組
合
長
）

監
事
会

農業諸団体

（三）

姶
良
地
区
農
業
共
済
組
合
の
機
構

>

二損事共運害業済 党
防推委委
止進員 l¥ 

委委 釜'',, 
↓ !! ! 
会会

診
療
所
運
営
委
い
会

参
事

損
害
評
価
員
会

損
害
評
価
委
い
会

出 診 建
張 療物
所 所諜

I I I I I I 11 I I I I I 廿占
国福隼霧牧吉栗横溝沿姶力II事臨各園建

治務床町芸物

分山人島園松野川辺生良木係検獣施係
査医設
係配係
置

家／此総
畜産務
諜諜諜

占王叶
事引果蚕畑牒経企庶
故受樹繭作作理画務
係係係係物物係係係

係係
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第 3部 産 業 編

第
99
、
loo
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第99表 組 織 の

組
織
の
動
向
と
共
済
事
業
の
推
移
は

ら
組
合
運
営
が
進
め
ら
れ
た
。

動

本
方
針
と
し
て
年
次
改
革
を
加
え
な
が

の
充
実
強
化
、
執
行
体
制
の
確
立
を
某

組
合
運
営
の
基
本

広
域
合
併
達
成
以
来
、
補
償
の
充

実
、
組
合
員
負
担
の
軽
減
、
協
力
組
織

方
針

四

向

~1 48年度末 I sg年度末 I60年度末 I61年度末
組 A ロ 員 22,307 25,360 24,983 24,746 

総 代 823 206 206 207 
-

役 員 146 30 30 31 

理 事 113 27 27 28 

監 事 36 3 3 3 

職 員 77 67 66 66 

男 子 41 38 37 37 

女 子 19 16 17 17 

獣 医 師 15 12 12 12 

授 精 師 2 1 

゜ ゜損 害 評 価 委員 180 98 98 71 

損 害 評 価 員 451 480 480 422 

共 済 委 員 1,176 1,040 1,032 1,033 

診療所運営委員 36 18 18 18 

運 営 委 員 49 49 49 

評 価 班 123 137 137 137 

(it) 評価班137の内訳＝ 蒲
15

姶
16

加
，

涸
7

栗
10

横

10

吉
5
牧
13

霧
4
隼
1
6

福
8
国
2
4
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第100表 共済事業の推移

ヽ----~ 年次別 48年 度 60 年 度末 61 年度末

目的別 ---、、~、．‘‘‘ 実績 A 実釈 BIB/AI実績 cic/Ajc/B

農 ，水
稲 565, 293I 1 

449, 59081 1 
441,957 98 

作陸 稲 17,598 3,95 3,027 76 

物 麦 15,496 20,974 23,751 113 

ca)I I 計 598,387 474, 5221 468,735 99 

蚕 春 蚕 5, 771. 90 0, 2, 591. 59 45 2,385.69 411 92 

初 秋 益 4, 308. 1 2, 291. 03 53 2,094.56 49 91 

繭 晩 秋 蚕 6,645.00 3,195.26 48 3,054.93 46 96 

（箱） 計 16,725.00 8,077.88 48 7,535.18 45 93 

成 乳 牛 1, 788 281 1. s18I 286 102 

家
肥 コ目 牛 2,6284379 6 2 2,989 131 3,837 168 128 

肉 牛 10, 4 11. 760 108 I 26,223 242 223 

般 馬 171 49 29 53 31 108 

種 雄 牛 2 

i,.::l 

100 I 3 

:] 
150 

種 豚 53 
I 
1,008 139 1. 370 I 

玄甲
肉 豚

13,98゚3 ゜ ゜゜（碩）
計 12411 32,942 190 

温州ミカ‘ノ ca) I 4, 7541 5,747 121[ 4,506 951 78 

畑l大 豆

゜
1,805 ol I 1,542 ゜

85 

作
ばれ いし ょ

゜
72 

゜
298 

゜
414 

茶

゜
2,604 

゜
2,075 

>
80 

物
(a) 計

゜
4,481 

I゚ 

3,915 87 

園 芸 施設 (a)

゜
棟

゜
1. 4嘉86 

゜
401 
1,484 100 

建物短期火災（万円） [ 2. 477. 409114, 227, 467 5741114, 637, 0911 5911 103 

規 模 ‘占‘‘‘ 数
163,420 168,14~ 103 

206,275 126 123 

職員1人当り
2,122 2,50 118 3,125 147 125 
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ー

事
業
費

事

業

着

手

年

月

日

完

成

年

月

日

名

農
村
婦
人
活
動

営
農
研
修
セ
ン
タ
ー

昔
の
食
生
活
の
良
さ
を
見
直
す
と
と
も
に
、
手
づ
く
り
農
林
産

物
の
加
工
技
術
を
普
及

（
単
位
千
円
）

し
、
営
農
改
菩
、
食
生
活

の
改
善
に
よ
る
健
康
管

会
開
催
の
拠
点
と
し
て
、

政
整
備
事
業
に
よ
り
、
営

農
研
修
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
た
。
生
活
改
菩
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
中
心
に
年
々
そ
の
利
用
は
増

昭
和
五
十
六
年
度
地
域
農
政
整
備
事
業

昭
和
五
十
六
年
一

0
月

一
五
日

昭
和
五
十
七
年
三
月
一
九
日

ホ
ー
ル
そ
の
他

六
三
・
九
八

倉

庫

便

所

加
し
て
い
る
。
利
用
状
況
は
第
101
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第101表

Iグループ数延べ人員
57年度 274 1,832 

58 264 1,619 

59 297 1. 785 

60 294 1,822 

61 310 1,697 

62 320 1,712 

室

農

産

物

加

工

室

調

理

実

習

室

健
康
管
理
対
策
室

洗

擢

室

昭
和
五
十
六
年
度
地
域
農

〔
一
階
〕

事

務

営農研修セ｀ノター利

用状況

理
、
研
修
会
ま
た
は
講
習

（ー）

2
 総

事

業

費

う
ち
補
助
対
象
事

業
費

補

助

金

（
内
訳
）

出
入
口
道
路
工
事

費本

体

工

事

費

設

計

委

託

料

地
質
調
査
委
託
料

機
械
器
具
購
入
費

給
水
施
設
工
事
費

施
設
の
内
容

-
＝
二
、
ニ
―
―

五
一
、
七
五
〇

二
、

0
0
0

三
六
六

八
、
八

0
六

一、

七
七
五

―
-

．
六
八
乎
方
屈

四
九
•
五
0

四
九
•
五
0

二
五

・
六
七

ニ
四

・
0
0

―
一
・
九
七

――
-•
七
0

（
単
位
平
方

M
)

二
、
六
九
七

ハ一一、

四

ハ
七
、
三
九
四
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③
 

農
繁
期
に
お
け
る
食
生
活
の
合
理
化
の
た
め
、
大
規
模
茶
農
家

を
対
象
に
昭
和
六
十
年
度
か
ら
四
月
下
旬
の
一
番
茶
期
か
ら
七
月

下
旬
の
一
一
一番
茶
期
ま
で
、
次
の
よ
う
な
目
的
で
共
同
給
食
を
実
施

し
て
い
る
。

①

農

繁

期
の
健
康
維
持
に
必
要
な
栄
養

の
確
保
。

②

主
婦
の
家
事
労
働
を
軽
減
し、

効
率
的
な
農
業
経
営
を
図

る
。

合
倉

〔二
階
〕

一
七
・
八
五

ニ
ニ

・
―
二

み
ぞ
べ
茶
銘
柄
づ
く
り
に
む
け
て

の
連
帯
意

識

を
育

て

⇔

共

同

給

食

計

湯

沸

計
庫室

ニ
・
七
〇

四
・

八
六

一
七
六
・
七
〇

四

一
六

・
七
〇

下

会
議
室
（
洋
室
）

会
議
室
（
和
室
）

便

所

廊

七
八
•

O
八

五一

〇
九

計

ニ
四
O
・
O
0
平
方
屈

第102表 茶農家共同給食実施状況

年 I1 番 茶 I2 番 茶 3 番 茶 I延 ベ 数

時 60 5/2~5/11 (10) 6 /15~ 6 /25 (10) 7 /22~ 7 /31 (10) 30 日

61 // ~ // (//) 11 ~ 6 /24 (11) 7 /20~ 7 /26 (7) 27 日

62 ” 
~ // (11) 6 /16~ 6 /25 (11) ” 

~ // (7) 27 日

期 63 5 / 1 ~ 5 /14 (14) I 

貫
60 19 19 17 55 

61 19 20 20 59 

屡62 26 26 25 77 

63 30 

食
60 1,053 816 597 2,466 

61 1,085 998 652 2,735 

数
62 1,526 1,305 868 3,699 

63 2,637 

弁当 60 400 350 350 平均 367

当り 61 420 425 430 425 
ー単
個価 62 480 460 450 463 

（円） 63 410 
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明
敏
な
頭
脳
、
忠
実
な
心
、
人
の
た
め
に
役
立
つ
腕
、
元
気
で

働
く
た
め
の
健
康
ー
を
目
標
と
し
て
、
昭
和
二
十
三
年
農
業
改
良

普
及
事
業
が
は
じ
ま
っ
た
と
き
、
組
織
活
動
と
し
て
の

4
H
ク
ラ

プ
が

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
直
輸
入
と
し
て
発
足
し
た
ー
と
記
録
さ
れ

日 四

④
自
主
的
な
運
営
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
茶
業
婦
人
部
の
組

織
を
確
立
す
る
。

第
一
年
度
は
溝
辺
町
農
協
A
コ
ー
プ
惣
菜
部
を
利
用
し
た
給
食

で
あ
っ
た
が
、
二
年
目
は
生
活
改
善
グ
ル

ー
プ
員
が
共
同
炊
事
の

形
を
と
り
、
参
加
農
家
に
よ
る
自
主
的
な
運
営
と
い
う
点
で
前
進

を
み
た
。
特
に
昭
和
六
十
三
年
一
番
茶
か
ら
は
、
生
活
改
善
グ
ル

ー
プ
の
有
志
で
新
た
に
組
織
し
た
「
み
ど
り
会
」
（
会
長

・
重
森

勝
代、

会
員
ニ
―
―
名
）
が
一
手
に
引
き
受
け
、
共
同
給
食
の
定
着

化
で
、
地
域
特
産
「
み
ぞ
べ
茶
」
の
産
地
化
に
貢
献
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

る。

4
H
ク
ラ
ブ
及
び
青
年
農
業
士
・

指
導
農
業
士

4
H
ク
ラ
ブ

（心
）

私
達
は
科
学
的
に
物
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
頭
の
訓
練
を
し

ま
す
。 私

達
は
農
業
の
改
良
と
生
活
の
改
善
に
役
立
つ
腕
を
磨
き
ま

す
。

ー て
い
る
。
当
時
は
青
年
も
多
く
、

4
H
ク
ラ
ブ
は
部
落
ま
た
は
校

区
に
単
位
ク
ラ
プ
が
生
ま
れ
、
単
独
の
活
動
を
し
て
い
た
。

4
H
ク
ラ
プ
の
数
も
多
く
な
り
ま
た
活
動
の
内
容
が
充
実
し
て

く
る
と
、
町
内
の
他
ク
ラ
プ
や
県
内
の
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
も
多
く

な
り
、
広
域
的
な
活
動
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
、
昭
和
一
二
十
年
に

町
内
の
ク
ラ
ブ
連
絡
組
織
、
県
段
階
に
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ

れ
、
単
一
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
さ
ら
に
県
域
活
動
ま
で
広
げ
、
技
術

交
換
大
会
や
発
表
会
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
溝
辺
町
の
4
H

ク
ラ
プ
連
絡
協
議
会
も
、
昭
和
三
十
二
年
に
設
立
さ
れ
た
。

4
H
ク
ラ
プ
の
網
領

私
達
は
実
践
を
通
じ
て
自
ら
を
磨
く
と
共
に
互
い
に
力
を
合
わ

せ
て
、
よ
り
よ
い
農
村、

よ
り
よ
い

日
本
を
創
る
た
め
、
四
つ
の

信
条
を
か
か
げ
ま
す
。

O
H
A
N
D
（手）

O
H
E
A
D

（頭）

O
H
E
A
R
T
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私
達
は
誠
実
で
友
情
に
富
む
心
を
つ
ち
か
い
ま
す
。

O
H
E
A
L
T
H
（
健
康
）

私
達
は
楽
し
く
暮
ら
し
、
元
気
で
働
く
た
め
の
、
健
康
を
増
進

し
ま
す
。

3
 

第 5章

2 

農業諸団体

る） 溝
辺
町
4
H
ク
ラ
ブ
の
お
も
な
活
動

°
私
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
計

（
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
方
針
を
樹
て

0

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
表
研
修
会
（
個
人

・
生
産
）

°
共
同
ほ
場
の
設
置
と
野
菜
の
即
売
会

°
技
術
の
交
換
大
会
（
農
村
セ
ン
タ

ー
な
ど
）

。
国
内

・
国
外
の
研
修
へ
の
参
加

0

交
流
会
（
男
女
若
人
の
集
い
、

地
域
青
年
団
）

0

専
門
知
識
の
勉
強
会

一
心
会
（
青
年
の
山
）
の
誕
生

天
皇
在
位
五

0
周
年
記
念
造
林
事
業
と
し
て
、
昭
和
五
十
四
年

二
月
二
十
七
日

4
H
ク
ラ
ブ
員
九
名
同
志
に
よ
り
、
加
治
木
営
林

署
の
協
力
を
得
て
、
永
尾
国
有
林

一
八
か
林
小
班
、
面
積
四
万
四

一
七
六
•
五
0
平
方
屈
に

「
一
心
会
部
分
林
組
合
」
と

し
て
部
分

林
が
設
定
さ
れ
、
植
樹
祭
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ

ろ
は
、
青
年
の
山
の
思
い
つ
き
と
し
て
は
、

4
H
ク
ラ
ブ
を
去
っ

一心会「青年の山」

た
あ
と
も
同
志
と
の
親
睦
融
和
の
場
が
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
ク
ラ
ブ
員
が
組
織
を
去
っ
た
後
も
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
本

人
は
も
と
よ
り
家
族
ぐ
る
み
の
親
睦
融
和
が
は
か
ら
れ
る

こ
と
を

第
一
の
目
的
と
し
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
交
換
の
場
と
す
る
こ

と
を
第
二
の
目
的
と
し
な
が
ら
、
共
同
資
産
を
残
し
て
い
こ
う
と

い
う
ね
ら
い
で
あ
る
。

今
後
第
二
、
第
三
の

一
心
会
が
こ
れ
に
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
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口

昭年
54 53 52 51 50 49 48 47 46炊一

ム
云

I 
--------=: に
--・- - ---只
四四三 一ー 四〇六九数I~ 
岩有内重有重末米米会

I 
，沢村山森村森重丸丸

喜
二茂 春代久実実
豊男伸隆明富秋行行

年
63 62 61 60 59 58 57 56 55炭
I ム

云, —-- -- -- -- = -- --— 只
八五八七 〇 八 三 六四数

4
 

青
年
農
業
士
等
育
成
対
策
事
業

青
年
農
業
士

・
指
導
農
業
士
の
制
度
は
、
農
業
後
継
者
育
成
対

策
を
充
実
強
化
す
る
た
め
、
昭
和
五
十

一
年
度
か
ら

「
青
年
農
業

士
等
育
成
対
策
事
業
」
と
し
て
発
足
し
た
。

こ
の
制
度
の
目
的
は
、
経
営
体
質
の
強
化
、
技
術
の
高
度
化
、

情
報
化
に
対
応
で
ぎ
る
資
質
の
古
向
い
優
れ
た
農
業
後
継
者
を
育
成

長

末

重

良

規

山

下

貞

行

有

村

辰

己

松

山

茂

樹

徳

永

俊

博

立

岩

泉

住

吉

智

末

重

公

徳

塩

入

敏

明

会

長

本
事
業
の
意
義
も
逹
せ
ら
れ
る
と
思
う
し
、
こ
の
こ
と
を
通
じ
て

国
土
の
緑
化
に
も
寄
与
し
て
い
け
る
と
思
う
。

4
H
ク
ラ
ブ
員
の
変
遷
と
歴
代
会
長

昭
52
野
間
勝
幸
有
川
二
九

一
七

昭
2
5
.
6
0
.
9

52
久
保
田
志
朗
有
川
六
一
七
ー――
―

昭
23
.
7
.
1
2

52
最
勝
手
秀
美
竹
子
―
―10
二
五

昭
2
4
.
4
.
2

54
徳
富
博
文
崎
森
―
ニ

二
四
ー

昭
3
2
.
1
2
.
1
9

住

認

定

氏

名

年

度
一

年
月
日

所

タ
バ
コ
、
茶

水
稲
、
乳
牛

水
稲
、
飼
料
、
野
菜

水
稲
、 経

態

タ
バ
コ
、
大
豆

営

形

〇
溝
辺
町
の
青
年
農
業
士

さ
わ
し
い
農
業
青
年
の
育
成
を
お
願
い
し
て
い
る
。

業
士
の
自
主
的
な
組
織
活
動
に
よ
り
近
代
的
農
業
の
担
い
手
に
ふ

農
業
青
年
に
対
す
る
育
成
指
導
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、
指
導
農

指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
農
業
者
の
社
会
的
評
価
を
高
め
、

業
経
営
を
行
い
、
そ
の
農
業
経
営
を
通
じ
て
農
業
青
年
の
育
成
に

高
揚
と
資
質
能
力
の
向
上
を
は
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
優
れ
た
農

青
年
に
「
農
業
青
年
士
」
の
認
定
を
行
い
農
業
に
対
す
る
意
欲
の

す
る
た
め
、
農
業
青
年
の
成
長
段
階
に
応
じ
た
研
修
目
標
を
定

め
、
学
校
卒
業
後
就
農
し
て
か
ら
中
核
的
農
業
者
に
至
る
ま
で
の

一
貫
し
た
研
修
体
系
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
働
き
な
が
ら
体
系

的
に
研
修
が
受
け
ら
れ
る
講
座
制
研
修
を
実
施
し
、
研
修
課
程
を

修
了
し
た
も
の
で
、
地
域
農
業
振
興
の
中
核
者
と
な
り
得
る
農
業
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〇
溝
辺
町
の
指
導
農
業
士

54
滴
塩
道
雄
麓
三
九

0
九

昭
25
.
1
0
.
2
1

54
有
村

義
宏
麓
ニ
ニ
ニ
八

昭
3
1
.
1
.
8

55
有

村

博

志

麓

ニ――

10五

昭
3
0
.
8
．
⑱

5
5有
村

春
明
麓
ニ
ニ
九
四
—

―

昭
2
9
.
2
.
5

56
宗
像

和
喜
麓
三
五
八

六

昭
2
9
.
9
.
1
3

56
山
下

貞
行
麓
一
〇
八
五
ー
ニ

昭
3
0
.
1
0
.
1
9

57
末
重

良

規
麓
五
六
一――

昭
30
.
3
.
2

57
有

村

国

展

麓

ニ
ニ
九
五

昭
31
.
8

.
2
6

57
徳
永
俊
博
麓
五
八
四

昭
32
.
1
0
.
7

57
有

村

友

志

麓

二
五
六

0

昭
32
.
5
.
2
1

57
松
山

茂
樹
竹
子
二
四
三

ニ
ー

昭
3
2
.
1
0
.17

58
重
森
昭
―

―麓
三
八
八
七
ー
―
―

昭
32
.
1
.
1

59
住
吉

智
麓
ニ
―
-
＝
三

昭
3
6
.
1
0
.
23

59
有
村
辰
己
麓
―

―
二
八
六

昭
3
2
.
7
.
15

59
立
岩

泉

崎
森
ニー

九
―――

昭
37
.
1
.
1
6

敏
明
崎
森
二
九
六
〇

ー

60
塩
入
昭
3
6
.
9
.
1

水
稲
、
茶

野
菜
、
茶
、
生
産
牛

水
稲
、
茶

茶 水
稲
、
野
菜
、
生
産
牛

水
稲
、
茶

茶 オA、 水
稲
、
茶

水
稲
、
茶

水
稲
、
野
菜

水
稲
、
生
産
牛
、
野
菜

水
稲
、
茶

水
稲
、
茶

水
稲
、
乳
牛
、
野
菜

水
稲
、
茶

鹿
児
島
県
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、
本
町
盟

業
青
年
は
、
常
に
中
核
と
な

っ
て
活
躍
し
て
い
る
。
主
要
な
役
員

経
験
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

長
野
武
弘

山
下
春
幸

内
山
泰
代

末
重
良
規

認
定
認
定
氏

名

一
住

所

年
度
番
号

生

年
月
日
J
 

28
徳
富

武
次
崎
森
ニ

―
九
三
ー
ニ
＿茶、

大
正
1
2•
4
.
1
1

103
重

森

薫

麓

二
二
三
五

昭
和
7
.
1
0
.
1
0

169
有

村

久

志

麓

二
三

0
五

昭
和
5
.11.
5

176
重

森

忍

麓

一子
一
八
八

一

昭
和
5
.
9
.
28

57 56 53 
昭
51

（三）

県
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

昭
和
34
年
副
会
長
、
昭
和
35
年
会
長

昭
和
45
年
理
事
、
昭
和
46
年
監
事

昭
和
48
年
副
会
長

昭
和
56
年
事
務
局
長
、
昭
和
57
年
会
長
、
昭
和
58

年
監
事

水
稲
、
生
産
牛
、普

通
畑
、
育
成
牛
、

茶 水
稲
、
花
舟
、
野
一

菜水
稲
、
茶

タ
バ
コ

経

営

形

態
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第
六
章

林
業
と
治
山

林
業
振
興
の
基
本
方
針

本
町
の
森
林
は
、
戦
後
の
積
極
的
な
造
林
活
動
の
結
果
、
人
工

率
は
六
九
町
に
逹
し
、
資
源
造
成
の
基
盤
は
お
お
む
ね
確
立
さ
れ

た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
人
工
林
の
大
部
分
は
保
育
間
伐
を
必
要
と
す

る
生
育
途
上
の
森
林
で
占
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
適
正
に
維
持

管
理
さ
れ
る
な
ら
、
近
い
将
来
、
木
材
の
供
給
能
力
は
大
き
く
増

大
し
、
本
町
の
経
済
社
会
に
と
っ
て
貴
重
な
資
源
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
木

材
需
要
の
伸
び
悩
み
と
価
格
の
低
迷
、

さ
ら
に
最
近
急
激
な
円
高

が
加
わ
り
、
林
業
生
産
活
動
は
停
滞
す
る
な
ど
一
段
と
厳
し

い
状

況
に
あ
る
。

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
町
民
は
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
生
活

を
求
め
て
お
り
、
森
林
に
対
す
る
要
諮
も
多
様
化
・

高
度
化
し
つ

つ
あ
る
。
町
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
動
向
を
踏
ま
え
、
森
林
総
合

整
備
事
業

・
新
林
業
構
造
改
善
事
業

・
除
間
伐
促
進
総
合
対
策
事

業
な
ど
の
補
助
事
業
の
禅
入
を
は
か
り
な
が
ら
、
除
間
伐
の
推
進

2
 

ー

事
業
実
績
及
び
計
画

‘‘,＇
’
 

ー（
 
造
林
保
育

や
造
林
保
育
及
び
森
林
保
設
対
策
な
ど
森
林
の
適
正
管
理
に
努
め

る
と
と
も
に
、
林
道
作
業
道
等
生
産
基
盤
の
整
備
や
林
業
構
造
の

改
善
、
担
い
手
の
育
成
確
保
な
ど
を
は
か
り
、
足
腰
の
強
い
木
材

生
産
団
地
作
り
を
進
め
る
。
ま
た
、
木
材
需
要
の
拡
大
を
進
め
、

さ
ら
に
産
地
銘
柄
を
め
ざ
し
て
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
特

用
林
産
物
の
振
興
を
は
か
り
な
が
ら
、
総
合
的
に
林
業
振
典
に
努

め
、
林
業
生
産
活
動
の
活
性
化
と
農
山
村
民
の
生
活
の
向
上
に
寄

与
し
た
い
。

重
点
目
標

①
森
林
の
適
正
管
理
の
促
進

除
間
伐
の
促
進
、
造
林
保
育
の
推
進
、

町
有
林
の
充
実

②
生
産
基
盤
の
整
備

林
道

・
作
業
道
の
整
備、

素
材
生
産
体
制
の
強
化
、
担
い

手
の
育
成

③
特
用
林
産
物
の
産
地
づ
く
り

生
産
技
術
の
指
禅
強
化
、
生
産
組
織
の
整
備
、
共
販
体
制

の
確
立

297 



第6章 林業と治山

(3) 

第

103
表
の
と
お
り
。

打伐刈植 種

＝六 町= :ea: ;Jし四 六
ー 組森 ニ
ー 邑究＾ 合林年

他そ度

I五000 の計
合
画

— 玉芸 —計
プ ：三三 へ＝
—— 町
写 至 兌四

I 
＇ 六

一 組森 ニ
-8究ヰ 合林年
餌度

戸 000_竺実

合
績

；；；云交九 I計

計年六
-= "e云 画度三
c:, C二》 くこ＞ プし

‘‘,'’ 2
 
（
 ①
県
営
復
旧

▽
六
十
二
年
度
実
績
11
三
縄
三
角
畑
地
区
、
麓
つ
づ
ら
山

地
区
、
麓
保
起
山
地
区
、
麓
中
谷
地
区
、
崎
森
大
迫
地

区
（
合
計
一
億
一二
六
五
四
万
一

0
0
0
円）

▽
六
十
三
年
度
計
画
11
三
縄
三
角
畑
地
区
、
麓
つ
づ
ら
山

地
区
、
麓
保
起
山
地
区
、
崎
森
大
迫
地
区
、
崎
森
浜
島

地
区
（
合
計
一

億
ニ
ニ

0
0万
円）

＠
県
単
補
助

▽
六
十
二
年
度
実
績
11
有
川
笹
谷
（
計
一
八
三
万
円
）

▽
六
十
三
年
度
計
画
11
有
川
上
人
田

（
計
三
六
七
万
五
〇

0
0円）

特
用
林
産
生
産
計
画

治

山

枝除下新

間

作

業

第 103表 特用林産の実絞と計画

＼ 品種名

昭和62年度生産実績 昭和63年度生産計画

闘戸腐産i生産額1販売：販売額栽培面積腐産生産額1販売量販売額
ha t 千円 千円戸数 ha t 千円 t 千円

ジネンジョ SI i°" 361 2. 9 3, 587 2 2. 5001 9 0.6 8I 10, 500 5.6 7,350 
夕 ラのメ 20. 03 - - 15 0.3 

青果用タケノコ 5024. 500 3115, 327 3517, 200 24 12,000 

ツイタケ（乾） 11 6I 19. 463 516,219 11 

sl I s. ooo 、ンイタケ（生） 25j 4 3. 936 3 3. 2801 30 4 4,000 

②
林
業
生
産
基
盤
整
備

事
業
作
業
道
開
設
事
業

漆
山
線

(
g
1
1
七

八
九
万
円

0
•

三
一
厖

間
伐
ニ

・
――――――ゥ
”

枝
打

0
．
六
〇
ゥり

育
林
除
伐

―
―
―
-

•

三
六
ほ

地
区
林
業
構
造
改
善

経
営
計
画
書
作
成

（一

カ
所
）

◎
森
林
施
業
経
営
指

標
団
地
整
備
事
業

二
万
円

ヽ
ー
，4
 
（
 事
業
①
協
業
推
進
事
業

④
協
業
推
進
活
動

啓
蒙
普
及
活
動
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二
三
一
万
円

一
四
三
一
万
円

森
林
整
備
の
基
本
方
針

木
材
の
生
産
、
国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
か
ん
養
な
ど
、
森
林

の
も
つ
多
面
的
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ
、
山
村
地
域
の
振
興
を

図
る
た
め
に
は
、
造
林
事
業
の
推
進
に
よ
る
、
健
全
な
森
林
資
源

の
造
成
が
基
本
的
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
木

材
価
格
の
低
迷
、
造
林
費
の
高
騰
、
造
林
対
象
地
の
奥
地
化
な

ど
、
諸
条
件
の
悪
化
に
よ
り
森
林
所
有
者
の
造
林
意
欲
が
減
退

し
、
造
林
面
積
は
逐
年
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
お
り
、
造
林
労
務

も
散
逸
す
る
等
憂
慮
す
べ
き
現
状
に
あ
る
。

本
町
の
民
有
林
面
積
は
二
九
四
一

17り
、
蓄
積
は
一
―
―
―
―
―
万
六

0
0

0
立
方
屈
で
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

の
蓄
積
量
は
一
―

四
立
方
屈

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
民
有
林
の
人
工
林
面
積
は
二

0
九
二
］
”

で
、
人
工
林
率
は
六
九
町
で
あ
る
。
森
林
資
源
の
整
備
に
必
要
な

林
道
は

一
万
二
三
五
八
屈
開
設
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
密
度
は
、

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
四
屈
に
す
ぎ
ず
、
林
内
路
網
の
整
備
は
全
般

的
に
立
ち
後
れ
て

い
る
。
ま
た
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
造
林

0
0屈）

事
業
費
合
計

第 104表 森林総合盤備計画

現状 目 標
区 分

（年昭和6度1） 平成 2I平成12
年度年度

面
人工林 2,030 I 2,076 2,086 

森 天然林 614 658 653 
積
その他 297 175 170 

林
(ha) 

計 2, 9411 2. 909[ 資 2.909 

源 玄匹 人工林 284 301 304 

構 積
天然林 52 70 68 

合 その 他
成 m ． 

計 I 3361 3711 、一 372 

人工林率 C%)I 69. 0/ 71. 41 71. 7 

路
林延密 長 Cm) 12, 358 13. 858 14, 358 
道度 (m/ha) 4. 25 4. 761 4. 94 

網 畠延密長 cm) 1s. 122l 17. 1282 9 1s. 122 
路度 (m/ha) 5. 201 5 6. 23 

意
欲
の
低
下
に
伴
い
、
植
栽
後
の
保
育
管
理
不
充
分
に
よ
る
粗
悪

林
も
多
く
、
森
林
資
源
造
成
上
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
し
、
優
良
で
健
全
な
森
林
の
造
成
に

よ
る
新
林
業
地
帯
形
成
を
、
町
ぐ
る
み
で
推
進
す
る
た
め
、
昭
和

五
十
四
年
度
、
町
内
全
域
を
対
象
に
森
林
総
合
整
備
地
域
を
設
定

し
、
町
が
立
案
す
る
整
備
計
画
（
第
104
表
）
に
基
づ
き
、
人
工
造
林

と
保
育
管
理
を
推
進
し
、
緑
の
郷
土
づ
く
り
を
は
か
り
つ
つ
あ

る
。
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①
森
林
所
有
構
造
の
零
細

・
分
散
性
を
克
服
す
る
た
め
、
集
団

的

・
計
画
的

・
組
織
的
に
生
産
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
。
②
林
業

の
振
興
に
よ
り
、
山
村
地
域
の
活
性
化
を
促
す
と
と
も
に
雇
用
機

会
を
増
大
し
、
林
業
従
事
者
の
一
屈
用
の
組
織
化
安
定
化
を
は
か
る

こ
と
。
③
森
林
の
も
つ
公
益
的
機
能
の
発
揮
を
高
度
か
つ
継
続
的

に
確
保
す
る
こ
と
ー
~
な
ど
を
目
的
と
し
て

、
造
林
事
業
に
よ
る

面
的
総
合
整
備
を
行
う
と
い
う
基
本
的
考
え
方
に
立
ち
、
次
の
よ

う
な
内
容
を
持
つ
事
業
と
し
て
導
入
、
実
施
し
た
。

①
町
を
森
林
整
備
推
進
体
制
の
中
心
に
位
置
づ
け
る
。

②
植
栽
か
ら
保
育
（
下
刈
・
施
肥

・
除
間
伐
）
の
二
五
年
生
ま

H 

椋
椙
剥
い
で
新
し
き
幹
野
に
高
く

し
ゅ
ろ

椋
桔
は
町
木
。

晩
秋
か
ら
初
冬
の
こ
ろ
、
野
辺
の
皮
を
は
が
さ

れ
た
椋
椙
の
直
幹
は
白
々
と
し
て
印
象
的
。
は
い
だ
皮
は
細
く
裂

み
の

い
て
縄
に
な
い
、
雨
具
と
し
て
の
蓑
を
作
っ
て
い
た
。
今
や
こ
れ

も
昔
語
り
で
あ
る
。

森
林
総
合
整
備
事
業

第
一
次
整
備
事
業

狂
花

第 105表 第 1次森林総合整備事業実績

区 分 事業景事業費補助金
千円 千円

植 栽 I167. 211al 99. 4921 67.123 
下刈・施IJ巴I1. 010. 7hal 10s. 600: 59. 774 
除間伐I589. 4haI l 66, 054 36, 725 
作業路開設 l 6. 844ml 34. 628 21. 208 

計 308. 7741184,830 

林
の
経
営
が
大
幅
に
改
善

除
間
伐
不
良
林
が
解
消
さ

れ
、
各
団
体
有
林
、
特
に

大
面
積
を
有
す
る
大
字
有

で
一
貫
し
た
助
成
が
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
作
業
路
開
設
も
助

成
の
対
象
と
し
た
。

③
従
来
植
栽
だ
け
の
四
〇
貯
補
助
が
、
植
栽
六
八
宕
、
下
刈

・

施
肥

・
除
間
伐
六
〇
宕
と
、
補
助
率
ア
ッ
プ
と
補
助
枠
の
拡

大
が
は
か
ら
れ
た
。

昭
和
五
十
四
年
度
事
業
創
設
と
同
時
に
事
業
導
入
を
決
定
、
県

下
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
事
業
を
実
施
し
た
。
第
一

次
五
カ
年
計
画

（
昭
和
五
十
四
ー
五
十
八
年
度
）
に
よ
る
実
績
は
第
105
表
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
な
お
現
在
第
二
次
五
カ
年
計
画
（
昭
和
五
十
九
ー

六
十
―
―
一
年
度
）
を
推
進
中
で
あ
る
。

本
事
業
が
実
施
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
補
助
率
ア

ッ
プ
、
補
助
枠
の
拡
大
に

よ
り
、
個
人
有
林
の
手
遅

れ
に
な
り
が
ち
な
下
刈

・

整
備
さ
れ
た
。
ま
た
従
来
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補
助
対
象
と
な
ら
ず
起
債
の
み
に
頼
っ
て
い
た
町
有
林
の
松
く
い

虫
被
害
跡
地
の
造
林
が
順
調
に
実
施
完
了
し
た
。

町
有
林
の
概
要

町
の
重
要
な
基
本
財
産
で
あ
る
町
有
林
を
適
切
に
経
営
管
理

し
、
森
林
生
産
力
の
増
進
を
は
か
り
、
町
の
健
全
財
政
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
近
代
林
業
の
あ
り
方
を
町
民
に
標
示
す
る
こ
と

は
、
町
有
林
経
営
の
基
本
的
目
標
で
あ
る
。

本
町
町
有
林
は
総
面
積
二

0
三

・
六
五
ゥ
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

町
直
営
分
は
一
九

0
・
＿
―
-
四
店
で
あ
る
が
、
伐
期
に
達
し
た
も
の

は
、
ス
ギ
ニ

・
九
貯
、
ヒ
ノ
キ
一

・
―
―
―
町
に
す
ぎ
ず
、
ほ
と
ん
ど

は
幼
齢
林
で
保
育
中
の
も
の
で
あ
る
。

本
町
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
に
公
有
林
経
営
計
画
を
策
定
し
、

年
次
的

・
計
画
的
に
町
有
林
の
整
備
を
は
か
っ
て
い
る
。
整
備
に

当
た
っ
て
は
公
有
林
整
備
事
業
債
を
主
な
財
顔
と
し
て
い
る
が
、

昭
和
六
十
二
年
度
末
残
高
は
八
三
四

0
万
六

0
0
0円
と
な
っ
て

い
る
。
齢
級
別
面
積
・
蓄
積
な
ど
町
有
林
の
概
況
は
第
106
表
の
と

お
り
で
あ
る
。

(-=) 

” 

指

導

林

家

青
年
林
業
士
”
 

重岩末竹
ノ

森沢重内

幸 秋春

矢豊雄見

種

別

氏

名

四

県
林
業
関
係
資
格
認
定

｀
 

昭
和
五
十
五
年

昭
和
五
十
三
年

昭
和
五
十
四
年

昭
和
六
十

一
年

定

年

度

鹿
児
島
県
で
は
国
土
保
全
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水
資
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か
ん
養
、
緑
と
森
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資

源
の
造
成
を
推
進
し
、
特
に
林
業
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つ
い
て
研
究
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指
導
に
適
切

な
人
材
を
育
成
し
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広
く
普
及
を
は
か
る
た
め
、
昭
和
五
十
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県
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各
地
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指
導
林
家
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青
年
林
業
士
の
認
定
の
制
度
を
定
め

た
。
本
町
は
左
の
と
お
り
認
定
さ
れ
て
い
る
。

301 



第
106
表
町
有
林
現
況

ヨ走7縦＃、

① 
直
営
・
一
般
施
業
＝
普
通
林

ao8 

燐9踪

゜
1
齢
級
2
齢
級

3
齢
級

4
齢
級

5
齢
級

6
齢
級

7
 

区
分
面
面
面
蓄
成
面
蓄
成
面
蓄
成
面

芸
自

贋
面

玄
国
成
面

長
長

長
長

積
積
稼
積
羅
積
積
量
：
積
積
最
積
積
巌
積
積
量
積

人
針
ス
ギ

13.40 
5.51 

1.26 
7
2
 
1
5
 
4.17 
590 

7~
6

.0
5

 ,
 1.
2
6
6
 
1吋
1
6.00 
1,506 
90 
1.65 

ヒ
ノ
キ

4.22 
1.60 

7.08 
548 
8
8
 
8. 
8
8
 
937 
110 
14
.
 
20 
2
,
 
0
5
6
 
183 
8. 
13 
1. 
446 
101 
2
.
5
3
 

工
葉
計

17.62 
7.11 

8
.34 
620 
103 
13. 0
5
 
1, 
527 
185 
20. 25 
3, 
322 
291 
14. 13 
2
,
9
5
2
 
191 
4. 
18 

林
広
ク
ヌ
ギ
I
9. 
81 
6. 
39
1
 
74 
1
8
 
4
 49 
232
1
 36
1
 
I
 
I
 I
 
I
 

I
 

計
I
 
27. 43113. so 

74 I
 
I
 18
I
 
'I
 12. 83
1
 
I
 
852 
139 
13
.
 
05
!
 1. 
521
J
 185
!
 20. 25 
3, 
322
/
 291
!
 14
.13
1
 
I
 2. 
952 
191 I
 4.
 
1
8
 

天
広
そ
の
他
1
 o. 
34
1
 1. 
32
1
 
30 
71 
6. 
4
8
1
 
278 
43
1
 1.10 

93 
8
 
0
.57 
62
1
 
I
 
31
 3. 
91
1
 
500 I
 
I
 13
 I
 
I
 

靡
計

1
。.
34
1
 1. 
32
:
 
30 
7
 
6. 
4
8
 
2
7
81
 43 
]
 .
 
10
:
 
93
1
 
s
¥
 o
.
 
57 
62
1
 
31 
3. 
91 
500 
13
[
 

未
立
木
地
5.
41
1
 
I
 

I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 I
 

更
新
困
難
地
[1
.1s
[
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 
I
 
I
 I
 

I
 
I
 
I
 

竹
林
¥o.
41¥ 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 

I
 I
 
I
 I
 

合
計
7. 
0
0
 
27. 77
1
14
.
 
8
2
 
叫
2
5
1
19.
31 
1. 
130
1
 182
/
 14. 15
1
 1. 
620
1
 193
1
 20
.
 
8
2J
 3. 
384
1
 294 
18
.
 
04
/
 3. 
452 
204
/
 1
.
 
18 



（昭
和61
年
4
月
現
在
）

醍抵測活

8蒜

齢
級

8
齢
級

9
齢
級
10
齢
級

11
齢
級
12
齢
級
以
上

計

蓄
成
面
菩
成
面
菩
成
面
菩
成
面
菩
成
面
蓄
成
面
菩
國
―

長
長
長
長
長
長

1
長

積
最
租
梢
羅
積
積
羅
積
積
益
積
積
蔽
積
積
巌
積
積
絨

I
 

489 
22 
1. 27 
467 
16 

39. 
31 
4. 
390 
326 

527 
30 

46. 
64 
5, 
514 
512 

1,
 
016 
52
1
 1.
 
27 
4671
 16 

85. 
95 
9, ~04 
838 

I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 20. 
691
 306
:
 54 

I
 

1. 016 
52 
1. 27
1
、m
l
16I
 
I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 106.
 
64
1
 10. 210
!
 892 

I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 
I
 
I
 I
 
I
 I
 ]
 
3.
 
121
 9631
五

I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 
I
 
I
 I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 13-
12/
 9631
 74 

I
 
I
 
1
1
 
I
 
1
1
 
I
 
I
L」
I
I
 
I
 
I
 I
 5・41
J
 
I
 

I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 

I
 I
 
I
 
I
 
I
 
I
―-

ー
し
I
I
 I
 1門
I
 

I
 
I
 I
 

I
 
0
.
 
41 
---

~
; ,,j
 ,:-;,.
 ;;-,i '~

 口
――□

I
 LI 
I
 -
I
 I
 
!-
I
 
J
 ,~; 361
 1L 173:
 
ー五

coc 



②
 
直
営
・
施
業
特
定
＝
普
通
林

ヨ走7挑垢燐9洪

゜
1
齢
級
2
齢
級

3
齢
級

4
齢
級

5
齢
級

6
齢
級

7
 

区
分
面
面
面
菩
成
面
蓄
成
面

変
甲
成
面
蓄
成長
面
蓄
羹
面

長
長

長
積
積
積
積
量
：
積
積
盤
積
梢
量
積
積
量
：
積
積
量
積

3
.
2
3
 I
 

I
 

I
 

13j
 
,,
 
11 

I
 

人
針
ス
ギ

0
.
5
8
 

葉
ヒ
ノ
キ

7. 
24 I
 812 
95 
0. 
84 
12 
11 
1. 
2
7
 
2
1
6
 
15 

工
樹
計

3.23 
7. 
24 I
 
812 
;J5 
1. 
42 
2
5
 
22
1
 1
.
 
27 
2
1
6
 I
 
I
 
15 

広
ク
ヌ
ギ

1. 
11
1
 
,
 2. 
3
8
1
 
|
 

I
 
I
 

I
 
I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 I
 

3
8
 I
 
9
 I 

林
I
 1.17 
2
.
3
8
 
3
81
 
I
 
I
 
9
 I 
I
 
I
 
I
 
I
 7. 
24 
s
1
2
 
95 
1. 
42 
2
5
3
 
2
2
1
 1. 
27
1
 
2
1
6
:
 15
1
 

計

天
広
l
そ
の
他
l

！
 
:
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 
i
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 

I
 

青
計

I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 

I
 

I
 

未
立
木
地
：0. 
52
1
 
I
 
I
 
I
 
I
 

I
 
I
 
I
 
I
 

更
新
困
難
地
位
.17
1
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 

竹
林
10.
32 
I
 

I
 
I
 

I
 
I
 
I
 

A
 
ロ

計
[1. 叫
1
.17
¥
5. 
61
[
 
3
81
 
9
 
I
 
I
 
7. 
24
1
 
8
1
2¥
 95
j
 1. 
4
21
 
2
5
3
1
 22
i
 1. 
27 
216 
15
1
 

<oc 



睫挑測垢8踪
齢
級
8
齢
級
9
齢
級
10
齢
級
11
齢
級
12
齢
級
以
上

計

茉
匹

慶
面
蓄
成
面
菩
成
面
蓄
成
面

華臼

覧
＼
面
苔
1貸
面

安田
成

長
長

長
長

積
量
積
積
量
積
積
贔：
積
積
量：
積
積
量
積
積
羅
積

積
贔

0.33 I
 139 ,I
 
!
 4
 0.25 
107 
2
 
I
 2.55 
1.211 
19 

fi.94 
1,588 
36 

1. 
80 
634 
17 
o. 
25 
82 
2
 11. 
40 
1,866 
140 

0. 
33 
13 
41
 0.
 
25 
105 
2
 4. 35 
1, 84
5
 36 
0. 
25 
82 
2
 18.34 
3,454 
176 

I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
i
 
I
 

I
 3.551
 
381
 ，
 

I
 
I
 
0. 
33 
1391
 4
 0.
 
251
 105 
2J
 4.
 
3511, 
845 
36 
0. 
25
1
 s2/
 2J
 21. 
89 
3, 
492J
 185 

I
 
I
 
I
 
I
 I
 
I
 
1
 1.
 
351
 1921
 o/
 I. 35J
 

I
 
1921
 ゜

I
 I
 
I
 
！
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 1
 1.
 
351
 1921
 of
 1. 
351
 1921
 ゜

I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 0. 
521
 
I
 

I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 0.171
 
I
 

I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 
I
 
I
 I
 o.d I
 

I
 I
 
I
 
I
 
o. 
331
 139:
 41
 o.
 
25I
 105I
 2
 4. 351
 
1. 
8451
 36!
 1.
 
6o
f
 274
 2¥
 24. 
25f 
3, 
6841
 185 

ば
森
ヨ
岳
継

忌
~
1
1
ギ

1(
0〈
-
·

'.、M
凜
ヨ
釘
恥
環
諜
旨
虞
鱈
~
~
u
芦

ド
巽
毀
杓
兵

\J
~l-0

吋
心
旦
＇
華
安
或
盛
糾
誤
旦
ぶ

,i2
D
器
泰
廿

斜
芸
痣
足
~
~
.
,
<
;
;
兵
＇
痘
磁
R
が
卜
¥)¥
(
.). 
¥)¥ 
!'¥ 
4口
芸
）
や
廿
甜

0
悪
且
ふ
怒
,...)

vi--\J0
益
~
~
以
0
今
ド
竺
'
-
t
a
v
ふ
心
益
躍
ぐ

soi:: 



第 6章 林業と治山

ニ ニニ ニ昭
年

ノ＼ 七 ノ．‘ 五 四 三 ニ ー 〇和
度

竹有森崎麓三 竹子川有 竹子森崎 崎 森崎森崎森崎森崎 大子川 縄 森

麓 竹有 麓三 嘉 竹 竹 箇
子川 縄 子 子 字

内 紐峯道山榎木塔時佛久保内野久 山 四中山迫中
田ケ後畑 田坂保 下 ケ迫下

所迫 迫 田 山 宇 所
迫 都

塁諒 西天現 川道
原ケ道王路ケ 外

字田 迫ケ 迫
迫 迫

名塔 西
桑迫切明鍋東添山 外一畑 畠原

事

ノ．‘ 五
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ 業

五 七 五 ノ‘

厄費ノ．‘ 五 四 四四三八
七 J¥. 五 九 二 〇九 〇

悶w—’ 山

五災山災喜 山災災
災

地
害治地治 地治害治害治 喜

主

贋 治
山 山山 山山山山山山 山

旧 要

工

事

治

山

事

業

砂
崩
壊
防
備
保
安
林
な
ど
水
源
涵
養
保
安
林
の
施
業
と
相
ま
っ

て
、
そ
の
保
全
に
つ
と
め
て
来
た
。
終
戦
後
国
土
の
資
源
活
用
の

意
義
も
含
め
て
積
極
的
な
改
善
施
策
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
治
山

が
な
さ
れ
て
い
る
。

覧

し
た
が

っ
て
、
土
砂
流
出
防
備
保
安
林
、
土

事
業
に
つ
い
て
そ
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
た
め
て

国
土
保
全
、
資
源
涵
養
の
大
切
さ
を
認
識
し
た
い
。
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第 6章 林業と治山
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全
林
整
備

（
作
業
道
）
（
森
林
整
備
）

復
旧
治
山
予
防
治
山

県
単
治
山
保
育

県
単
作
業
道
舗
装

復
旧
治
山
県
単
治
山
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古
く
か
ら
集
落
の
代
表
的
事
業
と
し
て
管
理
、
経
営
さ
れ
て
き

た
入
会
林
野
は
、
主
と
し
て
労
役
供
出
に
よ
り
運
営
さ
れ
、
薪
炭

採
取
、
立
木
販
売
な
ど
、
あ
る
程
度
の
収
益
も
あ
り
、
当
時
の
地

域
社
会
に
相
当
の
貢
献
を
し
て
き
た
。
し
か
し
、
国
民
の
所
得
向

上
と
と
も
に
、
農
山
村
の
労
働
力
の
流
出
、
木
材
価
格
の
低
迷
な

ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
共
有
林
野
へ
の
意

欲

が

減

退

し
、
林
野
と
し
て
の
生
産
性
は
ぎ
わ
め
て
低
い
状
態
に
あ

っ
た。

＇ ノ‘

入
会
林
野
整
備
事
業

第 107表 入会林野整備事業実績

集落名 認定年月日整備面租

計 牛 45. 3. 3 7. 42ha 

栗 下 49. 5.16 12.82 

竹 山 53. 11. 27 24. 75 

宮川内 55. 3.24 21.60 

石井口 55. 6.20 12.60 

今別府 10.88 

合計 I 90.07 

こ
の
た
め
、
昭
和
四
十

一
年
に
入
会
林
野
近
代
化

法
の
制
定
に
と
も
な
い
、

本
町
に
お
い
て
も
町
が
主

体
と
な
り
、
入
会
林
野
の

整
備
を
実
施
し
、
林
業
の

近
代
化
を
は
か
っ
た
。
こ

れ
ら
の
整
備
林
野
は
、
す

べ
て
個
人
配
分
（
所
有
権

設定）として、個々に

ノ．‘ ノ．‘ ノ．‘ 五

゜
九

崎三麓三 闘 開 需森縄 縄

麓 崎 崎三 悶 竹
森 森縄 子

保三山山 大田道 市今 久
起角 河添 迫方ケ 後別 毘山畑 の迫 迫府

上 JII 
大中 塔 東 闘

計
迫谷 之 浜山
元 島

葛
面 謬 羹塁籠

山 畑

ヽ

四
七 七 九

ノ，‘ 五
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

五 合 五 ゜五 九 四
ノ＼

゜
九

復

罰闘闘羞闘翻篇屈萎は品悶岡雑悶
旧
治
浩治 治 業悶瑛全山 山山 山

県 県
単 化山

化［ 』治
山

山
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H 

初
版
二
五
三
ペ
ー
ジ
に
森
林
組
合
の
広
域
合
併
に
つ
い
て
そ
の

背
景
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い

て
大
網
を
記
述
す
る
。

昭
和
四
十
六
年
十
月
二
十
一
日
姶
良
西
部
四
町
の
森
林
組
合
合

併
研
究
会
が
発
足
し
、
幹
事
会
で
合
併
資
料
を
作
成
、
合
併
の
是

非
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
、
検
討
し
て
結
果
、
具
体
的
経
営
計
画

を
審
議
す
る
こ
と
が
適
当
と
の
意
見
の
一
致
を
み
て
、
昭
和
四
十

七
年
十
二
月
五
日
西
部
地
区
森
林
組
合
合
併
推
進
協
議
会
が
発
足

し
た
。
そ
し
て
各
町
森
林
組
合
で
、
組
合
員
の
意
見
聴
取
や
方
法

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
合
併
ま
で
の
経
過
は
次
の
と
お
り
。

49
年
7
月
20
日

七

経
営
し
て
い
る
が
、
従
来
の
共
有
林
野
に
み
ら
れ
な
い
造
林
意
欲

に
よ
り
、
す
ば
ら
し
い
森
林
の
造
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ

の
整
備
事
業
に
よ
る
集
落
で
の
話
し
合
い
活
動
が
、
そ
の
後
の
村

づ
く
り
に
大
き
く
役
立
つ
某
礎
と
な
っ
た
。

森
林
組
合
の
広
域
合
併

合
併
ま
で
の
歩
み

合
併
予
備
計
画
調
印

ー

合
併
の
目
的

森
林
組
合
の
経
営
基
盤
の
安
定
強
化
を
は
か
り
、
森
林
資
源

の
造
成
及
び
林
業
経
営
の
近
代
化
と
林
産
物
の
生
産
流
通
体
系

(=) 

溝
辺
町
森
林
組
合
合
併
決
議
総
会

姶
良
西
部
森
林
組
合
設
立
委
員
会
（
委
員
各
町
五

名
1
1
溝
辺
町
委
員
は
有
馬
四
郎
、
岩
元
保
雄
、
木

佐
貫
邦
義
、
福
永
孝
蔵
）
で
定
款
・
規
約
・
事
業

計
画
・
役
員
の
選
任
な
ど
を
審
議

森
林
組
合
の
新
設
合
併
認
可
申
請
書
提
出

〔
合
併
理
由
〕

①
経
営
基
盤
の
拡
大
を
は
か
り
経
済
事
業
の
推
進

に
よ
り
、
組
合
員
の
福
祉
向
上
を
は
か
る
。

②
執
行
態
勢
の
整
備
を
な
し
協
同
組
合
と
し
て
の

経
営
体
制
の
確
立
を
は
か
る
。

③
作
業
班
員
の
確
保
と
活
用
に
よ
り
各
事
業
の
円

滑
化
を
は
か
る
。

合
併
認
可
（
指
令
林
政
第
一
―
-＝
二
号
）

姶
良
西
部
森
林
組
合
発
足

合
併
及
び
事
業
経
営
計
画

49
年
8
月
30
日

49
年
9
月
1
日

8
月
30
日

7
月
29
日

8
月
16
日
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組
合
の
名
称

姶
良
西
部
森
林
組
合
と
す
る
。

新
組
合
の
行
う
事
業
は
、
森
林
法
第
七
九
条
に
規
定
さ
れ

た
事
業
と
し
、
各
組
合
が
行
っ
て
い
る
事
業
の
全
部
と
す

る
。

,1
,
 

2
 

‘、,`‘
3

新
定
款
の
基
本
的
事
項

①

事

業

被

合

併

組

合

所

，
 

加
治
木
町
本
町
四

0
1

姶
良
町
宮
島
町

三＝
―|
ニ
――

蒲
生
町
上
久
徳

三
二
九
五

溝
辺
町
有
川

一

四
九
九
I

―
二

溝

辺

町

” 

蒲

生

町

” 

姶

良

町

” 

加
治
木
町
森
林
組
合

2
 

在

地

野

間

前

田

今

村

曽

木

重

雄

疫

静

隆

輝

＿
組

合

長

一

を
確
立
し
、
地
区
林
業
の
振
興
発
展
を
期
す
る
た
め
、
自
己
資

本
の
充
実
と
経
済
事
業
の
総
合
的
伸
展
を
積
極
的
に
推
進
し
、

自
立
体
制
を
確
立
し
て
組
合
員
に
対
す
る
奉
仕
の
増
大
を
は
か

る。
被
合
併
組
合
と
合
併
当
時
の
組
合
員
、

出
資
金
の
状
況

第 108表 組合員数と出資金

組合 1i 出 資 金

員数ーロ金額I口 数 1総額払込済額贔］闊濯 I五Aiv-鷹
千円 千円 円 円

治加木町森林組合 676 1. 000 I. 418 1,418 l,248 880 1. 846 

姶 良町 ” 2,004 1,000 5,486 5,486 5,233 953 2. 611 
蒲生町 // 1,580 1.000 7,418 7.418 6,038 813 3,821 

溝辺町 ” 1. 34331 1 1. 000 3,527 3,527 2,690 762 2,002 
計 5,60 1. 000 17,849 17,849 15,209 852j 2,714 

組
合
の
地
区

加

治

木

町、

姶

良

町、

蒲
生
町、

溝
辺
町

の一

円
と
す
る
。

事
務
所
の
所
在
地

主
た
る
事
務
所
は
、

姶
良
町
三
拾
町
、
従
た

る
事
務
所
は
加
治
木

町、

蒲
生
町
、
溝
辺
町

に
樅
く
。

組
合
員
の
資
格
及
び

ヽ

~

La 
（
 組
合
員
の
加
入
な
ら
び

に
脱
退
に
関
す
る
規
程

模
範
定
款
の
通
り
と

す
る。出
資

一
口
金
額
及
び

、1
,
6
 

，
ー
、

払
込
方
法

出
資
一

口
金
額
は
、

10
0
 
0
円
と
し
、

全

額
一
時
払
込
み
と
す

(4) (3) 
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第6章 林業と治山

(8) 

役
員
の
定
数
及
び
選
挙
ま
た
は
選
任
に
関
す
る
規
定

理
事
の
定
数
一
八
名
、
監
事
の
定
数
四
名
と
し
各
地
区
別

の
定
数
は
次
の
と
お
り
と
す
る
（
カ
ッ
コ
内
は
定
款
麦
更
後
、

昭
和
六
十
年
九
月

一
日
か
ら
の
定
数
）。

蒲姶溝加

計生良辺
治
I町

木
＇ 名

町 町 町町 I , 
I 

I 
一 ，理
八五六四三 ＇

＇ I 

乞）国国（コ p j事

役
員
の
選
出
方
法
は
選
挙
の
方
法
と
す
る
。
た
だ
し
、
合

併
初
年
度
の
役
員
は
、
被
合
併
組
合
の
役
員
定
数
の
合
計
お

よ
び
各
町
長
を
加
え
た
数
を
定
数
と
す
る。

事
業
年
度

事
業
年
度
は
、
毎
年
七
月
一
日
か
ら
翌
年
六
月
―
―
―
十
日
と

す
る
。
た
だ
し
、
昭
和
四
十
九
年
九
月

一
日
か
ら
昭
和
五
十

年
六
月
三
十
日
ま
で
を
昭
和
四
十
九
年
度
特
別
事
業
年
度
と

す
る
。

(7) 

る。

i 

監 I

I 、

四 ―-- - I 
-------- I 
（一）
I 
事
! 

I 

口（一）（一）

ー

合
併
後
の
経
営
基
本
方
針

指
導
事
業

①

組
合
員
ご
と
の
森
林
経
営
（
個
別
経
営
実
態

調

査

カ

ー

ド
）
に
よ
る
指
導
を
推
進
す
る
。

②

団
地
共
同
化
事
業
推
進
の
た
め
流
域
ご
と
の
施
業
計
画
を

作
成
し
、
協
業
活
動
の
推
進
と
濃
密
普
及
を
実
施
す
る
。

③

林
業
後
継
者
、
各
種
グ
ル

ー
プ
の
育
成
を
は
か
り
集
団
的

指
導
を
推
進
す
る
。

④

地
域
経
営
協
議
会

（仮
称
）
を
設
置
し
、
地
域
林
業
振
典

の
た
め
の
活
動
を
推
進
す
る。

⑤

県

、
関
係
町
と
提
携
し
て
枝
打
、
除
伐
、
間
伐
、
竹
林
改

良
及
び
苗
木
な
ら
び
に
緑
化
樹
養
成
技
術
な
ど
の
講
習
会
を

（三）

加
治
木
町
森
林
組
合

姶

良

町

”

蒲

生

町

溝

辺

町

合
•9 

計 ” 

4
 
合
併
後
の
組
合
員
の
経
営
す
る
森
林
面
積

被

合

併

組

合

民
有
林
総
面
積

g

二、六、四、二
、

二
ハ、

四

一
〇

一
五
五

九
八
九

九
七
七

五
三
一

ha 

組
合
員
の
経
営
）

す
る
森
林
面
積
（

一
、
九
六
五

五
、
四
七
〇

四
、
七
九
二

二
、
九
七
七

一
五
、
二
0
四

，
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4

森
林
造
成
及
び
利
用
事
業

3
 

2
 

稼
極
的
に
実
施
す
る
。

⑥

作
業
班
の
育
成
強
化
に
努
め
、
技
術
、
技
能
の
研
修
会
を

実
施
す
る
。

⑦

組
合
員
に
情
報
の
提
供
な
ら
び
に

「
組
合
だ
よ
り
」
を
発

行
す
る
。

林
産
販
売
事
業

組
合
員
の
林
業
経
営
の
成
果
が
集
約
さ
れ
る
林
産
販
売
事
業

を
高
度
資
本
装
備
な
ら
び
に
作
業
技
術
の
高
度
化
を
は
か
り
、

間
伐
、
主
伐
、
そ
の
他
林
産
物
の
有
利
な
販
売
に
努
め
る
。
特

に
姶
良
、
蒲
生
地
区
で
個
別
に
開
催
し
て

い
る
木
材
共
阪
所
を

統
合
運
営
し
て
そ
の
合
理
化
を
は

か
る
。
ま
た
、
竹
材
、

タ
ケ

ノ
コ

、
緑
化
樹
に
つ
い
て
も
、
生
産
指
禅
と
流
通
機
構
を
確
立

す
る
。購
買
事
業

①

組

合

員

の

林
業
経
営
に

必
要
な
優
良
資
材
を
安
い
価
格
で

供
給
し
、
特
に
山
行
苗
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
を
い
か

し
て
優
良
樹
種
の
生
産
地
形
成
を
目
指
し
、
地
区
内
の
供
給

体
制
を
確
立
す
る
。

②

苗

木
、
肥
料
、
薬
剤
、
林
業
機
械
、
種
駒

区
分
＿

初
代
一
昭
49
.
9
.
1ー

53
.
8
.30

二
代

〔合
併
後
の
歴
代
組
合
長
〕

② ① 
5
 

就

任

年

代

一
今
村
組

合

長

森
林
造
成
事
業
に
つ
い
て
は
林
道
、
作
業
道
の
稼
極
的
導

入
と
併
せ
て
、
組
合
作
業
班
の
強
化
を
図
り
、
地
区
内
の
造

林
保
育
の
事
業
量
拡
大
を
は
か
る
。

②

利
用
事
業
の
主
な
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

⑦

森
林
造
成
事
業
地
棺
、
新
植
、
保
育
（
下
刈
、
除

伐
、
枝
打
、
施
肥
）

＠

補
助
造
林
事
業

0
害
虫
防
除
事
業

＠

山
林
調
査

R

共
同
利
用
施
設

金
融
事
業

組
合
員
の
林
業
経
営
に
必
要
な
資
金
の
稼
極
的
禅
入
に
つ
と

め
、
金
融
事
業
を
通
じ
て
林
産
、
販
売
、
森
林
造
成
事
業
の
活

動
を
助
長
す
る
。

公
庫
資
金
の
貸
出

農
中
資
金
の
貸
出

①
 

静
（
姶
良
町
）
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槃
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゜

蛋9踪
第
109
表
組
合
員

I
 

三~*
------

年-:1
49~50
I
 

祖合

"
 

出
出
資
口
数

出
資
総
額
（
千
円
）

資
払
込
済
出
資
金
（
千
円
）

役職員

56 
I―
-
5
 7
 
5
8
 
5
9
 
I
 60 
I
 61 

I
 

-
-

3
8
9
 
.5
,
 
6
4
8
 
5, 
787
¥
 5, 
891 
.5, 
97.5 
6. 
01)9 
6, 
0
2
8
 
6, 
Ofi8 
6, 
0
8
9
 
.5
.
 
754 
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第 3部 産 業 編

鹿
児
島
空
港
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
開
設
に
伴
い
、
鹿
児
島
県

の
空
陸
交
通
の
要
衝
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
溝
辺
町
の
商
店

数
、
販
売
額
と
も
に
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
空

港
内
の
商
店
を
除
け
ば
零
細
で
資
本
力
が
弱
く
、
ま
た
昭
和
五
十

四
年
A
コ
ー
。フ
溝
辺
店
が
、
昭
和
五
十
九
年
一
二
月

A
コ
ー
プ
空
港

前
店
が
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
零
細

な
小
売
商
店
は
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
た
。
し
た
が
っ
て
、
統

計
上
に
現
れ
る
従
業
員
、
販
売
額
の
大
部
分
は
、
空
港
内
の
店
舗

と
両
A
コ
ー
プ
店
が
占
め
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

空
港
内
の
店
舗
と

A
コ
ー
プ
は
乗
降
客
の
増
加
、
人
口
増
な
ど

に
よ
り
ま
す
ま
す
繁
栄
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
の
他

一
般
商
店
は

今
後
は
立
地
条
件
を
生
か
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
や
サ
ー
ビ
ス
向
上

な
ど
を
考
慮
し
た
親
し
み
や
す
い
商
店
経
営
と
併
せ
、
商
工
会
の

強
力
な
指
導
に
よ
る
経
営
改
善
に
つ
い
て
新
た
な
角
度
か
ら
近
代

商

第
七
章

業

商

工

業

化
、
合
理
化
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
商

工
業
の
み
で
な
く
総
合
的
な
町
づ
く
り
の
中
で
さ
ら
に
検
討
を
要

す
る
課
題
で
あ
ろ
う
。

人
口
増
加
と
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
快
適
な
生
活
環
境

の
幣
備
と
併
せ
、
若
い
労
働
力
、
特
に
男
子
属
用
型
の
場
（
企

業
）
が
望
ま
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
幸
い
本
町
は
、
空
港
建
設
に

よ
る
関
連
企
業
な
ど
の
就
労
機
会
の
増
加
に
伴
い
、
そ
の
波
及
効

果
は
、
空
港
を
中
心
と
す
る
隣
接
市
町
村
に
も
及
び
、
企
業
の
進

出
が
活
発
で
あ
る
。

第
113
表
で
示
す
と
お
り
、
空
港
関
連
企
業
だ
け
で
も
―
二

0
0

人
を
超
す
従
業
者
が

い
る
。
過
疎
状
態
の
地
方
農
村
部
で

一
0
0

0
人
以
上
の
届
用
能
力
を
も
つ
企
業
は
多
く
な
い
。
ま
さ
に
空
港

そ
の
も
の
が
大
企
業
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
空
港
を
中
心
と

す
る
道
路
網
（
高
速
道
を
含
む
）
の
整
備
は
県
内
外
の
人
の
交
流

と
物
資
の
流
通
を
促
進
、
今
や
本
町
は
空
陸
交
通
の
拠
点
を
な
し

て
お
り
、
県
の
中
心
部
に
立
地
す
る
本
町
の
、
適
正
な
用
地
（
地

価
）
と
労
働
力
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
優
良
企
業
の
誘
致
は
可
能
で

進

出

企

業
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第
110
表
商
店
数
と
販
売
額
の
推
移

~
年
次

I
総

数
＼
商一
卸

売
小

売
＼
飲
食
店

商
店
数
l
靡
棗
年
間
販
売
額
店
数
誓
喜
I
年
問
販
売
額
商
店
数
i
屡
喜
I
年
問
販
売
額
商
店
数
1従
業
者
数
1年
間
販
売
額

昭
和
4
5
年

9
5
 
197 

3
5
,
8
5
3
 
3
 
11 

2
,
2
3
5
 
8
8
 
177 

3
3
,
2
1
2
 
4
 
，
 
4
0
6
 

昭
和
4
7
年

9
6
 
360 

4
7
,
5
1
8
 

9
0
 
2
2
0
 
4
3
,
2
5
8
 
6
 
140 

4
,
2
6
0
 

昭
和
4
9
年
1
0
8
 
5
1
5
 
2
6
2
,
4
8
6
 
1
 
X
 

X
 
97 

X
 

X
 
10 

6
9
 
1
8
,
6
6
5
 

昭
和
51
年
1
2
5
 
524 

3
5
5
,
2
2
8
 
3
 
21 

11. 0
0
7
 
1
0
8
 
4
2
9
 
3
1
8
,
4
6
2
 
14 

74 
2
5
,
7
5
9
 

昭
和
5
4
年
131 
5
8
2
 
671, 113 

7
 
9
6
 
2
1
8
,
8
4
9
 
1
0
5
 
4
1
5
 
4
3
6
,
5
0
2
 
1
9
 
71 

1
5
,
7
6
2
 

昭
和
5
7
年
1
4
4
 
67856 9'
 
I
 
I
 
1
,
1
7
2
,
0
7
6
 
，
 11
9
 
4
8
5
,
5
7
7
 
1
0
8
 
4
4
3
 
5
9
4
,
6
1
3
 
2
7
 
1
2
7
 
91. 8
8
6
 

昭
和
6
0
年
145 

1
,
4
9
3
,
8
3
7
 
7
 
107 

6
6
3
,
0
3
5
 
l
l
O
 
481 

7
3
4
,
3
7
5
 
2
8
 
1
6
8
 
9
6
,
4
2
7
 

（
商
業
統
計
調
査
）



第
111
表
産
業
別
就
業
者
数

＼
 

年
次

総
数
I
 第
1
 
次
産
業
I
 第
2
次
産
業
I
 
第
3
 
次
産
業

実
数

率
実
数
l
率
I
実
数
1
率

実
数
1
率

昭
和
4
5
年

3,633 
1
0
0
 0
 
2
,
6
0
8
 

71. 8
 

4
1
1
 

11. 3
 

614 
16
.9
 

昭
和
5
0
年

3
,
9
5
6
 

9
9
.
8
 
1
,
9
1
8
 

4
8
.
5
 

5
6
1
 

14.2 
1
,
4
6
8
 

37.1 

対
前
回
比

323 
108.9 

△
 
6
9
0
 
△
 26
.
5
 

1
5
0
 
136
.5
 

8
5
4
 

2
3
9
.1
 

昭
和
5
5
年

4,041 
1
0
0
.
0
 
1. 
621 

40.1 
691 

17.1 
1. 
7
2
9
 

4
2
.
8
 

対
前
回
比

8
5
 
1
0
2
.
 
1
 
△
 2
9
7
 
△
 15.5 

130 
1
2
3
.
2
 

261 
117. 8
 

昭
和
6
0
年

4
,
2
8
2
 
100.0 

1. 
4
9
7
 

35.0 
8
2
3
 

1
9
.
2
 
1
,
9
6
2
 

4
5
.
8
 

対
前
回
比

2
4
1
 
106.0 

△
 
124 

△
 23.5 

1
3
2
 
119.1 

2
3
3
 

113. 5
 

（
国
勢
調
査
）

第
112
表
地
区
別
商
店
数
の
推
移

譴抵辿活8撼

＼
年
ミ次
：
、
竹
子
有

川
三

縄
麓

崎
森

計

昭
和
4
4
年

19 
3
2
 

2
 

2
2
 

8
 

8
3
 

昭
和
54
年

17 
4
6
 

3
 

50 
15 

131 

昭
和
5
7
年

1
9
 

4
5
 

1
 

61 
1
8
 

1
4
4
 

昭
和
6
0
年

17 
47 

1
 

6
0
 

2
0
 

1
4
5
 

（廂
業
統
計
調
査
）
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第 7章商工業

第 113表進出 企業

① 空港関連企業

企 業 名 所在地 ＼事業の種類操業従業
開始者数

鹿児島空港ビルディング昧

全日本空輸掠

卸日本エアシステム

日本航空昧

日本近距離航空椋

跨有馬航空

鹿児島国際航空跨

西日本空輸鞠

日本農林ヘリコプター聡

北陸航空跨

日本通運椋鹿児島空港支店

空港施設跨

西武運輸椋

鹿児島海陸運送跨

グランドエアーサービス株

闘航空保安協会

日航商事跨

味エアーボート山形屋

鹿児島総合警備保障昨

日新産業跨

闘航空公害防止協会

鹿児島織物味

伊田食品聡

山本興業跨

卸ニューホワイト産業

ロイヤル卸

麓822

” 
” 
II 

” 
麓257-3

// 

麓269-1

” 
麓270-1

麓731

麓257-3

麓371

” 
” 
麓787-23

麓822

// 

” 
// 

” 
// 

” 
// 

麓822

// 

不動産賃貸業

定期航空運送業

航空機使用業

” 
” 
‘’ 
” 
” 

// 

// 

” 

運輸施設賃貸業

利用航空運送業

各種食料品小売業

” 
ビル警備保障業

大島紬製品卸売業

食堂

各種食料品小売業

理容業

レストラン

[47. 41 116 

11 I 42 

11 I 180 

11 I 7 

11 I 7 

// : 2 

2

3

3

 

6
 
ーI

I

l

I

”

I

I

 

11 I 26 

11 I 1 

// 

11 I 25 

11 I 6 

航空機地上サービス業 I" 

航空制限区域内警務、
消防業務 I II 

25 

13 

11 I 3 

11 I 85 

11 I 30 

ビル清掃管理業 I II 

航空機騒音防止施設の
設置、研究 I II 

34 

4 

II I 5 

II I 45 

11 I 10 

11 I 2 

11 I 44 
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第 3部産業編

企 業 名 所 在 地 事業の種類 操開業始I11従者業数

I 

,, I 鹿児島銀行空港出張所 麓822 銀行 ， 
南国交通株 ” 航空運送代理業 ” 338 
大阪空港事業跨 // 航空機地上サービス業 // 27 

鹿児島和空跨 // 各種食料品小売業 // 12 

鹿児島空港給油施設跨 麓1.465 タンク倉庫業 ” 12 
南国殖産味航空給油所 // 航空機給油代行業 // 11 

北六石油卸 // 

” ” 16 
新日本航空卸 麓612-1 航空機使用業 ” 3 
空港スリーシックスゴルフ場株 麓616-1 ホテル業 ” 69 
跨千果 I麓822 各種食料品小売業 // 16 

全日空商事聡 ” ” ” 1 
掠白樺 ” 空港従業員食堂 // 6 

② 一般企業

企 業 名 所在地 事業の種類
操業従業
開始者数

鹿児島精機跨 有川1,655 ミシン部品製造 50.10 13 

九州新進椀 有川280-1 漬物 // 52.12 67 

鹿児島高槻電器昧溝辺工場 竹子610 半溝体素子 // 53. 7 173 

鹿島道路味鹿児島合材製造所 麓273 舗装材料 // 54.11 15 

東洋高圧跨溝辺工場 崎森2,827-1 コンクリートバイル I/ 55. 5 29 

梅田産業跨鹿児島工場 麓2,615 衣服 // 56. 9 22 

太洋建材昧鹿児島営業所 竹子2,310-1 鋼矢板リース 57. 2 10 

フルサト工業鹿児島営業所 有川2,100 ボルト製造 57. 8 ， 
渕上段ボール跨 有川3,294-1 段ボール箱 1I 59. 6 25 

錦灘酒造跨 三縄682 醸造用種麹 // 61. 1 5 

鹿児島ヤンマー農機販売昧 有川2,143-1 農業用機械修理販売 58. 7 11 
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第 7章商工業

企 業 名 所在地事業の 種類
操業従業
開始者数

鹿児島県くみあいひなセンター卸 有川2,801 1種鵠場 10 

南九州酒阪卸加治木支店 麓286-1 酒類卸売業 55. 3 21 

築水農機跨鹿児島支店 麓329-4 運搬車卸売業 58.11 11 

南九州道路サービス株溝辺事業本
麓843-5 有料道路料金徴収業 57. 5 32 

部

大橋農機跨鹿児島営業所 麓843-6 農業機械 55. 5 5 

南九州コカコーラボトリング掠溝
崎森2,792-7 飲料水販売業 51. 6 31 辺営業所

溝辺酒販跨 崎森2,794-1 酒類販売業 50. 9 26 

跨アイピー南九州営業所 麓279-1 孵卵機その他生産販売 62. 4 4 

仰ダイ、ンソ鹿児島支店 麓299-5 ビル管理業 61. 4 6 

侑共栄会館 有川729-3 遊技場 58. 3 ， 
味河内源一郎商店 三縄696-5 種麹、酒造機械製造 61. 3 10 

侑）溝辺食品 崎森2,271-1 ホルモ‘ノ加工販売 58. 1 30 

働溝辺油脂 三縄1.092-3 油脂加工 55. 7 23 
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第 3部 産 業 編

本
町
商
工
会
は
、
発
足
当
時
は
独
立
の
事
務
所
も
な
く
、
職
員

体
制
も
整
わ
ず
、
運
営
上
い
ろ
い
ろ
困
難
を
伴

っ
た
が
、
役
場
移

転
と
同
時
に
、
現
在
地
に
独
立
の
事
務
所
を
設
置
し
た
。
そ
の
ご

逐
時
職
員
体
制
も
充
実
し
、
青
年
部
、
婦
人
部
も
組
織
さ
れ
、
本

町
商
工
業
発
展
の
原
動
力
と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

1

商
工
会
の
現
況

年
を
追

っ
て
法
律
も
改
善
さ
れ
、
財
政
の
健
全
化
、
職
員
体
制

の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
会
員
の
経
営
改
苦
に
つ
い
て
積
極
的
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
最
近
で
は
、
コ
ソ

。ヒ
ュ
ー
タ
ー
端
末
機
の

導
入
（
富
士
通
九
四
五
0

A
)
を
は
か
り
、
記
帳
の
機
械
化
、
情

報
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
事
務
の
合
理
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

な
お
、
空
港
を
中
心
と
す
る
商
工
業
の
発
展
は
、
地
域
産
業
の
け

ん
引
的
存
在
と
な
り
、
地
域
商
工
業
に
大
ぎ
な
影
響
を
与
え
て

い

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
金
融
、
税
務
、
経
理
経
営
、
労
働
等
の
相
談
指
導

②
経
営
の
体
質
改
善
強
化
の
た
め
の
講
習
会
の
実
施

③
コ
ン
。
ヒ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
経
理
及
び
決
算
指
導

商

工

会

5

会
員
数
（
昭
和
六
十
―
―
一
年
四
月

一
日
現
在
）

員
1
1

一
名

4

職
員
経
営
指
導
員
1
1

一

名

補

助

員

1
1

一
名

順
子
丸
賓
行

（
部
員
二
五
名
）

一
九
名
）

3
 

2
 ④

従
業
員
の
福
利
、
環
境
の
向
上
に
関
す
る
指
尊

⑤
青
年
部
、
婦
人
部
活
動
の
推
進

⑥
法
人
会
、
青
色
申
告
会
の
育
成
指
導

⑦
溝
辺
町
夏
ま
つ
り
の
実
施

⑧
新
春
懇
談
会
の
実
施

⑨
そ
の
他
、
地
域
商
工
業
の
振
興
事
業

歴
代
会
長

昭
和
48
年
4
月
ー
57
年
4
月

木

佐

木

勝

雄

I
I
5
7
年
5
月
！
現

在

黒

木

公

博

役
員
（
昭
和
六
十
――一
年
度
）

▽
会
長
11
黒
木
公
博
▽
副
会
長
11
松
田
拓
郎

▽
理
事
1
1
原

ロ
克
徳
、
木
佐
木
俊
春
、
岩
切
忠
良
、
藤
沢
征
人
、
今
吉
耕

夫
、
岩
元
春
見
、
末
重
忠
義
、
徳
永
満
伊
、
米
丸
賓
行
、
横
武

▽
監
事
1
1
重
森
春
紀
、
今
吉

康

己

▽

青
年
部
長
1
1
米

▽
婦
人
部
長
11
横
武
順
子
（
部
員

記
帳
専
任
職
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第 7章 商 工 業

建
設
業
二
九
、
製
造
業
一
一
一
七
、
卸
売
業
四
、
小
売
業
八
五
、

サ
ー
ビ
ス
業
一
九
、
そ
の
他

―
-
、
合
計

一
八
五

6

財
政
状
況
（
昭
和
六
十
三
年
度
）

▽
県
補
助
金

一
0
四
七
万
―

1
0
0
0円
▽
町
補
助
金
九

0
万
円

▽
会
費

―
二

0
万
二
0
0
0円

▽
諸
手
数
料
三
六

二
万
円

▽
寄
付
金
二
万
円
雑
収
入
三
0
万
円

▽
そ
の
他
二
九
万
六
〇

0
0円

▽
合
計
一
六
八

一
万
円
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第 3部 産 業 編

一
方
最
近
盛
ん
に
な

っ
て
き
た
観
光
農
業
は
、
本
町
の
基
幹
産

り
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。

経
済
の
低
成
長
に
伴
っ
て
、
最
近
の
観
光
動
態
と
し
て
は
、
緑

の
自
然
の
中
で
、
健
康
、
体
力
づ
く
り
の
野
外
活
動
を
取
り
入
れ

た
観
光
や
、
名
所
旧
跡
を
た
ず
ね
る
歴
史
探
訪
な
ど
、
量
よ
り
質

を
求
め
る
傾
向
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

従
来
本
町
は
、
観
光
と
し
て
み
る
べ
き
も
の
は
少
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
高
屋
山
上
陵
を
は
じ
め
と
す
る
遺
跡
、
上
床
公
園
の
景

勝
、
県
民
の
森
、
竹
山
ダ
ム
な
ど
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
観
光

資
源
は
豊
富
で
あ
る
。
空
港
前
に
建
立
さ
れ
た
西
郷
像
も
、
青
少

年
の
教
育
的
効
果
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
資
源
と
し
て
も
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
空
港
、
高
速
自
動
車
道
な
ど
空
陸
交
通
の
上
か
ら
も

有
利
な
地
位
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
源
を
有
効
に
組
み
合
わ
せ
た

コ
ー
ス
の
設
定
、
さ
ら
に
各
種
施
設
を
整
備
充
実
す
る
こ
と
に
よ

観

第
八
章

光

自
然
と
観
光

溝辺町観光案内（看板）

業
で
あ
る
農
業
の
振
興
と
あ
わ
せ
て
、
将
来
有
望
な
観
光
資
源
で

あ
ろ
う

。

現
在
の
観
光
農
園
の
主
な
も
の
は

、

ブ
ド
ウ
ニ
八
•

五

は
（
ニ
ニ
戸
）
、
ナ
シ
六
•

五
ゥ
り
（
八
戸
）
、
リ
ン
ゴ
一
去
砂
（
七
戸
）

で
あ
る
。
特
に
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
は
生
産
直
売
や
宅
配
便
の
利
用
な

ど
に
よ
り
年
々
売
り
上
げ
が
増
大
し
て
い
る
。
さ
ら
に
生
産
者
で

組
織
す
る
加
工
グ
ル
ー
。フ
に
よ
り
、
溝
辺
特
産
品
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
、
ブ
ド
ウ
ジ
ュ
ー
ス
、
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
販
売
も
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第8章 自然と観光

3
月
6
日

試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
上
床
公
園
の
山
桃
狩
り
、

イ
チ
ゴ
狩
り
、
芋
掘
り
な
ど
、
年
間
約

一
万
人
が
観
光
農
園
を
訪

れ
て

い
る
。

2
月

16
日

2
月
20
日

上
床
公
園
の

「二
千
本
桜
」

桜
は
、
日
本
を
代
表
す
る
花
木
で
あ
る
。
広
く
国
民
に
親
し
ま

れ
愛
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
一
年
、
国
花
で
あ

る
桜
の
振
興
普
及
を
目
的
に
、
本
町
に
「
日
本
さ
く
ら
の
会
」
か

ら
二

0
00
本
の
桜
苗
の
寄
贈
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
溝
辺

町
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
町
民
全
体
に
理
解
と
協
力
を
得
る
た

め
、
各
種
団
体
長
会
議
を
開
催
し
、
贈
呈
式
や
植
樹
計
画
な
ど
を

協
議
し
た
。
お
よ
そ
の
経
過
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

役
場
会
議
室
（
旧
庁
舎
議
事
堂
）
で
団
体
長
会
議

上
床
公
園
植
樹
予
定
地
の
整
地

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
贈
呈
式

こ
の
間
に
各
団
体
に
割
り
当
て
ら
れ
た
桜
苗
の
定
植
を
実

施
し
た
。

贈
呈
式
に
は
、
日
本
さ
く
ら
の
会
会
長
船
田
中
氏
、
県
林
務
部

長
島
崎
保
氏
、
さ
く
ら
の
女
王
篠
崎
範
子
さ
ん
、
山
ロ
ジ
ャ

バ
ン

ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
株
式
会
社
社
長
な
ど
特
別
招
待
者
二
五
名
、
町

議
会
議
員
、
農
業
委
員
、
青
年
団
、
婦
人
会
、
4
H
ク
ラ
ブ
、
商

工
会
、
教
育
委
員
会
、
農
協
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
各
大
字
、
小
中
学

校
、
種
苗
組
合
、
郵
便
局
な
ど
三
九
名
、
ほ
か
関
係
課
職
員
一
〇

名
が
出
席
、
溝
辺
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
生
徒
郡
山
方
正
君
ほ
か

二
五
名
の
出
演
が
花
を
そ
え
た
。

現
在
も
植
樹
し
た
団
体
は
、
当
時
の
精
神
を
引
き
つ
い
で
毎
年

下
払
い
管
理
を
行
い
、
上
床
公
園
桜
の
名
所
と
し
て
美
し
く
、
優

し
く
、
人
の
心
を
な
ぐ
さ
め
て
く
れ
て
い
る
。

上
床
公
菌
の
桜
の
見
ど
こ
ろ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

0
フ
ゲ
ソ
ゾ
ウ
桜
（
三
―
―

-0本
）
四
月
二
十
日
ご
ろ

0
吉
野
桜
（
六

0
0本）

四
月
五
日
ご
ろ

0
ボ
タ
ソ
桜

(
1
0七
0
本
）
四
月
二
十
日
ご
ろ

本
町
行
政
の
中
で
、
奥
地
開
発
は
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。
特
に

有
川
丹
生
附
集
落
は
、
国
有
林
を
含
め
多
大
の
山
林
を
有
し
な
が

ら
、
隣
町
姶
良
町
に
通
ず
る
道
路
に
恵
ま
れ
ず
、
陸
の
孤
島
と
も

い
わ
れ
る
地
域
で
あ
っ
た
。
当
然
地
域
住
民
は
強
く
開
発
を
要
望

県

民

の

森
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第 3部 産 業 編

0
5
5年
4

月

、
県
は
「
長
尾
山

一
帯
一
0
0
0
:
_
~}
を
想
定
し
て
い

し
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら
広
域
基
幹
林
道
建
設
へ
の
機

運
が
高
ま
り
、
県
に
対
し
て
も
陳
情
活
動
を
続
け
て
ぎ
た
と
こ

ろ
、
昭
和
五
十
四
年
に
は
、
県
議
会
で
陳
情
採
択
と
な
り
、
事
業

着
手
の
運
び
と
な
っ
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
に

策
定
さ
れ
た
鹿
児
島
県
総
合
計
画
の
な
か
で
「
県
民
の
森
」
造
成

の
計
画
が
打
ち
出
さ
れ
、
ま
た
実
施
計
画
の
中
に
「
姶
良
伊
佐
地

域
の
適
地
に
造
成
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
」
と
あ
り
、
本
町
と
し

て
も
長
尾
山
一
帯
に

「県
民
の
森
」
実
現
を
め
ざ
し
、
姶
良
町
、

加
治
木
町
と
と
も
に
誘
致
運
動
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

県
と
接
触
す
る
中
で
、
当
初
県
の
考
え
方
は
、
霧
島
方
面
を
想

定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
鹿
児
島
空
港
や
九
州
縦
貫
自
動
車

道
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
な
ど
基
幹
交
通
網
に
近
接
し
、
さ
ら
に
広

域
基
幹
林
道
建
設
な
ど
地
元
体
制
も
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

長
尾
山
地
域
に
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
五
十
九
年
に
本
県
で
全
国
植
樹
祭
が
開
か
れ
る
計

画
だ

っ
た
の
で
、
用
地
買
収
、
用
地
造
成
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
た
が
、
以
下
そ
の
経
過
概
要
に
つ
き
記
述
す
る
。

0
54
年
12
月
、
姶
良

・
溝
辺

・
加
治
木
町
長
三
者
連
名
に
よ
り
、

県
に
対
し
陳
情
書
提
出

る
」
と
回
答
。
県
開
発
公
社
よ
り
、
用
地
取
得
に
つ
ぎ
県
よ
り

依
頼
を
受
け
た
の
で
、
協
力
依
頼
の
文
書
通
知
。
県
及
び
県
開

発
公
社
来
町
、
計
画
構
想
の
説
明
、
用
地
取
得
の
協
力
要
請

当
初
の
取
得
計
画
面
積

姶
良
町
牟
田
山
地
区
一
四
五
ゥ
”

溝
辺
町
野
平
地
区

八

四

ほ

加
治
木
町

一
・
六
ほ

0
55
年
5
月
、
溝
辺
町
県
民
の
森
推
進
協
議
会
発
足
（
構
成
11
町

長

・
議
会
議
長

・
町
開
発
公
社

・
総
務

・
経
済
課
長
）
。
溝
辺
町

県
民
の
森
推
進
委
員
会
発
足
（
構
成
11
地
区
出
身
議
員
三
名
・

地
区
出
身
森
林
組
合
代
表
一
名
・

地
区
関
係
者
代
表
四
名
•

町

開
発
公
社
代
表
一
名

•

町
建
設
課
長

・

有
川
大
字
代
表
四
名
）

0
55
年
7
月、

地
権
者
説
明
会
（
事
業
概
要
説
明
、
立
木
評
価
の

た
め
の
立
入
承
諾
要
請
）
。
地
権
者
代
表
選
出
（
委
員
長
野
間
重

雄
、
委
員
六
名
）
個
人
別
境
界
立
会
開
始
。

0
55
年
8
月
、
地
域
要
望
に
よ
り
、
施
設
が
姶
良
町
牟
田
山
地
区

中
心
と
な
ら
な
い
よ
う
、
溝
辺
町
竪
山
地
区
二

0
ゥ
り
を
計
画
に

追
加
。
竪
山
地
区
の
追
加
に
よ
り
地
権
者
代
表
―
――
名

を

加

え

る
。
地
権
者
説
明
会

（
造
成
計
画

・
工
事
用
作
業
道
の
件
・
価

格
協
議
）
。
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0
5
5
年
10
月
、
県
林
務
部
長
来
町
、
議
会
全
員
協
議
会
で
計
画
概

要
説
明
。
町
議
会
特
別
委
員
会
設
置
、
現
地
検
討
。
町
議
会
特

別
委
員
会
が
大
分
県
民
の
森
研
修
。

0
5
5
年
11
月
、
価
格
提
示
（
対
推
進
協
議
会

・
地
権
者
代
表
）

①
土
地

(
-
0好
）
、
野
平
地
区
1
1
平
均
二
四
万
七
五

0
0円、

竪
山
地
区
1
1

山
林
一
一
七
万
円
、
宅
地
九
五
万
円
、
畑
五
七
万

②
立
木

(
-
0名
）
野
平
地
区
11

平
均
一
九
万
一
六

0
0円、

竪
山
地
区
1
1
平
均
二

0
万
六
九

0
0円

0
5
5
年
12
月
、
地
権
者
会
役
員
会
（
立
木
補
償
―
―

-0
宕
積
上
を
要

求
す
る
こ
と
な
ど
申
合
せ
）

0
5
6
年
1
月
、
地
権
者
会
（
立
木
補
償
＝
―-0
町
積
上
、
土
地
代
、

野
平
地
区
五

0
万
円
を
要
求
す
る
こ
と
な
ど
を
申
合
せ
）
。
地

権
者
会
よ
り
県
知
事
に
対
し
て
、
条
件
整
備
に
つ
い
て
の
要
望

書
提
出
。

0
5
6
年
2
月
、
第
二
次
価
格
提
示
（
対
地
権
者
会
）

0
5
6
年
4
月
、
町
議
会
特
別
委
員
会
が
県
に
対
し
、
地
元
要
望
等

の
協
議
。
大
枠
で
価
格
交
渉
妥
結
。

0
5
6
年
5
月
、
売
買
契
約
成
立
。

0
5
6
年
11
月
、
竪
山
地
区
に
薬
草
の
森
設
置
計
画
具
体
化
さ
る
。

円

県
民
の
森
概
要
は
第
114
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

0
56
年
ー
59
年
、
全
体
的
施
設
整
備
推
進
。

0
59
年
5
月
19
日
、
姶
良
町
牟
田
山
地
区
（
県
民
の
森
内
）
で
全

国
植
樹
祭
、
天
皇
陛
下
が
行
幸
。
昼
食
休
憩
の
た
め
、
溝
辺
町

役
場
に
天
皇
陛
下
行
幸
に
な
る
。
行
幸
計
画
が
発
表
さ
れ
て
か

ら
、
役
場
周
辺
は
も
ち
ろ
ん
、
行
幸
逍
路
周
辺
の
整
備
に
住
民

一
丸
と
な
り
、
体
制
整
備
に
つ
と
め
た
が
、
特
に
警
備
陣
は
、

数
回
に
わ
た
る
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
う
な
ど
万
全
の
体
制
で
あ
っ

[
)
0
 

f
 

0
59
年
5
月
26
日
、
開
園
式
典
、
牟
田
山
地
区
中
央
広
場
で
開

催
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
溝
辺
町
竹
子
青
年
団
の
棒
踊
り
披

露。

0
59
年
5
月
27
日
、
オ
ー
プ
ン
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第44図
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第 3部産業絹

第114表 県民の森施設の概要

牟 田山地 区（姶良町北山）

施 設 名 1数 星 l施 設 名 I数 盤

森 林 学習展 示館 1
(779niり棟

林 問 広 場 1. OOha 

1(208m'棟) 
長尾 山 展望園 地 1. 40ha 

森林総合利用 セ ンター
ハ イ キ ン グコ ー ス 延長 6,600m 

野 外 学習 展示 園 4.23ha 
遊 歩 道 4. 850m 

＇郷 土 の 森 0. 68ha 
休 舌ヽ"-自' 施 設

四阿4棟l. ） 樹 木 園 0. 23ha (127m' 
避難小（屋 1

サ ク ラ 園 0.59ha 18m' 

世 界 の 森 1. OOha 駐 車 場 1カ所0.65ha

生 産 の 森 1. OOha 野 外 便 所
(223面5棟） 

きの この森 O. lOha 
水 源 施 設

(120ton1/カ日所） たけのこ の 森 0.30ha 

山 菜 の 森 0. 33ha 林 道 5,500m 

野 烏 の 森 3. 53ha 管 理 道 1, 505m 

モ デ lレ 緑 地 0. 86ha （フィ ールドアスレチック） (45ボイソト）

二 ピ ネ の 森 1. OOha （バ ン／ ガ ロ ウ） (10棟）

中央 広 場 0.50ha 

林 間キャ ン プ場 2. OOha I 

ス ーパ ー スラ イ ダ ー 延長300m

運動 広 場 ， 045血II 
子供の森 0.20ha I 
水辺の森 I 0. 50ha I 
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第 8章 自然と観光

丹生附地区（溝辺町有川）

施 設 名 1数 嚢施 設 名 1 数 量：

! 
緑化七 ンク

1(208niり棟
丹生 附園地 1. 30ha 

入 ロ 園 地 0.58ha 
緑化樹木等見本園 0. 58hai 

I 四 季 の 森 l.47ha 
庭園用樹 木

0.34ba I 
馬 ノ 背 5. 38ha 

生 坦 0.05ha 
水 辺 の 森 2. llha 

生 花 材 料 0.19ba 

0. 50ha！ l 
照 葉 の 森 2. 40ha 

ウメ、ヤマモモ、サクラ園
誘 鳥 の 森 4. 70ha 

ク リ 園 0.25ha 
イスノキの森 3.80ha 

苗 畑 施 設 0.15ha 
眺 望 ケ 丘 1. 15ha 

ゴ,L→ 生 広 場 0. 40ha 
遊 歩 道 10. 800m 

自然薬草の森 5.30ha I 
＇ 休 憩uヽ 施 設

5 (49. 6niり棟林内植物園 0. 90ha1 

水辺湿性植物園 0.30畑 1 駐 車 場 5 カ所） 
(3, 840m' 

陰協両性植 物園 1. 80ha 
野 外 便 所 5 

(106m'棟) 陽性植 物園 l.OOha 

歴史見本園 0.80ha 水 源 施 設 11 カ 日所） 
(GOton/ 

-月 種 圃 場 0. 50ha, 

590m' I 運
動 広 場 0. 55ha 

池
卜 リ ム 8 基

自 然 渓 流 235m 
（モデル庭園） (0. 30ha) 

生活環境保全林 27.92ha 
（緑のコミ ニティ広場） (0.40ha) 

r＇ 上人の杜 0. 20ha 

I林 道 延長 5,OOOm 
上人ヶ丘園地 4. 83ha 管

理 道 延長 650m 

330 



第 3部 産 業 編

自然薬草の森

烏
丸
敏
子

上
床
の
千
本
桜
が
い
よ
い
よ
花
を
開
ぎ
始
め
る
。
溝
辺
の
名

所
と
し
て
、
空
港
を
見
下
す
上
床
は
、
斎
藤
茂
吉
の
歌
碑
あ

り
、
特
攻
碑
あ
り
、
そ
し
て
目
下
運
動
公
園
と
し
て
、
総
合
体

育
館
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
場
な
ど
着
々
と
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

（
石
峯
）

初
桜
風
立
ち
初
め
ぬ
花
び
ら
の
舞
ひ
つ
つ
髪
に
肩
に
ふ

り
来
る

場

⑥
生
薬
展
示
室

ほ

⑦
圃

〔自
然
薬
草
の
森
〕

「
県
民
の
森
」
に
あ
る
自
然
薬
草
の
森
に
は
、
鹿
児
島
県
に
自

生
し
て
い
る
薬
用
植
物
を
主
に
約
三

0
0種
が
植
栽
し
て
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
に
は
常
日
ご
ろ
よ
く
見
か
け
る
も
の
、
医
薬
品
の
製

造
原
料
に
な
る
も
の
、
漢
方
で
処
方
さ
れ
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

①

開

設

昭

和

五

十

九

年

五

月

二

十

七

日

③

所

在

地

鹿

児

島

県

姶

良

郡

溝

辺

町

丹

生

附

⑱

面

積

五

万

―

―

1
0
0
0
平
方
屈

④

植

物

の

種

類

約

一―
10
0
種

背
後
（
北
西
）
に
杉
林
を
擁
し
、
東
南
に

ゅ
う

小
高
い
丘
が
あ
り
、
そ
の
間
を
湧
水
が
流
れ
る
自
然
の
地
形

を
利
用
し
、
植
物
の
植
生
に
応
じ
て
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ

て
い
る
。

①
林
間
植
物
園

②
歴
史
見
本
園

③
陽
性
植
物
園

④
半
陰
半
陽
植
物
園

⑤
水
生
、
湿
性
植
物
園

固
構

成
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（

石

峯

）

重

森

フ

ヂ

一

-
亡
き
主
人
の
在
職
中
に
交
際
し
て
い
た
ご
夫
婦
を
、
溝
辺
の
i

i

ふ
る
さ
と
祭
り
に
お
招
き
し
た
。
夕
ぐ
れ
の
県
民
の
森
は

、
山

~

i

波
が
濃
淡
で
、
遠
く
近
く
、
ま
る
で
墨
絵
の
よ
う
で
、
案
内
す
一

一
る
車
の
中
は
す
ぎ
去
っ
た
昔
を
、
引
き
よ
せ
る
思
い
で
あ
っ
一

こ
。t
 

9
9

9

,

 

．．．． 
,、

．．．．．．．．． 

遠
来
の
友
来
給
ふ
や
吾
が
里
の
誇
り
と
案
内
す
県
民
の

森
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